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(地図、航空写真) 
本報告書において使用した地図、航空写真は、原則として「国土地理院の地図・空中写真閲覧サービ

ス」より複写、ダウンロードしたものの必要個所をトリミングし、サイズを変更の上使用しています。

また、位置関係を明示するために原図に文字や図を書き加えたものもあります。 
(写真) 
調査地や鳥などの写真について、(宮本)と記載しているものは、本調査に参加した宮本喜一朗氏が撮

影したもの、記載のないものは本報告執筆者(荒川洋一)によるものです。なお、7-2 調査結果の種類

別状況で使用した写真は、本件調査地以外で撮影したものも含まれます。 
(鳥類名、分類) 
本報告書の鳥類の標準和名および分類、配列は日本鳥類目録改訂第 7 版に準拠しています。 
ただし、外来種のドバトは資料編において便宜的にキジバトの下に入れています。 

表紙の写真：新砂貯木場「枠内」の様子 2014 年 11 月宮本喜一郎氏撮影 
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新砂貯木場の鳥類調査報告（2014-2017） 

 
１． 本報告の位置づけについて 

 
私たち、特定非営利活動法人ネイチャーリーダー江東（以下「当会」といいます。）は、

2014 年 10 月から 2015 年 4 月までの期間、初めて新砂貯木場の鳥類調査を行いその結

果を「新砂貯木場鳥類調査報告（2014 年 10 月～2015 年 4 月）」としてまとめました。 
当会は、その後も東京都下水道局砂町水再生センターのご協力を得て、2015 年、2016
年と調査を続けることができましたので、ここに、新たな記録を含め 3 年間の調査結果

を取りまとめ、改めて新砂貯木場の鳥類調査報告として公開することとしました。今後

の江東区や東京湾の鳥類の生態を理解するうえで参考となれば幸いです 
 
当会では江東区の生き物調査の一環として、過去 20 年近くにわたり、区内に定めた 6
ヶ所で毎年 12 月に水鳥の数を調べています。その調査を補完する目的で区内の既存調

査区域以外で鳥類が生息している場所を調べていたときに、新砂貯木場（図 1赤丸印内）

にとても多くの水鳥が集まっていることがわかりました。これが新砂貯木場の調査を始

めたきっかけです。 
新砂貯木場は東京都下水道局砂町水再生センター（以下

「水再生センター」といいます。）の南側にあり、当会が

毎月モニタリング調査を行っている荒川下流、新砂干潟

の西側にあたります。 新砂貯木場の調査を行うには、

干潟は観測できる位置になく、水再生センターの南にあ

る夢の島マリーナ側であれば何とか観測できるものの、

鳥までの距離がある上に、マリーナで修理中の船や砂町

運河を航行する船などに遮られ、また、新砂水門の壁の

裏側が死角となり、鳥の種類や数を調査する場所として

は適していないと思われました。 
当会で検討した結果、正確な調査のためには水再生セン

ター内に入らせていただきたいとの結論となり、2014 年

春に同センターにご相談をしました。水再生センターは、

構内各所で随時、様々な工事が行われていることなどか

ら、当方の安全面なども考慮し、容易には認めていただ

けませんでした。しかし、最終的には一定の制限の下で

構内に立ち入り、継続的な調査を行うことを認めてくださいました。そこで、2014 年

10 月の第 3 週から 2015 年 4 月まで、毎月第 1、第 3 水曜日に新砂貯木場における定点

の水鳥調査を一冬継続して行うことが実現しました。（以下「2014 年度」、または「初年

度」といいます。）この初年度の調査の結果、相当数の水鳥が冬越しをしていることが

わかりましたので、しばらく継続して調査を進める必要があると考えました。そこで当

会としてはその後、2 年間にわたり毎年申請をして 2015 年 9 月から 2016 年 5 月まで、

図 1 新砂貯木場の位置 
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2016 年 9 月から 2017 年 5 月まで（以下それぞれ「2015 年度」「2016 年度」、または、

「2 年目」「3 年目」といいます。）調査実施の承認をいただき、調査を行うことができ

ました。これにより鳥の渡りとしては 3 回の越冬のシーズンを継続して調査することが

できました。 
 
 
２． 新砂貯木場の歴史 

 
新砂貯木場は、木材関連の会社などが集中していた木場の機能を新木場に移転するにあ

たって臨海部に整備された貯木場の一つです。 
 
当初は、貯木場としてその機能を発揮してきたようですが、その後の新たな産業構造や

環境の変化から、それら新設された貯木場も、現在では本来の貯木場として機能してい

るものは少なくなっているようです。実際に貯木機能は果たせなくなっても、東京都港

湾局によりますとこの場所の名称は現在も｢新砂貯木場｣と称しているとのことです。 

いつ頃から新砂貯木場の周辺が現在のような形になったのか、国土地理院がウエッブ上

で閲覧のために提供している航空写真を見ますと 1975 年 1 月 19 日(図 2-1)の写真では

貯木の様子は見られますが、貯木が流出しないように囲う柵はなく、運河の水門も今日

のようなものではなかったようです。1979 年 10 月 20 日(図 2-2)では、貯木の柵は完成

し水門は現在の形になっています。 
これら二つの写真では新砂貯木場の左側に三角形のように見える部分がありますが、こ

こは、現在の夢の島マリーナの場所で当時は砂町貯木場とよばれ、大きな貯木場でした。

上記の写真でも多くの木が置かれているのが見られます。 
1986 年 10 月に東京都港湾局が発行した「東京港の将来像について」によりますと、新

砂貯木場は 1979 年には取扱い実績は無く、対岸の砂町貯木場（現在の夢の島マリーナ

図 2-2 新砂貯木場 (79 年 10 月) 図 2-1 新砂貯木場 (75 年 1 月) 
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の場所）と共に 1984 年には使用を中止していたようです。 
 

確かに、1984 年 12 月 3
日(図 2-3)の航空写真では、

貯木されている様子はあ

りません。 
この写真を、視点を変え

てみますと、この新砂貯

木場の北側と西側に接す

る水再生センターの地形

は、これまでは埋め立て

や建物の建設などにより

少しずつ形を変えてきま

したが、この写真では同

センター南端の護岸の位

置が、ほぼ現在と同じ状

況になっているように見

えます。その後の写真を

見ても、この地形に大き

な変化はありません。 
 
貯木機能の点では、1988
年 1 月 24 日(図 2-4)の写

真によれば新砂、砂町両

貯木場には、木材が置か

れていますので、実際に

は両方とも貯木場として

使用を継続していたと思

われます。 
 
その後、1989 年 10 月 20
日(図 2-5)の写真では、砂

町貯木場には木材はあり

ませんが、新砂貯木場には

びっしり貯木されていま

す。 
江東区年表には、まさにそ

の日 1989 年 10 月 20 日に「マリーナ建設のため砂町貯木場を廃止」と記載されていま

す。 

図 2-4 砂町貯木場(左)と新砂貯木場(右)  (88 年 1 月) 

図 2-5 砂町貯木場(左)と新砂貯木場(右)  (89 年 10 月) 

図 2-3 砂町貯木場(左)と新砂貯木場(右)  (84 年 12 月) 
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図 2-6 夢の島マリーナ(左)と新砂貯木場(右)  (92 年 10 月) 

図 2-7 夢の島マリーナ(左)と新砂貯木場(右)  (06 年 11 月) 
 

同年表によるとマリーナの一部供用開始は 1992 年 3 月１日とされていますが、1992 年

10月10日の航空写真(図 2-6)では、マリーナは確かに出来上がっているように見えます。 
新砂貯木場には過去のよ

うな貯木は見られません。 
その後の写真を見る限り

では、新砂貯木場では一

部船影は見られるものの、

貯木は見られず、2006 年

11月 10日の写真（図 2-7）
はほぼ今日と同様である

ように思われます。 
 
これらの情報を合わせま

すと、航空写真等から判断

する限りにおいては、新砂

貯木場はいわゆる貯木場

としての機能が実質的に

失われてから現在まで約

四半世紀もの間、水面とそ

の周囲の環境を大きく変

えるような変化は無く、一

部を船舶の係留等に利用

するなど、継続してほぼ同

じ様な状態におかれてい

ると考えられます。 
地上では、めまぐるしく変貌を続けている江東区にお

いて、これだけの長期間、地形的に大きな変動がなく、

また、閉鎖的な水面なので、船舶の交通や物資の移動

などに大きな影響を受けることなく推移しているこ

とは、そこを利用する鳥類との関係においては大変重

要であり貴重な環境であると思われます。 
 
 
３． 調査地 

 
図 3-1 は新砂貯木場全体を示した地図です。水再生セ

ンターの許可に基づき、同センター南端にある、東西

に伸びる堤防とその手前の草地を観測場所と定めま

した。（図 3-1 の赤色部分）  
観測場所の北側には、水再生センターの建物や施設、道路などがあります。 

図 3-1 新砂貯木場の地図 
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図 3-4 枠内の船やフロート (宮本) 

観測場所の東端、図 3-1 で青丸印の場所から貯木場水域全体を見渡した様子は図 3-2、
3-3 のとおりです。 
上掲の「東京港の将来像について」によりますと、新砂貯木場の面積は約 8ha ですので、

江東区にある都立木場公園の三分の一程度の広さがあります。 
 
北から東側にかけて下水道局の東部スラッジプラントの建物があり（図 3-2 の左側の建

物群）、その南には林が水面に沿って続きます。 

林が切れるあたりでは、砂町排水機場関連と思われる低層の建物があり、高い塀が新砂

水門に至ります。水門の南奥には新木場の新江東清掃工場の大きな建物があり（図 3-3
のほぼ中央にある大きな建物）、その手前に夢の島マリーナの船舶修理場、その西にマ

リーナの船舶係留桟橋があります。観測場所の西側には水門からマリーナの前を通り夢

の島大橋の下を辰巳方面に向かう砂町運河が見られます。 
この北側の護岸から、東の林を経て南

の水門に至る壁面と、西側にある運河

に囲まれた水域およびそれをとりま

く建造物や陸地部分が調査地（以下

｢調査地｣といいます。）となります。 
この水域には、貯木の流出を防ぐため

に、大きく水面を取り囲むように設け

られたコンクリート製の頑丈な垣根

のような柵（以下便宜的に「枠」とい

います。）が設置され、枠の内外には

図 3-2 観測場所の北東から東の部分  
船を係留する杭が見られる（2015 年 4 月 15 日撮影） 

 

図 3-3 観測場所の東南から西の部分 
コンクリートの柵が水域を取り囲んでいる（2015 年 4 月 15 日撮影） 
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図 3-5 枠外(北側水路)の係留船や移動中の船 

図 3-6 飛び立つカモ類 (宮本) 

ところどころに船などを係留するための（本来は貯木を整理係留するために設置された

ものではないかと推測されます）杭があり、枠内には浮き桟橋のようなものや丸い玉の

形をしたフロートがあります。枠内に

はヨットやボートのような中小型船

舶が（初年度には常時、2 年目以降は

まれに）何隻か係留されており(図
3-4)、枠外にも漁船や屋形船のような

船舶が係留されることがあります(図
3-5)。これらの係留は、調査時に見ら

れた状況から推察すると、初年度にお

ける枠内の小型船舶をのぞき、台風接

近時など臨時的な運用に限定されて

いるようです。 
 
観測場所に沿って堤防の北側には水再生センターの道路がありますが、車両通行頻度は

高くなく比較的静寂です。また、同センター南端にある施設屋上に設置された区営新砂

運動場の南縁から水辺までは少なくとも 100m 以上の距離があることから、運動をして

いる人の気配は、観測場所では全く感じません。観測場

所東側の林も通常は人が立ち入る場所ではないので、こ

の調査地にいる鳥たちを脅かす存在としては、係留船舶

の出入りや、この水域に立ち入る外部からの船舶程度で

す。本件調査を行う調査員も堤防上に立つ場合などに、

細心の注意を払っても堤防直下の、棚状になった場所に

休息しているカモ類や、堤防付近に浮かんでいる水鳥に

脅威を与えてしまうことがあります。(図 3-6) 
西側の砂町運河における船舶の航行は決して少なくあ

りませんが、調査地の鳥の動向に大きな影響を与えるこ

とはなさそうです。 
なお、3 年間の調査期間内においては、水再生センター

の用地内、砂町運河などにおいて短期または長期にわた

り工事が行われることがありました。このようなときに

は鳥たちにはある程度の影響があるのではないかと思

われることもありましたが、そのような場所は局所的で

あり、新砂貯木場全体の鳥類動向や観測に影響を与える

ところまでには至らなかったのではないかと思われます。 
調査地に設置されている枠をはじめ、係留された船がある場合にはその船などが、水面

にいる水鳥を観測するためには障害となります。また、南側にある枠のさらに南側にも

水鳥が利用できる水面がありますが、観測場所からは距離が相当あるほかに、この枠自

体にさえぎられて十分に観測できない部分が多くあります。そのため観測場所の堤防上

に立ち上がり、あるいはしゃがみこみ、又は堤防際の草地からなど、障害物を極力避け
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観測できるよう工夫しながら調査を行います

が、全数の完璧な把握は不可能です。また、観

測の多くは南側に向かって行いますので、天気

が良いと太陽が正面斜め上から照らすことと

なり、逆光で観測がしづらいこともあります。

(図 3-7) 
 
 
４． 調査の目的 

 
当会が調べる限りにおいて、継続的に新砂貯木

場での水鳥数計測調査が行われたことはない

と思われますので、この場所を利用している鳥類の種類と個体数の概要を知ることを目

的とします。 
その結果得られた数字を当会が継続して行っている水鳥調査や、江東区が毎年行ってい

る水鳥生息調査と比較して、江東区内の鳥類生息地における調査地の相対的な位置づけ

を知ることは、副次的な目的となります。 
 
 
５． 調査者 

 
水再生センター内への立入は、2014 年度には 3 名の上限が定められましたが、2 年目以

降は当会の要請に基づき上限が 5 名に広げられました。平日の調査となるため、当初は、

調査に協力できる会員はほとんどいないのではないかと思われました。結果としては、

勤務を調整したり休暇をとったりして参加してくれる会員がいたため、初年度は全 13
回の調査のうち 5 回は 1～2 人の協力が得られました。残る 8 回は執筆者 1 人で行いま

した。調査者が 3 人のときには、1 人が写真撮影を行い、2 人が計数記録を行いました。

計数記録者は、個々の経験は均一ではありませんが、いずれも当会やその他の組織にお

いて、水鳥等の計数調査の経験がある者です。2 年目 3 年目の調査は、全て執筆者 1 人

で行いました。 
 
 
６． 調査方法 

 
調査は、2014 年度は、2014 年 10 月 15 日（第 3 水曜日）を第 1 回とし、2015 年 4 月

15 日（第 3 水曜日）まで計 13 回にわたって行いました。毎月 2 回ずつ原則として第 1・
第 3 水曜日に計数調査を行いました。ただし、12 月の第 3 週については、当会で行う恒

例の水鳥調査が 12 月 23 日であることから、その調査との関連性を念頭に、第 4 水曜日

(12 月 24 日)に変更していただき、実施しました。 
2015 年度は 2015 年 9 月 16 日（第 3 水曜日）を第 1 回とし、2016 年 5 月 25 日（第 3

図 3-7 天気によっては逆光が観測に影響 
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水曜日）まで計 18 回、原則として第 1・第 3 水曜日に計数調査を行いました。しかし、

2 月 17 日の第 3 水曜日には、調査者がインフルエンザに罹患した為一週遅らせ第 4 水

曜日の 24 日にしていただいたほか、5 月は第一週が連休にかかるため一週間ずつ繰り延

べ、第 2・第 4 水曜日に実施しました。 
2016 年度は 2016 年 9 月 7 日を第 1 回とし、2017 年 5 月 24 日まで計 19 回にわたり原

則として第 1・第 3 水曜日に計数調査を行いました。ただし、4 月以降は 5 月の連休も

考え第 2・第 4 水曜日に変更していただき実施いたしました。 
なお、毎年 12 月 23 日に当会が行っている水鳥調査と関連させて（23 日は祝日のため

水再生センターの敷地には立ち入りができないので）近い日付に調査を行うことに関し

ては、初年度は上述のように調査日を一週間ずらしていただきましたが、2 年目 3 年目

は水再生センターのご厚意により 12 月の調査日を一日追加し、第 1・第 3 水曜日以外に

2 年目は 12 月 24 日に、3 年目は 12 月 22 日にそれぞれ 3 回ずつ調査を致しました。 
 
調査時間に関しては、初年度は午前 9:00 から 11:00 までで許可されていましたので、毎

回午前 9:00 に開始し、遅くとも午前 11:00 までに終了しました。2 年目以降は午前 9:00
から正午までに延ばしていただきま

したので、ゆとりをもって調査し、遅

くとも 12時までに終了いたしました。 
基本的な調査形態は、水再生センター

南端護岸である観測場所からの定点

計数調査です。調査のための便宜とし

て、調査地をその環境に応じ、北側構

内、東側林、北側水路、枠内及び枠南、

枠・杭等建造物に分けました。(図 6-1) 
 
枠･杭等は、北側水路や枠内にある杭

や船など人工構造物を含みますが、北

側水路北側にある護岸堤防の水路側

に張り出した棚状の場所は北側水路

に含みます。(図 6-6)   
 

図 6-1 調査領域の区分 

図 6-2 北側構内 
図 6-3 東側林 (宮本) 
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原則としてそれらの区分ごとに一人で、又は、二人で分担して計測し、調査者が複数の

場合にはそれぞれの計測結果を合算して集計

しました。 
 
観測は双眼鏡とスコープを併用し、カウンタ

ーを使い計測しました。 
写真を撮影する協力者がいる場合と、撮影ス

タッフはいないが、調査者が機材を持参した

場合には、撮影された写真を補助的に使用し、

計測にもれた種類が無いかどうかを確認しま

したが、計数は現場での計測を基本としてい

ます。ただし、密集して休んでいるカモなど、

スコープを使っても正確に種類と数が判明で

きない場合で、写真がそれを補完できる場合

には、写真計測の数字を採用しました。 
 
北側水路や枠内など、広い水域にいる水鳥で、

分別しやすい群れについては、群れごとに計

測しますが、群れ全体を見渡しにくい場合に

は、より見やすい位置に移動してから計測す

ることとしました。大きな群れで、計測時に

区分が困難な場合には、

一部障害物があって全貌

が見えない場合であって

も、そのまま計測できる

部分のみ計測し、同じ群

れを別の角度から計測し

なおすことはしませんで

した。それは、大きな群

れは、たとえ計測する位

置をずらしたとしても、

必ずどこか一部分は障害

物により見えにくい場所

が残るためです。コンク

リート枠の中段で休んで

いる鳥など、一地点で観

測するだけでは発見できない場所にいる鳥については、観測場所内を移動し見える状態

になったところでその数を計上しました。 
枠の上など、計測を終了した場所において、計測後に新たな鳥がとまっていることに気

づいた場合には、それまでに計測していないことが明らかなものは加算しましたが、そ

図 6-4 北側水路(手前)、柵の奥が枠内、遠方

の枠の奥が枠南 (宮本) 

図 6-5 枠、杭 (宮本) 

図 6-6 北側水路の棚（左は南に面し、右は東に面している） 
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れ以外は無視しました。また、水鳥で調査地内を頻繁に移動しているものは、飛翔中は

原則として無視し、水面採餌中や枠など

建造物や林などで休止中の数を計測し

ました。ただ調査地外から来て調査地外

への移動中または調査地外や未計測場

所から既計測場所への飛来など、未計測

の群れや個体に気づいた場合には加算

しました。 
陸鳥は、林の木にとまっている鳥や、上

空を通過する鳥などで、姿を見たものと

声で同定可能な鳥の声を聞いたものに

ついては計測数を記録しましたが、この

たびの調査は水鳥を中心としていますので、計測結果は参考値にとどめました。 
なお、飛翔している鳥を計測する場合は、その飛翔している場所が複数の調査領域に含

まれる場合には「飛翔中」として計測しましたが、例えば北側の構内や東側の林の上空

のみを飛翔している場合には、それぞれ「北側構内」「東側林」として計測しました。 
 
本調査において「水鳥」とは、カモ目(Anseriformes)カモ科(Anatidae)、カイツブリ目

(Podicipediformes)カイツブリ科 (Podicipedidae)、カツオドリ目 (Suliformes)ウ科

(Phalacrocoracidae) 、 ペ リ カ ン 目 (Pelecaniformes) サ ギ 科 (Ardeidae) 、 ツ ル 目

(Gruiformes)クイナ科(Rallidae)、チドリ目(Charadriiformes)シギ科(Scolopacidae)なら

びにカモメ科(Laridae)の計 6 目 7 科の鳥類とし、残りを「陸鳥」と総称します。全調査

期間中、カモメ類に種類を同定できないもの(カモメ sp)がありましたが、これは種類数

に加算はせず、個体数はカモメ科として計上しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-7 枠は一部視界が遮られる (宮本) 
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図 7-1-1 出現種類数 

0

5

10

15

20

25

カ
モ
目 

カ
イ
ツ
ブ
リ
目 

カ
ツ
オ
ド
リ
目 

ペ
リ
カ
ン
目 

ツ
ル
目 

チ
ド
リ
目 

ハ
ト
目 

ア
マ
ツ
バ
メ
目 

タ
カ
目 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目 

ハ
ヤ
ブ
サ
目 

ス
ズ
メ
目 

14年度 15年度 16年度 

図 7-1-2 カモ目、カツオドリ目個体数累計 
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７． 調査結果 
 
7-1 概況 
 

2014 年度、2015 年度、2016 年度の調査

期間を通じ、計測された鳥類を年度ごと

に「目」別に整理し、種類数をグラフに

したものは図 7-1-1 の通りです。ここで

は、水鳥に限らず参考値の陸鳥も含めて

います。 
調査期間中に出現した種類数は、ハト目

(Columbiformes) で 外 来 種 の ド バ ト

(Columba livia)を含み、2014 年度は 47
種類、2015 年度は 52 種類、2016 年度は

51 種類で、3 年間を合計すると 60 種類

の鳥類が出現しました。 
中でもスズメ目 (Passeriformes)が最多

で 15 科計 23 種類です。陸鳥 6 目 21 科

の計 33 種は、全体の 55% を占めます。 
調査期間を通じて、単年度のみ出現した種は次の通りです。 
2014 年度：イソヒヨドリ(Monticola solitarius)、オオジュリン(Embiriza schoeniclus)、
2015 年度：キアシシギ(Heteroscelus brevipes)、キョウジョシギ(Arenaria interpres)、
コアジサシ(Sterna albifrons)、カワセミ(Alcedo atthis)、 
2016 年度：ミコアイサ(Mergellus albellus)、ヒメアマツバメ(Apus nipalensis)、オオ

タカ(Accipiter gentilis)、ノスリ(Buteo buteo)、ハヤブサ(Falco peregrinus)、セグロセ

キレイ(Motacilla grandis)。 
また、反対に単年度のみ出現しなかった(他の 2 年度は出現した)種は、次の通りです。 
2014 年度：カンムリカイツブリ(Podiceps cristatus)、ミサゴ(Pandion haliaetus)、セ

ッカ、 
2015 年度は該当なし、 
2016 年 度 ： カ イ ツ ブ リ (Tachybaptus 
ruficollis) 、 オ オ セ グ ロ カ モ メ (Larus 
schistisagus)、ホオジロ(Emberiza cioides)。 
 
一方、出現した総個体数を年度ごとに累計す

ると、カモ目(Anseriformes)とカツオドリ目

(Suliformes)の数が突出するため、全ての「目」

を同一グラフで比較すると、その他の種類が

ほとんど見られなくなります。そこで、図

7-1-2 では、カモ目とカツオドリ目だけを集計
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図 7-1-3 「目」別その他 個体数累計 
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し、図 7-1-3 ではその他の種類を目別に集計し、分割して表示しています。 
個体数で見ると、図 7-1-2 のようにカモ目が圧倒的です。カモ目ではカモ科(Anatidae)
のみで 3 年間に合計 11 種類出現しています。個体数は 2014 年度には、10 種累計で

18,819 羽出現したものが、2015 年度には 10 種 15,295 羽と若干減少したように見られ

ましたが、2016 年度には 11 種 22,629 羽と数を増やしました。各年度の出現個体数累

計を調査年度ごとの調査日数で割り、一調査日当たりの単純平均個体数で見ますと、

2014 年度は 1,448 羽、2015 年度は 850 羽、2016 年度は 1,191 羽となります。 
3 年間のカモ科の個体数累計を合計すると 56,743 羽ですが、これは、陸鳥を含む全種類

の 3 年度累計個体数 89,522 羽の 63.4%を占めています。 
図 7-1-2 でカモ目に次いでいるのは、カツオドリ目ですが、ウ科(Phalacrocoracidae)の、

カワウ(Phalacrocorax carbo)が一種類のみ出現しています。年度ごとのカワウの個体数

累計を見ますと、2014 年度は 5,588 羽、

2015 年度は 9,886 羽、2016 年度は 11,910
羽で、これは、一調査日当たりでは 2014
年度は 430 羽、2015 年度は 549 羽、2016
年度は 627 羽出現したことになり、3 年間

のカワウの総累計数 27,384 羽は全体の

30.6%を占めています。カモ科とウ科の 12
種類で個体数は全体の 94％を占めている

ことになります。 
 
図 7-1-3 で は 、 水 鳥 で は ツ ル 目

(Gruiformes) が 多 く 、 チ ド リ 目

(Charadriiformes) 、 ペ リ カ ン 目

(Pelecaniformes)が続き、わずかにカイツブリ目(Podicipediformes)が見られましたが、

陸鳥ではハト目がわずかとスズメ目程度です。 
種類数では上述のように陸鳥が 6 目 21 科合計 33 種と圧倒的でしたが、個体数の累計で

は、陸鳥は 3 年間の累計で 2,459 羽と全体の

わずか 2.8%に過ぎません。 
 
図 6-1 の調査領域の区分にしたがって、鳥類

の出現個体数の 3 年度累計を見てみますと、

陸鳥がいた場所は図 7-1-4 のように、北側構

内が圧倒的です。これは、調査のための観測

場所が、北側構内の南端に沿っていることと

関係があるのではないかと推測されます。観

測数の少ない鳥は、当然偏った出現となりま

すが、それら観察数の少ない鳥を除くと陸鳥

の多くは北側構内と東側林のどちらでも観

測されています。 図 7-1-4 陸鳥の分布域概要 
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北側水路はトビ(Milvus migrans)とチョウゲンボウ(Falco tinnunculus)がそれぞれ 1 度

ずつ同水路の上空を飛翔していたところを観測しています。また北側水路北側にある護

岸堤防の水路側に張り出した棚状の場所も北側水路としていますが(図 6-6)、その棚状の

部分にとまっていた陸鳥もいます。ハクセキレイ(Motacilla alba)が 17 回と圧倒的です

が、カワセミ(Alcedo atthis)、ツグミ(Turdus naumanni)も 1 度ずつ観測されています。 
 
水鳥については後ほど種ごとに詳しくみますが、図 6-1 の調査領域の区分にしたがって、

水鳥の出現数を見てみますと図 7-1-5 の通りです。 
カモ科の鳥たちは、調査地では主として休息しているものが多く観測されました。「休

息しているもの」には、枠や杭、浮き桟橋などの建造物の上で嘴を羽の中に入れ、睡眠

できる体勢でいるもの、首はあげているが、腹を建造物につけているもの、両足で立っ

て首も上げているが、あまり歩き回っていないものも含み、水面に浮かんでいても採餌

行動を行っていないもの、羽繕いをしている

ものなども「休息しているもの」に含んでい

ます。 
採餌行動は、休息している鳥たちの近くで潜

水しているものが見られましたが、潜水しな

いカモ類や、潜水するカモ科の中でも特にホ

シハジロ(Aythya ferina)、クイナ科のオオバ

ン(Fulica atra）などは、枠や杭などのすぐ

下で、そこについた海藻類や貝類などを採餌

している様子がより多く観測されました。 
 
出現場所別に見ますと、東側林で観測された

水鳥の 99.3％はカワウで、サギ科の鳥たちが

0.7％ではありますが、それに次いでいます。北側水路と枠内、枠南ではカモ科の鳥たち

が圧倒的で、北側水路では 93.9％、枠内、枠南では 97.7％がカモ科の鳥たちです。 
枠・杭で観測された水鳥は、カワウが 62.3％、カモ科の鳥たちが 30.7％、サギ科が 3.3％、

カモメ科が 1.4％と、枠・杭は多くの種類の鳥たちに利用されています。 
 
 
7-2 種類別状況 

 
この項で以下に使うグラフの縦軸は個体数を示し、横軸は、2016 年度の調査日数を基準

に各調査日を示します。 
横軸は月を数字で、その月における第一回調査日を①、二回目を②で表示しています。

初年度、次年度と調査開始や終了の時点が異なりますので、グラフの表示がないのが、

鳥の出現がなかったということもありますが、調査が行われていなかった場合もありま

す。（12 月には③もあります。2014 年度においては、12 月は 2 回のみの調査でしたの

で、①と③に記載しています。） 

図 7-1-5 水鳥の分布域概要 
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7-2-1 カモ目カモ科 
カモ目カモ科の鳥は 11 種類を観測しています。内訳は、俗に陸ガモまたは淡水ガモと

いわれるマガモ属(Anas)7 種、海ガモまたは潜水ガモといわれるカモのうち、スズガモ

属(Aytha)3 種、同じく潜水ガモのミコアイサ属(Mergellus)1 種ですが、調査期間中の個

体数累計を比較すると、マガモ属は 9.33％、スズガモ属は 90.67％、ミコアイサ属は 3
年でただ 1 羽の出現ですので、比率ではゼロとなっています。個体数を比較すると、ス

ズガモ属が圧倒的ですが、個別種ごとに数や出現の仕方などに特徴があります。 
以下に個々の種類について、出現した場所と個体数の推移を図で示します。 
 
7-2-1-1 オカヨシガモ(Anas strepera) 

オカヨシガモは、調査期間中の個体数累計で 2014 年度に 18 羽、15 年度に 20 羽、16
年度に 7 羽出現しています。毎年度の初記録は 11 月～12 月と少し遅めで、4 月の最初

の調査日までには旅立ってしまうようです。観測されない日も多くあります。出現した

場所で「その他」とあるのは、オカヨシガモの場合は、運河またはその対岸(夢の島マリ

ーナ側)です。出現場所は、年によって若干の違いはありますが、7-2-1-1a～c 各図の通

り、北側水路、枠内、運河と概ね偏りがなく出現しているように思われます。調査時の

印象としては、オカヨシガモの“定位置”は、各場所の西側で観測することが多く、北

側水路や枠内の東側では出現していない印象があります。 
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7-2-1-2 ヒドリガモ(Anas penelope) 
ヒドリガモは、個体数累計で 14 年度に 278 羽、15 年度は 162 羽、16 年度は 174 羽出

現しています。14 年度が他の年に比べて 100 羽以上多く観測されました。 

ヒドリガモは 10 月～11 月に到来し、4 月までほぼ毎回観測できました。図で見られる

ように、14 年度は北側水路と枠内に出現したものが目立ちましたが、15 年度は枠上で

休息しているものや運河の奥、水門近くで土が露出している付近にいるものが多くみら

れ、16 年度は水門の肩にあたるコンクリートでできた建造物上にいるものが目立ちまし

た。 
どの年も北側水路や枠内にいるものは、どちらかというと、枠に近いところにいる傾向

があり、枠や運河の縁から離れた場所では、

キンクロハジロの群れに混ざって出現して

いる光景が多く観測されました。 
 
7-2-1-3 マガモ(Anas platyrhynchos) 
マガモは、個体数累計で 14 年度に 269 羽、

15 年度は 224 羽、16 年度は 348 羽出現し

ています。毎年初めて観測してから最後に

観測するまで毎回の調査で出現しています

が、全調査日に出現しているわけではあり

図 7-2-1-2 ヒドリガモ 
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ません。マガモの出現の如何を問わず出現数を全調査回数で平均すると、14 年度は毎回

平均 20.7 羽、15 年度は 12.4 羽、16 年度は 18.3 羽で、3 年度の全調査期間の平均は 16.8

羽となっています。 
最大数を計測したのは 2014 年 12月 24 日

で、65 羽でした。図 7-2-1-3a～c を見ます

と枠内で出現したものが相当数あります

が、本件調査が行われなかったとしたら、

北側水路の棚で休息していたものが、調査

者の気配で飛び立ち、枠内に逃げたものが

多くいましたので、枠内で計測されたもの

の中には本来は北側水路となるべきもの

が多く含まれていると思われます。 
 

7-2-1-4 カルガモ(Anas zonorhyncha) 
カルガモは、カモ科の中で、江東区において繁殖が確認されている唯一の種類(日本野鳥

の会東京支部、東京都産鳥類目録 2000、自治体編 ver.1)です。全調査日に出現していま

すが、図 7-2-1-4a～c のようにその出現のパターンは必ずしも毎年おなじような変化を

見せるものではありません。共通していることは、4 月以降は計測数が大きく減少する

ということくらいでしょうか。個体数累計で 14 年度に 242 羽、15 年度は 498 羽、16
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図 7-2-1-4 カルガモ 
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年度は 801 羽出現しています。このように、2 年目に減少せず、しかも 3 年目に初年度

よりも数が増えているという傾向を示しているものは、カモ科の中でコガモとカルガモ

だけです。2 年目には初年度の 2.1 倍に増加し、3 年目には初年度の 3.3 倍となり、本調

査においては、3 年度とも出現している水鳥中最大の伸び幅を示しています。 
出現数を全調査回数で平均すると、14 年度は平均 18.6 羽、15 年度は 27.7 羽、16 年度

は 42.2 羽で、3 年間の全調査期間の平均は 30.8 羽となっています。最大数を計測した

のは 2016 年 12 月 22 日で、118 羽でした。最小数は 16 年 5 月 24 日の 2 羽でした。 
北側水路や枠の南側にある護岸や枠の下あたりで採餌している姿が多く見られたもの

の、枠･杭で休んでいる数の累計は 14 年度に 127 羽、15 年度は 340 羽、16 年度は 432
羽で、本種の年度別個体数累計における休んでいるものの比率は、14 年度 52.5％、15
年度 68.3％、16 年度 53.9％と実に毎年半数以上が水から上がって休息している状態で

した。 
 
7-2-1-5 ハシビロガモ(Anas clypeata) 

ハシビロガモは、図 7-2-1-5a～c で明らかなように、初年度で 3 回出現しましたが、あ

とは、15 年度に 1 羽、16 年度にも 2 羽とそれぞれ一度ずつしか出現していません。3
年間で 5 回累計 11 羽の出現ですが、最大は図 7-2-1-5a の 14 年度 1 月 21 日の 5 羽の

記録です。全てが北側水路での観測です。本件調査において、カモ科の中ではミコアイ

サに次いで希少な種類となります。出現した時には、キンクロハジロ等の群れに混ざっ
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ていることが多いように思われました。 
 
7-2-1-6 オナガガモ(Anas acuta) 
オナガガモは、個体数累計で 14 年度に 96 羽、15 年度は 52 羽、16 年度は 79 羽出現し

ています。図 7-2-1-6b と c を見ると 15 年度には最小で 2 羽、最大で 12 羽、16 年度は

最小で 3 羽、最大で 18 羽と増減の動きはあるものの緩やかであるのに対し、図

7-2-1-6a(14 年度)では、出現数が 2 回大きく突出しその他は 1～2 羽と極端に数の偏り

がありました。突出した記録では 12 月 24 日に 29 羽が枠内で計測され、2 月 4 日には、

枠内に 29 羽、枠に 3 羽、北側水路に 30 羽の計 62 羽が計測されました。この 2 月 4 日
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図 7-2-1-6 オナガガモ 図 7-2-1-6a 2014 年度出現数推移 
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に北側水路にいたものの大部分は堤防下の棚状の場所で、ヒドリガモやハシビロガモと

ともに休んでいました。 
出現数を全調査回数で平均すると、14 年度は 7.4 羽、15 年度は 2.9 羽、16 年度は 4.2
羽で、3 年度の全調査期間の平均は 4.5 羽となっています。 
 
7-2-1-7 コガモ(Anas crecca) 

コガモは、個体数累計で 14 年度に 456 羽、15 年度は 847 羽、16 年度は 904 羽出現し

ており、毎年マガモ属の中で最大の個体数を維持しています。また、2 年目、3 年目と

年を追って数を増やす傾向を示しているものは、カモ科の中でコガモとカルガモだけで

す。毎年初めて観測してから最後に観測するまで毎回の調査で連続して出現しています

が、全調査日に出現しているわけではありません。 
図 7-2-1-7a～c を見ますと、少数が比較的早くから到来し、次第に数を増やしてその年

度の最大数を計測すると徐々に減少しますが、年が変わってからまた少し増え、そして

最後の観測までに徐々に減少するという 2 度の増減パターンがあるように思われます。

ただし、16 年度は 3 月の 2 度目の調査がコガモのその年最後の計測となりましたが、そ

れがその年度で 2 番目に多い数となり、それまでのパターンとは違っています。 
コガモの出現数を出現しなかった日も含めて全調査回数で平均すると、14 年度は毎回平

均 35.1 羽、15 年度は 47.1 羽、16 年度は 47.6 羽で、3 年度の全調査期間の平均は 44.1
羽となっています。 

図 7-2-1-7 コガモ           (宮本) 
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図 7-2-1-8a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-1-8c 2016 年度出現数推移 

調査期間を通して北側水路にいるものが圧倒的に多かったのですが、これは北側水路北

側堤防下の棚の最西端で休息しているものがほとんどでした。 
 
7-2-1-8 ホシハジロ(Aythya ferina) 

ホシハジロは、これまで記述してきたカモ

科のマガモ属とは異なり、潜水して採餌す

るスズガモ属に属しますが、個体数累計で

14 年度に 4,215 羽、15 年度は 3,882 羽、

16 年度は 11,598 羽出現しており、マガモ

属各種と比べてケタ外れに多い個体数が計測されています。3 年度の出現個体数累計で

19,695 羽になりますが、カモ科では後述のキンクロハジロに次いで第 2 位であり、水鳥

全体の中で最大の出現数を計測したカワウを加えても第 3 位と最も個体数が多く出現し

た水鳥の一つであると言えます。中でも 16 年度の 2017 年 1 月 18 日、2 月 1 日、2 月

15 日の連続 3 回の調査日において、それぞれ、2,017 羽、2,539 羽、2,074 羽と 2,000
羽を超える個体数が計測されておりますが、一度の調査において一種類で 2,000 羽を超

えたのは、3 年度を通じて全ての水鳥の中でホシハジロのこの 3 回だけです。 
図 7-2-1-8c の図の大きさが図 7-2-1-8a、b と異なっていますが、ホシハジロの 3 年度目

図 7-2-1-8 ホシハジロ          
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の個体数増加の大きさを比較するために、個体数を示す縦軸の補助線の間隔を a～c と

もに、ほぼ同じにして示したことによるものです。 
このように、ホシハジロは 16 年度の数が著しく増加しましたが、3 年間のホシハジロの

個体数動向を見てみますと、毎年 10 月第 2 回目の調査日から増え始め、年が変わり 1
～2 月になってからは、年末までにいた数より多くなり、その後 3 月 2 回目の調査を最

後に移動し 4 月にはほとんど見られなくなるという傾向が見られます。出現場所は、北

側水路に出現したものと枠内、枠南に出現したものが多くみられます。スズガモ属の 3
種の中では、ホシハジロは枠･杭に上がったり、北側水路のうち、観測場所の下にある

棚状の場所に上がるなど、水から上がって休んでいたものが多くみられました。後述の

キンクロハジロ、スズガモはホシハジロに比べて枠･杭で休んでいたものはごく少数で

した。また、水面で枠の下など建造物についた藻や小動物などを採餌しているとみられ

るものが多くいたのも、スズガモ属の 3 種の中では特徴的と思われました。群れで水面

上にいるものは、キンクロハジロの群れに近く、またはその群れに混ざっているものも

いましたが枠内では西北寄りの場所に出現する傾向がありました。 
 
7-2-1-9 キンクロハジロ(Aythya fuligula) 

キンクロハジロは、個体数累計で 14年度に 9,197羽、15年度は 7,003羽、16年度は 6,472

羽出現しています。カモ科の中で 3 年連続して減少しているのは、後述のスズガモと、

キンクロハジロの 2種だけですが、3年間の出現個体数の総累計で 22,672 羽であり、ホ

シハジロの 19,695 羽を大きく引き離しカモ科の中で最大の累計個体数を計測していま

す。年度ごとの個体数累計でも 3 年目はホシハジロに及びませんでしたが、初年度と 2

図 7-2-1-9 キンクロハジロ (宮本) 
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図 7-2-1-9a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-1-9b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-1-9c 2016 年度出現数推移 
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年目はカモ科中でトップでした。 

年度ごとの個体数の変化を見ますと、初年度は図 7-2-1-9a のように、個別の変化はあ

るものの調査期間を通じて圧倒的な個体数を維持していましたが、2 年目は図 7-2-1-9b

のように、11 月と 3 月に個体数のピークをもち 1 月に大きく減少する形となりました。

3 年目は、1 月の落ち込みはそれほど大きくありませんでしたが、図で見ると 1 月の落

ち込みが前後半でピークを分けているように見えます。 

キンクロハジロは水から上がって休むものはあまりなく、運河にせり出した部分を含む

「北側水路」と、「枠内、枠南」が中心でした。多くは水面で休んでいましたが、泳い

でいるものや、たまに潜水して採餌をしていると思われるものもいました。 
 
7-2-1-10 スズガモ(Aythya marila)  

スズガモは、個体数累計で 14年度に 4,040 羽、15年度は 2,606羽、16年度は 2,243 羽

出現しています。カモ科の中で 3年連続して減少しているのは、上述のキンクロハジロ

とスズガモの 2種だけです。 

3 年間の出現個体数の総累計では 8,889 羽とスズガモ属 3 種の中では 2 位のホシハジロ

の半数にも及ばないものの、マガモ属で最多のコガモと比べると約 4 倍とかなりの存在

感があります。年度ごとの個体数の変化を見ますと、初年度は図 7-2-1-10a のように、

調査日ごとにばらつきはあるものの調査期間を通じ徐々に増えて 2月中にピークを打ち、

その後徐々に減る傾向が見られましたが、翌年度になりますと、個体数は、11月に 366

羽と前半のピークを付けた後は増えることなく 100羽を超える程度で推移していました
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図 7-2-1-10 スズガモ  図 7-2-1-10a 2014 年度出現数推移 
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が、2月の 2度目の調査日には全く出現せず、渡り前の 3～4月に 500 前後に数を増やす

形に変わりました。3年目はそれがさらに極端になり、11月中に 400 羽程度でピークを

付けた後は減少し、3 月の 1 度目の調査では出現せず、2 度目の調査日にもわずか 4 羽

とほぼ一か月ほとんどいない状態となりましたが、4 月になると 3 年間の全調査日を通

して最大数である 883羽を記録しました。 

スズガモは、大部分が枠内におり、北側水路で観測されるものはごくわずかです。枠や

杭にいたものはさらに少なく、初年度全調査日合計で 1 羽、翌年度は 2 羽、3 年目は増

えましたが 14 羽と枠や杭などの人工物の上で休息をとるものはほとんどいませんでし

た。枠内にいるスズガモの多くは水面で休息している様子で、採餌行動はほとんど見ら

れませんでした。 

また、全調査期間を通じて大きな群れの移動はあまり見られませんでしたが、初年度の

12 月の 2 度目(初年度は 12 月に 2 度しか調査が行われなかったのでグラフでは③)の調

査日には約 30羽が南東方向から飛来し、2月最初の調査日には、約 200 羽の群れが 2 組

東方向から飛来し、それぞれ枠内に着水しました。 

 
7-2-1-11 ミコアイサ(Mergellus albellus) 

ミコアイサは、潜水して採餌するいわゆる潜水ガモの一種ではありますが、くちばしが

細く先がかぎ状に曲がっているアイサの仲間で、分類上はミコアイサ属という独立した

属に配置されています。わが国ではそれほど珍しい種類ではありませんが、出現場所や

出現個体数は限られています。この調査では、3 年の中でただ一度 2016 年 12 月 7 日に

オスのエクリプス 1羽が観測されました。 

北側水路のキンクロハジロを中心としたあまり密度が高くない群れの中を、たびたび潜

水しながら運河方向に移動していました。その後調査中に所在を確認しても長く同じ場

所に滞在していませんでしたので、たまたま貯木場の水路を利用したような印象を持ち

ました。 
 
 
7-2-2 カイツブリ目カイツブリ科 
カイツブリ目カイツブリ科の鳥は 3種類を観測しています。毎回出現するものではあり

ませんが、調査結果としては 3種類の合計数は初年度 7 羽だったものが翌年度は 17羽、

3 年目は 21 羽と増加をしています。出現した 3 種はいずれも、出現頻度と個体数から、

調査地で生息ないし越冬しているというよりは偶発的に調査地で餌採りを行っていた

図 7-2-1-11 ミコアイサ(♀) 
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図 7-2-2-2c 2016 年度出現数推移 
 

ように見受けられました。 

以下に個々の種類について、出現した場所と個体数の推移を図で示します。 
 
7-2-2-1 カイツブリ(Tachybaptus ruficollis) 

カイツブリは 14年度 1回、15年度 4回観測さ

れましたが、16年度は観測されませんでした。

いずれも出現した時は 1 羽のみで、出現場所

は、枠内と北側水路の東側です。頻繁に潜水

を繰り返していました。 

 
 
7-2-2-2 カンムリカイツブリ(Podiceps 
cristatus)  

カンムリカイツブリは、14 年度は一度

も観測されませんでしたが、15 年度は 5
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図 7-2-2-1 カイツブリ 
 

図 7-2-2-1a 2014 年度出現数推移 
 

図 7-2-2-1b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-2-2 カンムリカイツブリ (宮本) 

図 7-2-2-2b 2015 年度出現数推移 
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回、個体数累計で 8 羽、16 年度は 10 回、累計 15 羽が計測されました。 
観測された場所は、北側水路が多く、15 年度 75％、翌年度は 80％と圧倒的でした。北

側水路では東側の広い水域におり、潜水採餌行動をしていました。 
 
7-2-2-3 ハジロカイツブリ(Podiceps nigricollis)  

ハジロカイツブリの累計個体数は、14 年度 6 羽、15 年度 5 羽、16 年度は 6 羽と多くは

ありませんが、安定しているように思われます。その出現時期は、初年度は 1、2 月の

み、次年度は 10 月から 3 月、3 年目は 12 月から 2 月と若干の違いはあるもののやや遅

めに出現して 3月上旬までには姿を見せなくなる傾向があるようです。 

出現場所はほとんどが北側水路で、それも観測場所のすぐ南を含めた東側にいる傾向が

強く、運河寄りでは観測されませんでした。 

いずれも採餌活動をしていると思われ、頻繁に潜水を繰

り返していました。 
 
 
7-2-3 カツオドリ目ウ科 
カツオドリ目ウ科の鳥は、カワウ(Phalacrocorax carbo) 
1種のみ観測しています。調査地東側の林では、毎年コロ

ニーが形成され、カワウが繁殖をしています。コロニー

の存在は、荒川下流の新砂干潟側からも、遠望すること

ができます。本調査においては、繁殖状況の詳細を観察

するには、観測場所は遠く、またそれだけの時間的なゆ

図 7-2-2-3a 2014 年度出現数推移 
 

図 7-2-2-3c 2016 年度出現数推移 
 

図 7-2-2-3b 2015 年度出現数推移 
 

図 7-2-2-2 ハジロカイツブリ (宮本) 
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図 7-2-3 カワウのコロニー 
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とりはありませんでしたが、巣作りから抱卵、育趨に至る間の変化を断続的に観測でき

ました。 

カワウの個体数は、枠の上や東側林で大部分を計測できます。飛翔中や水面で採餌を行

っているものの多くは、東側林などに戻るものが普通なので、頻繁に水中での採餌とコ

ロニーへの飛翔を繰り返しているものの数は、重複計測の可能性が高くなるため原則と

して計測をしていません。しかし、水面に長くとどまり、潜水採餌行動をしているもの

はその出現水域において、また、上空を通過するものについては飛翔中として計測しま

したが、その数は多いものではありません。なお、各図における｢その他｣は運河です。 

 
7-2-3-1 カワウ(Phalacrocorax carbo) 
カワウは個体数累計で 14 年度に 5,588 羽、15 年度に 9,886 羽、16 年度は 11,910 羽で

毎年増加し続け、3年間の累計では 27,384 羽と、調査地において観測した中で、どの種

類よりも多く出現しました。初年度の個体数累計は、キンクロハジロの 9,197羽に次い

で 2番目でしたが、2年目、3年目はいずれも最も多く出現しています。 

毎回の調査においてカワウは必ず出現し、その場所も広範囲に及びます。一般的な状況

としては、毎年調査開始当初は多数のカワウが枠の上で群れを作り、休んでいる状態で

すが、徐々に東側林にいるものが増えていき、巣材を運んでいる個体を目にすることも

増えます。その後、抱卵するようになると、カワウの姿も巣に隠れて見にくくなります

が、雛が孵るころには、親も巣から立ち上がることが多くなり、数も計測できるものが

図 7-2-3-1 カワウ  (宮本) 
 

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

9 
① 

 
② 

10 
① 

 
② 

11 
① 

 
② 

12 
① 

 
② 

 
③ 

1 
① 

 
② 

2 
① 

 
② 

3 
① 

 
② 

4 
① 

 
② 

5 
① 

 
② 

東側林 北側水路 枠･杭 
枠内、枠南 飛翔中 その他 

月 

回 

図 7-2-3-1a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-3-1c 2016 年度出現数推移 
 

図 7-2-3-1b 2015 年度出現数推移 
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増えていきます。多くの巣で雛が孵ってくると、成鳥が林と運河、枠内、北側水路など

との間を活発に往復する姿が見られます。(観測場所からは明確ではありませんでした

が、東側林から東の荒川方向に飛んでいる個体も少なくないと推測されます。) 雛が

大きくなると、両親が共に巣を離れて採餌活動を行っているようでしたが、距離が遠い

ためスコープで観測しても、巣内にいる雛の姿を確認できるのはほんのわずかです。し

かし、ヒナが大きくなるにつれ数を計測できるようになり、計測個体数も増加していき

ます。早く孵化したヒナは巣立ちのころには巣を離れ近くの木の枝や、電線にとまるも

のが増え、さらに大きくなると一部は貯木場の枠や杭に移動するものも目に付くように

なります。 

図 7-2-3-1a～c を見ますと、毎年概ねこのような増減の傾向が確認できますが、3 年目

すなわち図 7-2-3-1c では、9 月の調査開始時点と 11 月の第一回目の調査が他には見ら

れないほど数が突出しており、特異な印象を受けます。 

 

このうち 9 月の調査開始時点については、調査をしていない夏の間に個体数がどのよう

に変動しているかは不明ではありますが、次のように推測することはできましょう。 

カワウは江東区内では留鳥として一年中生息していますので、調査期間を過ぎた後もカ

モ類とは異なり通年東側林の周辺にある程度の数が留まっています。このことは、当会

が毎月行っている新砂干潟のモニタリングの際にもカワウが東側林に多数留まってい

るのを目撃していますので、正確な数はわからないものの、傾向としては誤ってはいな

いものと推測でき、図 7-2-3-1cの第 1 回目の調査は、図 7-2-3-1bの最後の調査に続い

ていますので個体数もおおむね継続しているのではないかと推測することができます。

繁殖期に個体数がピークになった後、すなわち 15 年度の最後に計測された数がピーク

でその後徐々に巣立つヒナが増え、枠や杭など付近にとどまっているのだと考えると、

これら bと cの図の継続性はつじつまがあうものと思われます。その後、ヒナたちが自

立すると秋から冬にかけて親も一時的に貯木場を離れ各地に移動する個体が多くなる

ので貯木場では減少していき、個体数は 12 月から 1 月にかけて最低レベルに落ち込む

という年間の変動状況が推定できます。図 7-2-3-1c の 9 月の調査開始時点の数字につ

いては、この推測の下ではこのような説明ができるのではないでしょうか。（図 7-2-3-1a

と bの間については、初年度は 4月に調査が終わり、次年度が 9月の第 2週からの調査

なので、b-c ほど明確に数字の連続性を示せません。また、初年度には 4 月中に早くも

個体数が減少し始めているので、これとの関係もある可能性があります。ヒナたちの巣

立ちと、ヒナが自立して他の場所に飛び立っていくタイミング、また、成鳥の最初のヒ

ナを巣立たせた後また繁殖活動を行うかどうかなどの関係を知ることができるともう

少し状況が明らかになるものと考えます。） 

奇異に感じるのは図 7-2-3-1c 11月の数の突出です。 

調査日は 2016年 11月 2日で、その日は風が強く 9:05に開始時点の気温が 13.5℃、11:17

の終了時点の気温が 11.5℃と通常は同じか上昇する温度が下がっていますので、かなり

寒い日でした。温度の数字だけではさほど低くは見えませんが、その前 10 月の 2 回目

の気温が 22-24℃、前々回の 10 月 1 回目の調査では 26℃でしたので、感覚的にはだい

ぶ寒く、調査時も手袋を必要と感じるほどでした。貯木場では一般に北風が強い時には

水鳥たちは風を避けるためか、貯木場の北側（観測場所のすぐ近くの方向）に集まる傾

向がありますが、この日も多くのカモが北側寄りに集まっていました。また、カワウが

繁殖活動を始める前は、大部分は南側の枠の上にいることが多いのですが、この日は東
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側の枠上に多く集結していました。東側林にも多くのカワウがおり、その林に入れなか

ったものが林に沿う枠の東側部分にいたように見える状況でした。また、この日は東側

林の近くにある電線に多くのカワウが止まっていることを観測しています。記録により

ますと、上の電線に 52 羽、下の電線に約 32 羽(約とつけたのは林と混然となり電線に

とまっているものと、木にとまっているものとの区別がつけにくかったため)合計 100

羽近いカワウが止まっていたことになりますが、若鳥が巣立ち後に電線にとまっている

ことは、当会の新砂干潟のモニタリングにおいても遠望し承知していましたが、これほ

どの多数がとまっているところを見たのは、全調査期間を通じてこの時だけです。 

いつもは東側の枠の上や電線にはそれほど多くのカワウを見ませんので、この調査日の

北風と、肌寒さを感じる気温がある程度影響している可能性が考えられます。 

しかし、実際に冬場はこの 11 月の調査日よりも気温が低く寒い日は多く、北風がさら

に強く吹く日もありますが、そのような日にカワウが増加することはありませんので、

気象条件だけでこの日のカワウの増加を説明することはできません。 

前年度のピーク時点(図 7-2-3-1b、5 月第 2 回目)のカワウの数が非常に多かったこと、

それにより当歳の幼鳥が貯木場の周辺に多くいた可能性があることなどもある程度影

響している可能性がありますし、葛西臨海公園や行徳近郊緑地(かつて野鳥観察舎があ

ったところ)などに生息するカワウ個体数動向との関係も見てみたいものです。 

 
 
7-2-4 ペリカン目サギ科 
ペリカン目サギ科の鳥は 3種類を観測しています。 

調査地では、運河の南側対岸のごく一部に土が露出した水辺がありますが、そこを除き

岸壁はほぼ全て水中から垂直に立ち上がる壁のようにコンクリート等で固められてい

ます。水辺は相当の水深がありますので、サギ類は林や枠など陸上や建造物上でなけれ

ば立つことはできません。 

このような環境だからだと思われますが、観測されたサギ類はほとんどが休息している

ように見えるもので、貯木場上空を通過するために飛んでいるものもわずかに見られま

した。東側林では、サギもコロニーを作り繁殖することができる環境なのではないかと

見受けられますが、実際はカワウの存在が影響しているのか、繁殖期にこの地にとどま

っているサギはごく少数で、繁殖の様子は見られませんでした。 

以下に個々の種類について、出現した場所と個体数

の推移を図で示します。 

 
7-2-4-1 アオサギ(Ardea cinerea) 
アオサギの累計個体数は、14 年度 112 羽、15 年度

214羽、16 年度は 202 羽出現し、全調査期間の累計

で 528 羽と、サギ類の中では最も多く観測されまし

た。毎年ほとんどの調査日に出現しています。秋口

から 10～11 月くらいまで少しずつ増え、その後は

徐々に減少していくという傾向があるように思われ

図 7-2-4-1 アオサギ   (宮本) 
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図 7-2-4-1a 2014 年度出現数推移 
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ます。 

出現場所はほとんどが枠や杭の上ですが、

年が変わるまでは東側林にいるものも少な

くありません。1月を過ぎると東側林で観測

されるものが少なくなります。カワウの巣

作りが活発になって増加していくのと反対

にカワウに押されて東側林に寄り付きにく

くなるだけではなく、貯木場から離れてい

っているかのように見受けられます。 

図 7-2-4-1a～c で、北側水路というのは堤

防の下、水面側に張り出した棚状の場所で

す。調査開始時点でその場所に多くのアオ

サギが休んでいますが、残念ながら調査員に驚き地域内のほかの場所に移動する傾向が

あります。移動したものは移動した先の場所で計測しますが、図 7-2-4-1a の 1 月第 1

週には、堤防下の棚から一斉に飛立った 10 羽のアオサギが全て調査地外に飛散してし

まったため、北側水路にいたものとして記録しました。 

 
7-2-4-2 ダイサギ(Ardea alba) 

ダイサギの累計個体数は、14 年度 1 羽、15 年度 14 羽、16 年度は 21 羽出現し、全調査

期間の累計で 36 羽が観測されました。2014 年度は 4 月に一度だけ一羽が上空を通過す

るところを観測しただけでしたが、翌年度三年目とわずかながら増加しています。 

図 7-2-4-1c 2016 年度出現数推移 
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図 7-2-4-1b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-4-2 ダイサギ 
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初年度を除き、秋には比較的多くの個体を計測していますが、冬から春にかけてはほと

んど見られなくなり、たまに上空を通過する個体を観測する程度といった状況です。 

 
7-2-4-3 コサギ(Egretta garzetta) 

コサギの累計個体数は、14 年度 1 羽、15 年度 14 羽、16 年度は 20 羽出現し、全調査期

間の累計で 35 羽が観測されました。累計個体数の変化は、ダイサギの数字とほとんど

同じですが、図 7-2-4-3a～cを見ると、出現の様子はずいぶん違っています。 

コサギは 16 年度の 9 月の最初の調査日に一度だけ 11 羽と多数が出現している以外は、

通常 1～2 羽が観測され、その場所も広い範囲にわたっています。北側水路は、調査場

所の堤防の下、水面側に張り出した棚状の場所で、その他は、運河対岸の土が露出して

いる場所です。 
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図 7-2-4-2c 2016 年度出現数推移 
 

図 7-2-4-2b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-4-3 コサギ 
 

図 7-2-4-3a 2014 年度出現数推移 
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7-2-5 ツル目クイナ科 
クイナ科では、オオバン(Fulica atra)のみが出現しました。北側水路、枠内、枠南と

もに多く出現していますが、護岸や枠の下などに近い場所で特に多く、建造物についた

小動物や海藻類などを食べているような行動も良く観測されました。枠内の中央部分や

運河に近い部分などでもスズガモ属のカモの群れにまじって出現しましたが、観測数は

多くありませんでした。 

 
7-2-5-1 オオバン(Fulica atra) 

オオバンの累計個体数は、14 年度 397 羽、15 年度 504 羽、16 年度は 541 羽出現し、全

調査期間の累計で 1,442 羽が観測されました。秋から冬にかけての到来直後と帰路につ

く 3月ころに数を増していますが、冬の間は多少の増減はあるものの、概ね安定して観

測されています。年度ごとに各調査日数で割り平均出現個体数を算出すると、14年度は

30.53 羽、15 年度は 28.0 羽、16 年度は 28.47 羽です。全調査期間の平均では 28.84 羽

ですので毎年大きな変化がなく観測されているといえるのではないでしょうか。 

上述のように護岸や枠の下などに近い場所で特に多く観測されましたが、それは貯木場

の各地でみられ、特定の水域で目にするというものではありませんでした。「その他」

は運河が多く、運河対岸の土が露出している場所にも見られました。 

 
 
7-2-6 チドリ目シギ科 
チドリ目ではシギ科とカモメ科の 2科で 8種を観測していますが、その内シギ科は 3 種

です。上述の通り、調査地では、運河の南側対岸のごく一部に土が露出している場所が

図 7-2-5-1a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-5-1 オオバン     (宮本) 
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あるのを除き岸壁はほぼ垂直の壁のように固められています。水辺は相当の水深があり

ますので、シギ類はサギ類以上に採餌が困難です。潮の干満の状況によっては枠の一番

下の段が水没することもありますが、水没した段の上面に貝や海藻類などが付着するよ

うな状況にはなく、一般的にはシギ類の採餌には適さない環境のように思われます。 

3年の調査期間のうち、旅鳥のキアシシギ、キョウジョシギが出現したのは 2016年 5 月

11日のみでしたが、留鳥のイソシギは毎年出現しました。2016年も 5月 10日に調査を

行い、キアシシギとチュウシャクシギのような声が南の方角から聞こえてきましたが、

姿の確認ができなかったため、計測数には含めていません。 
 
7-2-6-1 キアシシギ(Heteroscelus brevipes)  

キアシシギは、3 年の調査期間中 2015 年 5 月 11 日に一度だけ、1 羽だけ観測されまし

た。出現した北側水路というのは調査のための観測場所となっている堤防の下、水面側

に張り出した棚状の場所です。調査者に気付くと南の方角に飛び去りました。 

 

7-2-6-2 イソシギ(Actitis hypoleucos) 

イソシギの累計個体数は、14 年度 6 羽、15 年度 18 羽、16 年度に 16 羽出現し、全調査

期間の累計で 40羽が観測されました。秋から冬にかけてやや多く観測されていますが、 

図 7-2-6-1 キアシシギ 
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図 7-2-6-1 2015 年度出現数推移 

図 7-2-6-2 イソシギ 
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多くとも 3～4 羽ですので、他の種類と比べて特に際立っているわけではありません。

出現している場所は、枠の上が最も多く、次いで北側水路の棚、北側構内の護岸、枠南

と東側林の調査地の縁に沿った部分で、対岸奥の土が露出している場所にも見られまし

た。一つの場所にじっとしていることはなく、常にせわしく動き回っていますので、休

んでいるというよりは、エサなどを探し回っているのかもしれません。 

 
7-2-6-3 キョウジョシギ(Arenaria interpres) 

キョウジョシギは、3 年の調査期間中 2015 年 5 月 11 日に一度だけ観測されましたが、

大きく 3 つの群れに分かれており、一つは北側水路の棚の部分で 13 羽、もうひとグル

ープは枠の南側の上部に 29羽、三つめは運河の水門の建造物のやや高い部分に 50羽が

それぞれ群れでまとまって休息しているようでした。 

 
 
7-2-7 チドリ目カモメ科 
チドリ目ではシギ科とカモメ科の 2科で 8種出現しましたが、その内カモメ科は 5種を

観測しました。 

初年度最初の 2回の調査日において南端の上空を群れで飛翔するカモメ類で同定ができ

なかったものがありました。第 1回目に 17羽、第 2回目に 4羽、計 21羽で、この「カ

モメ sp」はおそらくセグロカモメではないかと推測されますが、本報告においては、カ

モメ科の総数には含め、種類数や種類ごとの個体数累計には含めていません。 
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図 7-2-6-3 キョウジョシギ 図 7-2-6-3 2015 年度出現数推移 
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以下に「カモメ sp」を除く個々の種類につ

いて、出現した場所と個体数の推移を図で

示します。 

 
 
 
7-2-7-1 ユリカモメ(Larus ridibundus) 
図 7-2-7-1cの図の大きさが図 7-2-7-1a,bと

異なっていますが、ユリカモメの 3 年度目

の個体数増加の大きさを比較するために、

個体数を示す縦軸の補助線の間隔を a～c

ともに、ほぼ同じにして示したことによるものです。図 7-2-7-1a～c 各図を見ると、ユ

リカモメの出現数、出現パターン、出現場所が毎回大きく異なっていることがわかりま

す。 
累計個体数は、14 年度 25 羽、15 年度 68 羽、16 年度に 376 羽出現し、全調査期間の累

計で 469 羽が観測されました。16 年度の計測数が圧倒的で調査期間全体の 80.2％を占

めています。 

出現パターンとしては、初年度は 11月と 3月に 2回出現しただけですが、15年度は 12

月から 3月までに 7回出現しました。16 年度は 10月から 4月までの間に 13回出現しそ

図 7-2-7-1 ユリカモメ 

図 7-2-7-1b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-7-1c 2016 年度出現数推移 
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の出現回数は徐々に増加しています。 
出現場所は、図 7-2-7-1a～c の「その他」は運河にあたりますが、毎年運河で観測され

ています。初年度は 23 羽が運河で観測されました、これはその年全体の 92％にあたり

ますが、違う場所で観測されたのは北側水路と飛翔中の各 1 羽ずつですので、ほぼすべ

てが運河で観測されたということができます。翌 15 年度には 17 羽が運河で観測されて

いますが、これはその年全体の 25.0％のみで、しかも、12 月と 1 月の計三回だけ運河

で観測されています。1 月以降は 48 羽が運河に代わって北側水路で観測され、その割合

はその年度全体の 70.6％にあたります。 
16 年度には、334 羽が運河で観測され、88.8％と圧倒的な数となりました。 
ユリカモメは、飛翔しながら水面に舞い降りまた飛び立つという採餌行動のような動作

を繰り返すものが多くおり、水面や枠などでゆっくり休んでいるように見受けられるも

のは 16 年度に一部で見られたほかは、ほとんどいませんでした。一時的に休んでいる

ように見えても、すぐにまた飛び立つような行動をとっているものが多くいました。 
運河では頻繁とは言えませんが、船の往来がありますので落ち着いて休めません。反対

に船の運航によってユリカモメが餌とするものが水面に巻き上げられるなど、とりやす

い状況になっているのかもしれません。ユリカモメが多く集まっているときの水面や水

中の様子を観察できるのであれば、ユリカモメが調査地を利用している理由のヒントが

得られるかもしれません。 
 
7-2-7-2 ウミネコ(Larus crassirostris) 

図 7-2-7-2a 2014 年度出現数推移 図 7-2-7-2 ウミネコ 
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図 7-2-7-2c 2016 年度出現数推移 
 

図 7-2-7-2b 2015 年度出現数推移 
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ウミネコの累計個体数は、14年度 16羽、15年度 16羽、16年度に 33 羽出現し、全調査

期間の累計で 65羽が観測されました。 

図 7-2-7-2a～cを見ると毎年概ね秋と春に多く、真冬の時期はあまり多くないという出

現傾向があるようです。観測されたものの多くは枠・杭などで休んでいるものが目立ち

14年度はその年の 56.25％、15年度は 81.25%、16年度 42.42%が枠・杭で計測されまし

た。図 7-2-7-2cにおける 「その他」は運河で、16年度に運河で観測されたウミネコは

36.36%となりました。 

16 年度に運河で観測されたカモメ類ではその出現頻度と数においてユリカモメが圧倒

的でしたが、図 7-2-7-1c と図 7-2-7-2c を見比べてみると、不思議なことに両種が運河

で共に観測されたのは 3 月の第 2回目の調査日だけでした。 

ウミネコは近年、江東区内の建造物の屋上などで継続的に繁殖していることが確認され

ています。本調査においては幼鳥の数が特に際立っている印象はなく、区内の繁殖行動

との関連性は推測できませんでした。 
 
7-2-7-3 セグロカモメ(Larus argentatus) 
セグロカモメの累計個体数は、14年度 25羽、15年度 73羽、16年度に 57羽出現し、全

調査期間の累計で 155羽が観測されました。 

図 7-2-7-3a～cを見ると、年によっては秋と春に多くなったり、真冬に多くなったりす

る年があるものの毎年ほぼ毎回出現している傾向があるようです。 

観測されたものは、枠・杭などで休んでいるものが目立ち 14 年度はその年の 60.00％、

図 7-2-7-3 セグロカモメ 図 7-2-7-3a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-7-3b 2015 年度出現数推移 図 7-2-7-3c 2016 年度出現数推移 
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15 年度は 67.12%、16 年度 50.87%とだいたい半数以上が枠・杭で計測されました。図

7-2-7-3a～c における出現場所の「その他」は運河ですが、運河で観測されたセグロカ

モメは多くはありませんでした。 

 
7-2-7-4 オオセグロカモメ(Larus schistisagus)  

オオセグロカモメの累計個体数は、14年度 5

羽、15 年度 1 羽出現しましたが、16 年度は

出現せず、全調査期間の累計で 6羽しか観測

されませんでした。 

14 年度に一度だけ飛翔中を観測しましたが、

それ以外は全て枠の上で休息していました。 
 

 

 

7-2-7-5 コアジサシ(Sterna albifrons) 

コアジサシは、調査期間中 15 年度の 5 月に一度、1 羽だけ出現しました。コアジサシ

は荒川下流域の沿岸では決して稀な夏鳥ではありませんが、調査期間中は残念ながら出

現は限定されていました。 

図 7-2-7-4b 2015 年度出現数推移 
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図 7-2-7-4 オオセグロカモメ 図 7-2-7-4a 2014 年度出現数推移 
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図 7-2-7-5 コアジサシ 
 

図 7-2-7-5 2015 年度出現数推移 
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８． 調査地と周辺地域との対比 
 

 8-1 調査地周辺の調査区分 
 

調査地の水鳥の状況を、

隣接する地域と対比し

てみるために、2014 年

度に調査地の周辺地域

で水鳥の計数調査を計

5 回行いました。 
調査日と時間は 2014 年

11 月 18 日、2015 年 1
月 16 日、2 月 11 日、2
月 25 日、3 月 27 日のそ

れぞれ概ね午前 9:20～
11:40 の間です。これら

の調査日は、本報告書の

調査地（新砂貯木場）に

おける調査日と同一ではありません。 
 
図 8-1-1 調査地周辺地域区分図は本報告における調査地と周辺地域の調査区分を示した

ものです。 
本報告の調査地と調査領域は図 3-1 と図 6-1 で示しましたが、図 8-1-1 では、調査領域

の「その他」(運河など)の部分を含めた大まかな範囲を点線で囲んで表示しています。

図に赤丸で示してあるところは、周辺地域で観測を行った地点を示し、その地点に 1～8
までの番号を付しています。記号と地点番号は便宜的なもので、観測の優劣や順序を示

すものではありません。 
 
周辺地域区分の概要は次の通りです。 
Ａ 砂町運河で夢の島大橋から水再生センターに至る部分（1 の地点より観測） 
Ｂ 夢の島マリーナ全域（2～5 の地点より観測） 
Ｃ 新砂水門脇の部分で潮の干満により地面が露出する部分（7 の地点より観測） 
Ｄ 新砂貯木場西南の運河部分（7 の地点より観測） 
Ｅ 新砂貯木場内水域(本報告調査地)の一部分（6～7 の地点より観測） 
Ｆ 荒川下流新砂干潟と、砂町運河の新砂水門に至る部分（8 の地点より観測）  
 
このように区分した周辺地域は、１．調査地に隣接する水域（Ａ～Ｂ）と、２．調査地

と重なる水域（Ｃ～Ｅ）、それに３．調査地とは水門と地面により隔てられた地域（Ｆ）

に分けられます。 
 
 

図 8-1-1 調査地周辺地域区分図 
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 8-2 調査地における 2014 年の計測状況 
 
各周辺地域との比較を始める前に、2014 年度の調査地における、水鳥の計測状況を整理

しておきます。図 8-2-1 は 2014 年度に調査地で観測された水鳥の出現数を調査日ごと

に種類別（科ごと）に積み重ねたグラフです。図 8-2-2 は、周辺地域との比較のために

図 8-2-1 のうち、環境的に異なる「北側構内」「東側林」などを外し、「北側水路」、「枠・

杭」および「枠内・枠南」で観測された水鳥のみを科ごとに積み重ねたグラフです。い

ずれも、カモが圧倒的多数いるので、カモ科やウ科以外の鳥はグラフ上では見づらくな

っています。そこで、周辺地域との比較のために作成した図 8-2-2 をベースにして、カ

モ科のみ、ウ科のみ、その他の水鳥と 3 つに分け、それぞれ図 8-2-3、図 8-2-4、図 8-2-5
としました。 
図 8-2-3 では、カモ科の中で俗に陸ガモまたは淡水ガモといわれるマガモ属(Anas)と、

海ガモまたは潜水ガモといわれるカモ

のうち出現したスズガモ属(Aytha)に分

けて表示しました。2014 年度の調査で

はカモ科はこの二つの属のカモ以外は

出現していません。 
上記 7-2-1 でカモの種類別状況を見ま

したが、カモの種類によって出現する場

所が異なる傾向があったため、調査地と

周辺地域の環境の違いが、マガモ属とス

ズガモ属の分布の違いとして現れるか

どうかを見るために、二つの属に分けて

表示するものです。 
図 8-2-4 はウ科、すなわちカワウの出現数を示しています。繁殖のためのコロニーとし

て使われている東側林で出現した個体数を除外していますので、このグラフでは、営巣
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活動に入る前の時期、すなわち 12 月前半位までに、

主として枠や杭の上で休んでいる大量のカワウが

示されていますが、それ以外の時期では限られた

数が水面等で採餌、休息しているものが主となり

ます。カワウの生態は、東側林のコロニーを中心

としていますので、この周辺地域との比較におい

ては、カワウは比較対象とはしておりません。 
図 8-2-5 は、カモとカワウを除いた水鳥です。 
これらの調査地における計測数の動向と、周辺地

における計測数動向を以下で比較しますが、具体

的に比較するにあたって、調査地の計測数を周辺

地域の調査日に対応させて、さらに加工したもの

を作成しています。調査地の計測数か

ら、調査日と同じ月の分だけを取り出

し、周辺地域の調査回数が一回の 11
月、1 月、3 月については、調査地の

月 2 回の計測数を月ごとに種類別に

平均しています。2 月については周辺

地域も 2 度に分け調査しているので、

調査地データをそのまま使用しまし

た。なお、図 8-2-2 と同じ考え方に基

づき調査地のデータのうち北側水路、

枠・杭、枠内、枠南のデータのみを使

い東側林や北側構内、その他のデータ

は除外しています。8-3、8-4、8-5 の各周辺地域と調査地との比較は、原則として、す

べてこの調整後の数字を使用します。（ただし、8-4 においては、調査地の「その他」

に出現したものを別途作図して比較します。) 
 
 8-3 調査地に隣接する水域（Ａ～Ｂ）との比較 
 
(概要) 
図 8-1-1 で見ると調査地は、砂町運河を挟んで夢の島マリーナの水域と接していますが、

砂町運河の北西部分（Ａ）と夢の島マリーナ（Ｂ）との共通した水域を合わせて比較し

てみます。図 8-1-1 を見るかぎりでは、このＡとＢの二つの水域を合わせた面積は、調

査地の水面の広さとほぼ同等か、あるいは A、B の方が広いようにも見えます。 
 
Ａ水域は運河です。夢の島大橋から水再生センターを望む 1 の地点で計測しました。北

側は、垂直の護岸で、潮の干満によって、護岸の下に僅かな石積みや土の部分が露出す

ることがあります。夢の島大橋から水再生センターまでの途中にさらに北に延びる運河

の入口を挟んでいます。南側は、夢の島マリーナと運河を隔てる柵がありますが、調査

地における枠のような形状で、上や中の段で休んでいる鳥もおり、柵の下を通って運河

0

100

200

300

400

10 
② 

11 
① 

11 
② 

12 
① 

12 
② 

1 
① 

1 
② 

2 
① 

2 
② 

3 
① 

3 
② 

4 
① 

4 
② 

図 8-2-4  14 年度 ウ科出現数推移 

0

20

40

60

80

10 
② 

11 
① 

11 
② 

12 
① 

12 
② 

1 
① 

1 
② 

2 
① 

2 
② 

3 
① 

3 
② 

4 
① 

4 
② 

カイツブリ科 

サギ科 

クイナ科 

シギ科 

カモメ科 

図 8-2-5  14 年度 その他の水鳥出現数推移 



- 41 - 

とマリーナを行き来している鳥もいます。南側の柵の一部にはマリーナへの船の出入り

口が開いています。 
 
Ｂ水域は夢の島マリーナで、２～５の地点で計測しました。水域としては周辺地期の中

で最も広い場所ですが、船が係留されている面積が大部分なので、鳥は係留されている

船の間の域内航路や、桟橋上などで少数が出現しています。Ｂで最も多く出現した区域

はマリーナの西のはずれで、図 8-1-1 で示す 2、3 地点の東側です。 
 
Ａ、B 両水域で計測された水鳥は、A、B の合算で種類数が 12 種類と、調査地の水鳥

20 種に比べて少なめで、個体数累計は、総じて桁違いに大きな差がついていますが、個

別には必ずしも調査地の方が多いとは限らない結果もあります。以下でカモ科の鳥とそ

の他の鳥に分けて比較していきます。 
 
 (カモ科の鳥の比較) 
具体的にカモ科から比較してみます。図 8-3-1 に示した A、B 水域のカモ科の鳥の出現

状況に対応する調査

地の出現状況は図

8-3-2 の通りです。 
出現個体数で見ます

と、調査地における

本件比較のために抽

出した期間累計が

9,087 羽であるのに

対し A、B における

調査期間累計は 683
羽と比較にならない

ほど違います。種類

数も調査地の抽出が、マガモ属 7 種、スズガモ属 3 種に対し、A、B 合計でマガモ属 3
種、スズガモ属 2 種と約半数になっています。 

しかし、スズガモ属に対するマガモ属の割

合は、図を見ると明らかなように、調査地

よりも A、B 水域の方がマガモ属の割合が

大きいようです。具体的には A、B 水域で

は、マガモ属 3 種 210 羽（30.7％）に対し

てスズガモ属 2 種 473 羽（69.3％）である

のに対し、調査地ではマガモ属 7 種 640 羽

（7.0％）、スズガモ属 3種 8,447羽（93.0％）

となっています。これは、調査地のマガモ

属はA、B水域の3倍程度であるのに対し、

スズガモ属は A、B 水域の約 18 倍もいるこ

とになります。 
スズガモ属の出現種類別の構成を見ますと、スズガモ属の個体数累計は 8,447 羽ですが、

そのうちホシハジロは 2,282 羽(27.0％)、キンクロハジロは 4,283 羽(50.7％)、スズガモ

は 1,882 羽（22.3％）で大まかに見ますと、スズガモ属の半数がキンクロハジロで残る
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半数をホシハジロとスズガモがほぼ等分していると言えましょう。 
Ａ、Ｂ水域ではスズガモはおらず、ホシハジロとキンクロハジロだけで占めていました

ので、調査地で出現したホシハジロとキンクロハジロだけでその比率を見ますとホシハ

ジロが 34.8％でキンクロハジロが 65.2％という構成になります。Ａ、Ｂの水域で見ます

と、ホシハジロが 45.9％(217 羽)、キンクロハジロが 54.1％(256 羽)と、ホシハジロの

割合が大きくなっています。中でもＡではホシハジロ 118 羽に対しキンクロハジロ 116
羽とほぼ同数なのに対し、B では、ホシハジロは 99 羽(41.4％)に対しキンクロハジロが

140 羽(58.6％)と大きな差が見られました。 
調査地との関連性では、Ｂにいたキンクロハジロの群れが複数、船舶の出入りに際して

飛立ち、何回か類似したルートで調査地方向へ向かったのを観察しました。これらのカ

モは両水域を共に利用している可能性を示唆していると考えられます。 
一方マガモ属の出現状況は上で見たように A、B 水域では 3 種 210 羽のところ調査地で

は 7種 640 羽出現しており、調査地が種類数で 2倍、個体数累計で 3倍となっています。

具体的には A、B 水域ではマガモ、カルガモ、オナガガモの３種が出現していますが、

A、B 両水域合計でマガモ９羽、カルガモ 182 羽、オナガガモ 19 羽、合計 210 羽です。

これら 3 種の調査地における出現状況は、マガモ 105 羽、カルガモ 123.5 羽、オナガガ

モ 65.5 羽となっています。調査地のマガモは A、B 水域のマガモの 11.7 倍、オナガガ

モは 3.44 倍多いのですが、カルガモは反対に A、B 水域のカルガモの方が調査地のカル

ガモよりも 1.47 倍多いという結果となっています。これは、A、B 水域のマガモ属の

86.7％になります。調査地において、本件比較のために抽出した期間累計で、種類別出

現個体数累計が 100 羽を超えているのは、コガモ 200.5 羽、ヒドリガモ 135 羽、カルガ

モ 123.5 羽、マガモ 105 羽で、それに次いでオナガガモ 65.5 羽、オカヨシガモ 6 羽、

ハシビロガモ 4.5 羽となっています。 
カルガモが出現した水域の内訳は A 水域で 144 羽、B 水域では 38 羽です。A 水域とい

う限られた場所だけで、同期間に調査地で出現した数を上回っていることになります。 
 
(その他の鳥の比較) 
続いてカモ科以外のその他の鳥について比較してみます。図 8-3-3 に示した A、B 水域

のその他の鳥の出現状況に対応する調査地の出現状況は図 8-3-4 の通りです。 
Ａ、B 両水域で観測され

たカモ科、ウ科以外の水

鳥は、5 回の調査を合算

した累計で、カイツブリ

科 2 種 4 羽、サギ科 1
種 1 羽、クイナ科 1 種

187 羽、シギ科 1 種 4 羽

カモメ科１種１羽です。

本比較のために調整し

た調査地の累計計測数

をあげますと、カイツブ

リ科 2 種 4 羽、サギ科 1 種 31 羽、クイナ科 1 種 171.5 羽、シギ科 1 種 0.5 羽カモメ科

4 種 9.5 羽です。 
カイツブリ科は種類数と個体数累計が調査地と同数。クイナ科とシギ科は A、B 水域合

計が調査地の同時期の累計と比較して、調査地を上回る結果となっています。 
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カモ科の鳥の個体数累計が、A、B 水域

の合計と調査地とを比較すると調査地

の方が 13 倍以上多くいたのに対し、カ

モ科とウ科を除くその他の鳥では調査

地が 1 割程度多い水準となっており、カ

モ科ほど大きな差がついていないこと

がわかります。 
個別にみると図を見て明らかなように、

その他の鳥では、クイナ科の鳥がそれぞ

れの地域で目立って出現しています。ク

イナ科の鳥はオオバンのみでしたが、オ

オバンの個体数累計では、A 水域に 90
羽、B 水域に 97 羽、合計 187 羽いたの

に対し、調査地では 171.5 羽でした。シギ科ではイソシギのみでしたが、個体数累計で

A、B 水域で 4 羽いたのに対し、調査地では 0.5 羽でした。確かに A、B 水域の個体数

累計が大きいですが、計測数自体が小さいのでこの数字をもって何らかの評価をするこ

とは困難だと思われます。 
 
 
 8-4 調査地に重なる水域（Ｃ～Ｅ）との比較 
 
(概要) 
周辺地域とはいっても、図 8-1-1 で見るとわかるように C～E の水域は調査地に収まっ

ています。この水域と比較する意味は、調査地にいる水鳥を調査地外から観測した場合

に、計測数がどのように変わるのかを知ることでしょう。もし、水再生センターの協力

が頂けず、外部から調査をする場合には、この水域の観測結果に依存することとなりま

す。 
 
C 水域は周辺地域として調査した中では最も狭い区域ですが、潮の干満により露出する

土の部分があり、水門と南西側護岸があるので船舶等の影響を最も受けにくい区域です。

7 の地点で観測しました。調査地の観測場所からは、最も遠くにありスコープを使って

も観測しづらい場所になります。 
 
D 水域は運河です。C と同様 7 の地点で観測しました。運河は新砂水門から、D、A を

通って西方向へ向かいますが、運河を通る船の中で A を通り抜けてさらに西へ行くもの

は多くありません。図 8-1-1 では A の中央部分あたりで北上する運河(砂町北運河)があ

りますが、水門を通りこの北方向の運河を行き来する船は多くあります。一方、D では、

東西いずれの方向でも船舶の航行が頻繁にあります。前項で見た A の鳥の出現数と、本

項で後に見る D の鳥の出現数が全く違うのは、この場所を通過する船の航行頻度の影響

を受けているものと考えられます。 
 
E 水域は、調査地を外部から見たときに把握できる最大限の水域と言えましょう。６と

7 の地点から観測しましたが、この水域を観測するときには、手前に船の修理工場があ

り、修理中の船舶等が視界を遮り、運河を通行する船舶が視界を遮り、調査地内の枠も

図 8-3-4  14 年度 調査地のその他水鳥出現数推移 
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水鳥の正確な計測には大きな障害となります。 
 
C、D 両水域は、調査地での計測にあたり、「その他」として分けて集計している区域と

なりますので、以下の比較においても C、D 水域と E 水域を分けてみていきます。C、

D 両水域で計測された水鳥は、調査地計測数のうち「その他」と大差ないのかどうか、

E 水域は、調査地データのどの程度の割合をカバーしていることになるのかがこの比較

のポイントとなりましょう。 
以下でカモ科の鳥とその他の鳥に分けて比較していきます。 
 
(カモ科の鳥の比較) 
図 8-4-1 に示した C、D 水域のカモ科の鳥の出現状況に対応する調査地の出現状況は図

8-4-2 の通りです。 
出現個体数で見ますと、調査地「その他」における本件比較のために抽出した期間累計

が 114.5 羽であるのに対し C、 D における調査期間累計は 515 羽と調査地外から観測

した係数累計の方が 5 倍近く多い結果となりました。図 8-4-1 で見るとこの大きな差は

C 水域の計測数が大きいことが理由であるとわかります。 
C 水域は、調査地から見て水門入口の右側構造部分の裏のあたりに鳥がいると、調査地

からは全く見えず、鳥たちも航行する船などの影響を受けません。また、土が露出して

いる部分もあるので採餌や休息などでここを利用する鳥が多いのかもしれません。数字

の差が大きいのは

この場所の存在で

はないかと推測さ

れます。 
スズガモ属とマガ

モ属の割合は、図で

明らかなように、調

査地の方が C、D 水

域よりもマガモ属

の割合が大きいよ

うです。 
具体的には C、D 水

域では、マガモ属 6 種 41 羽（8.8％）に対し

てスズガモ属 3 種 424 羽（91.2％）であるの

に対し、調査地ではマガモ属 5 種 27.5 羽

（24.0％）、同スズガモ属 2 種 87 羽（76.0％）

となっています。調査地の「その他」の地域

に出現するマガモ属は C、D 水域ともに西南

の護岸に沿って観測されることが多いのです

が、西南側の護岸の水際は図 8-1-1 で６と７の

観測地点がある場所であり、7 であればすぐ近

くの足元は見えるもののその先(西北方向)は
見づらく、6 の地点は修理工場の先に護岸があ

るため、観測地点からは水際は観測できません。調査地から見たほうがマガモ属は見や

すくなっており、計測数が多く出ているのではないかと推測されます。 
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スズガモ属の出現種類別の構成を見ますと、調査地「その他」では、スズガモ属の個体

数累計は 87 羽ですが、そのうちホシハジロは 69 羽(79.3％)、キンクロハジロは 18 羽

(20.7％)です。C、D 水域では、ホシハジロは 325 羽(68.6％)、キンクロハジロは 148 羽

(31.2％)で、スズガモは 1
羽(0.2％)いました。ホシハ

ジロとキンクロハジロが調

査地で約 8:2 であるのに対

し、C、D 水域では約 7:3
ですが、個体数は変動しま

すので、概ね似通った出現

状況であると言えましょう。 
 
(その他の鳥の比較) 
続いてカモ科以外のその他

の鳥について比較してみま

す。図 8-4-3 に示した C、

D 水域のその他の鳥の出現

状況に対応する調査地「その他」での出現状況は

図 8-4-4 の通りです。 
C、D 両水域で観測されたカモ科、ウ科以外の水

鳥は、5 回の調査を合算した累計で、サギ科 1 種

1 羽、クイナ科 1 種 55 羽、カモメ科 1 種 4 羽で

す。本比較のために調整した調査地「その他」の

累計計測数をあげますと、サギ科 1 種 1 羽、クイ

ナ科 1 種 9 羽、カモメ科 2 種 12 羽です。 
カモ科の鳥と同様、カモ科とウ科を除くその他の

鳥の個体数累計を、C、D 水域の合計と調査地「そ

の他」とを比較するとどちらも C、D 水域の方が

調査地よりも多い結果となっており、いずれも C
水域の水門に隠れた場所の存在が大きな影響を

与えているものと思われます。 
調査地からの計測は、D 水域に出現する鳥の傾向と近く、C 水域とは異なるように思わ

れます。 
 
(E 水域におけるカモ科

の鳥の比較) 
 
図 8-4-5 は、調査地と E
水域のカモ科の鳥の出

現推移を比較するもの

です。 
この図では調査地を E
水域と区別するために

「O」と表記しています
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が、その内容は図 8-3-2 と同一です。E 水域のカモ科の鳥の出現数の累計は、マガモ属

5 種 132 羽（5.1％）に対してスズガモ属 3 種 2,434 羽（94.9％）と、特にスズガモ属で

はこれまでに見た A～D のどの水域よりも多く出現していますが、調査地ではマガモ属

7 種 640 羽（7.0％）、スズガモ属 3 種 8,447 羽（93.0％）となっており、出現個体数累

計では圧倒的な違いがあります。 
E 水域は調査地の主要な一部分を外部から見た水域ですが、出現数からみると調査地の

ごく小さな割合しか計測していないように見えます。データ数が少ないので断定はでき

ませんが、調査地を対岸から見た場合には、調査地の全体像からはかけ離れている可能

性が大きいということになりましょう。 
 
(E 水域におけるその他の水鳥の比較) 
図 8-4-6 は、調査地と E 水域のカモ科とウ科を除くその他の鳥の出現推移を比較するも

のです。 
この図でも調査地を E
水域と区別するために

「O」と表記しています

が、その内容は図 8-3-4
と同一です。 
E 水域で観測されたカ

モ科、ウ科以外の水鳥は、

5回の調査を合算した累

計で、カイツブリ科 1 種

1 羽、サギ科 1 種 5 羽、

クイナ科 1 種 31 羽、カ

モメ科１種 2 羽です。調

査地の累計計測数はカイツブリ科 2 種 4 羽、サギ科 1 種 31 羽、クイナ科 1 種 171.5 羽、

シギ科 1 種 0.5 羽カモメ科 4 種 9.5 羽ですので、カモ科同様、その他の鳥においても E
水域はごく小さな割合しか出現していないことになります。 
 
C~E 水域は、そのほぼ全体が調査地に含まれますが、各水域の鳥類の出現状況について

は、水域ごとの特徴があります。外部から鳥類を観測する観点では、C、D 水域につい

ては、調査地よりも個体数が多く出現する傾向があるものの、E 水域については調査地

よりはるかに少ない数しか観測できない傾向があることがわかりました。 
 
 
 8-5 調査地とは水門と地面により隔てられた地域（Ｆ）との比較 
 
(概要) 
図 8-1-1 における F 水域は、調査地および上述した周辺水域 C とは新砂水門または地面

を介して隣接しています。 
F 水域は、荒川から水門に至る運河の部分と、上流から東京湾に流れる荒川で新砂干潟

から運河の入口までの間の岸よりの部分からなります。8 の地点で計測しました。 
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(カモ科の鳥の比較) 
図 8-5-1 は、調査地と F 水域のカモ科の鳥の出現推移を比較するものです。 

この図でも調査地を F 水域

と区別するために「O」と表

記していますが、その内容は

前項同様、図 8-3-2 と同一で

す。 
F 水域のカモ科の鳥の出現

数の累計は、マガモ属 4 種

86 羽（6.2％）に対してスズ

ガモ属3種1,309羽（93.8％）

と、調査地と比べると大きく

差があります。 
 

（参考：調査地ではマガモ属 7 種 640 羽（7.0％）、スズガモ属 3 種 8,447 羽（93.0％）） 
しかし、1 月にスズガモ属が合計 875 羽という大きな出現数となっており、これはほか

の周辺地域と比較しても特異な大きさです。1 月の調査地におけるスズガモ属の平均値

は 1,677.5 羽ですので、調査地の約 52％ にあたるスズガモ属のカモが隣接地にいたこ

とになります。 
調査地のスズガモ属の種類構成は 8-3 で触れましたようにキンクロハジロが最多で

50.7％、ホシハジロが 27.0％、スズガモが 22.3％ですが、F 水域の累計ではスズガモが

73.0％と最多で、次いでホシハジロが 15.6％、キンクロハジロが 11.4％となっており、

調査地とは正反対の構成となっています。 
 
(F 水域におけるその他の水鳥の比較) 
図 8-5-2 は、調査地と F 水域のカモ科とウ科を除くその他の鳥の出現推移を比較するも

のです。 
この図でも調査地を F 水域と区別するために「O」と表記していますが、その内容は図

8-3-4 と同一です。 
F 水域で観測されたカモ科、

ウ科以外の水鳥は、5 回の調

査を合算した累計で、カイ

ツブリ科 2 種 15 羽、サギ科

1 種 2 羽、クイナ科 1 種 63
羽、カモメ科１種 5羽です。

調査地の累計計測数は上述

のようにカイツブリ科 2 種

4 羽、サギ科 1 種 31 羽、ク

イナ科 1 種 171.5 羽、シギ

科 1 種 0.5 羽カモメ科 4 種

9.5 羽ですので、カモ科とは

異なり個体数累計ではそれほど大きな差がついていません。クイナ科(オオバン)が調査

地の方が倍ほどいる点を除けばデータ数が小さいこともあり、あまり大きくは違わない

とみることもできます。しかし、中でカイツブリ科の鳥には注目する価値があるかもし
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れません。カイツブリ科の鳥は、2014 年に本件比較のために調整した数字で調査地では

カイツブリが 0.5 羽、ハジロカイツブリが 3.5 羽計測されています。一方 F 水域では、

カンムリカイツブリ 2 羽とハジロカイツブリ 13 羽です。この違いは、貯木場という閉

鎖的な環境と東京湾に注ぎこむ荒川という開放的な環境の違いが関係しているのかも

しれません。 
 
 
９．江東区におけるその他の水鳥調査との対比 
 

既述のように、当会は年に 1 度毎年 12 月 23 日に（令和元年以降は調査日を変更）区内

の 6 地点において水鳥の生息数調査を行っています。また、江東区では環境基本計画に

基づき、水鳥の生息数調査を年に 5 回、区内 5 地点において実施しており、最新の情報

は、江東区のホームページにおいて公表されています。これら区内各地の水鳥の調査結

果と調査地の調査結果とを対比してみたいと思います。 
 

 9-1 当会の水鳥調査結果との比較 
 
(概要) 
図 9 は江東区の水鳥の調査地点を書き

込んだものです。当会の定例調査は図 9
の青線で示した 6 か所をラインセンサ

スの方法で調査しています。 
 
調査地点は次の通りです。 
① 横十間川コース 亀島小学校付近

から猿江恩賜公園を経てクローバー橋

付近まで 
② 旧中川コース 亀戸中央公園から

旧中川沿いに荒川ロックゲート付近ま

で 
③ 荒川コース 新砂干潟から荒川沿

いに荒川ロックゲート付近まで 
④ 仙台堀川公園コース やすらぎの

滝付近から明治通り付近までと野鳥の

島からクローバー橋の付近まで 
⑤ 大横川コース 黒船橋から牡丹三

丁目付近までと越中島付近まで 
⑥ 辰巳コース 漣橋から東京辰巳国

際水泳場付近まで 
 
2014 年～16 年の調査期間においても、

当会は例年通り毎年 12 月 23 日に調査

を行いました。調査地においては、当会水鳥調査との関連性を見ることを念頭に 2014
年度は第 3 週の調査日を第 4 週に変更して翌日 24 日に行い、2015 年度以降は追加調査

図 9 江東区内水鳥生息調査地図 
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として、15 年度は翌 24 日に、

16 年度は前日の 22 日に追

加して調査しました。 
その結果、この 3 年間の 12
月 23 日に区内 6 地点で出現

した水鳥の数とその前後に

調査地で計測した水鳥の総

数は図 9-1-1 の通りです。図

で「NL」とある方が当会の

調査、「調査地」は本報告に

おける調査地の計測数です。

2014 年度は調査地の 13 種

2,208 羽に対して、NL の 6
地点合計は 20 種で 1,871 羽

でした。2015 年度は調査地

の 18 種 1,112 羽に対し NL
は 20 種 1,663 羽、2016 年度は調査地が 16 種 1,369 羽に対し、NL では、22 種 1,665
羽という結果となりました。 
これら二つの調査では、1 地点で行っている調査地の方が、種類数、個体数とも 6 地点

の合計である NL より各年の変動幅が大

きいことがこの図でわかります。 
調査時点が調査地と NL の間で 1 日しか

ずれていませんので、その当時の江東区

全体の水鳥の概数としては、少なくとも

これら二つの調査の個体数を合計したも

の程度は区内に存在していたという見方

もできましょう。 
 
(カモ科の鳥の比較) 
これら二つの調査の内容を比較するため

に出現した水鳥のうちカモ科の鳥をマガ

モ属とスズガモ属に分けて示したものが

図 9-1-2 です。図で「NL」とある方が当

会の定期調査、「O」は本報告における調

査地の計測数です。それぞれ各年の調査

日当日におけるカモ科の鳥の出現総数で

す。 
各年により総数や各属間の比率の推移に

ついては、当然ばらつきはあるものの、

概ね大差ない比率で出現推移しているよ

うにみえます。 
この内容を、まずマガモ属から出現場所

別に 3 年間の個体数合計を表示したもの

が図 9-1-3 です。図 9-1-2 で見ると調査
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地のマガモ属の割合は小さいので、その数も小さいものと錯覚しがちですが、出現して

いる場所別に分けてみると、調査地の種類や数の多さは江東区内において際立っている

といえましょう。数字は 3 年分の合計ですので、各地とも実際に各調査日に計測された

数より大きく膨らんでいますが、それぞれの場所の出現種の特徴を示しています。この

場所別の数字

を、視点を変え

て種類別に並

べ替えたもの

が図9-1-4です。

こちらも 3 年

間の合計個体

数です。マガモ、

カルガモ、コガ

モは調査地に

おいて圧倒的な数が計測されていますが、ヒドリガモは辰巳が非常に多く、また、オナ

ガガモは 6 箇所の調査コースのうち 4 コースにおいて調査地をはるかにしのぐ個体数が

計測されていることは興味深いものです。 
次にスズガモ属の鳥について出現場所

別に 3 年間の個体数合計を表示したも

のが図 9-1-5 です。マガモ属の鳥に比

べると、スズガモ属が多く出現する場

所が限定的です。スズガモ属は一般に

海がモとか潜水ガモとよばれているだ

けあり、海に開かれている、または、

広い水域の出現数が多くなっており、

内陸の運河のような水域では少ない傾

向があるようです。 
種類別に並べ替えたものが図 9-1-6 で、

こちらも 3 年間の合計個体数です。 
調査地は、スズガモ属の鳥 3 種全てに

おいて相当数を擁していることがわかりますが、それ以外で目立つのは荒川のスズガモ

です。この図を見る

限りにおいては、ス

ズガモは江東区内

で一番多く出現す

る場所が荒川であ

ると言えましょう。

また、図 9-1-5 で見

た、スズガモ属が海

に開かれている、ま

たは、広い水域の出

現数が多くなって

いるという点を、明

確に示しているの
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はスズガモだけのようで、まさにこの表現にあたる 3 地点のみで出現しているようです。

実際にはスズガモは 3 年間の合計で調査地、荒川、辰巳以外に横十間川でも 2 羽出現し

ていますが、グラフには横十間川は表れていません。ホシハジロも、図で見る限りはス

ズガモ同様開けた場所に出現することが多いように見えます。実際には大横川で 26羽、

図に現れていないその他の場所全てにおいて 3年間で 1～2羽は出現しているようです。

一方、キンクロハジロについては、調査地の数が抜き出ていますが、全ての場所で記録

されています。3 年間の合計数ですが、横十間川で 115 羽、一番少ない旧中川でも 16
羽、荒川で 185 羽、仙台堀川で 129 羽、大横川で

24 羽、辰巳で 97 羽です。調査地の 1,566 羽に対

して NL6 コース計 566 羽となっており、区内のど

こでも見られるスズガモ属の鳥がキンクロハジロ

であるといえるのではないでしょうか。 
 
(その他の鳥の比較) 
続いてカモ科以外のその他の鳥について比較しま

すが、調査地では既に触れたようにカワウのコロ

ニーがあり、12 月はその巣作りなどの繁殖行動が

始まる直前の時期です。区内のほかの地域と比べ

ると、調査地では他を圧倒するカワウの個体数が

観測されますので、その他の鳥の数が目立たなく

なってしまいます。そこで、まず、その他の鳥の

うちウ科の鳥、すなわちカワウのみ別にみてみた

いと思います。 
カワウの出現個体数の年ごとの推移を調査地（O）

と、当会調査（NL）で比較したものが図 9-1-7 で

す。調査地では 200～300 羽規模で存在するのに

対し、区内 6 コースの合計でも大体 40～60 羽程

度となっており、その差は 3～6 倍と小さくありま

せん。 
カワウの出現場所別に出現数を見たものが図

9-1-8 です。3 年間の合計数を比較しますと、調査

地では 738 羽ですが、次に多いのは荒川で 56 羽、

続いて辰巳 33 羽、横十間川 31 羽、仙

台堀川 15 羽と続き、一番少なかった

のが旧中川と大横川の 12 羽です。調

査日にカワウが 1羽しか記録されなか

ったのは、2015 年の旧中川と 2016 年

の横十間川だけで、その他の年、場所

ではいずれも各場所少なくとも 3羽は

出現しています。この状況を見ますと、

江東区内の水域ではカワウはどこに

でもいるポピュラーな存在であると

いえるようです。 
カワウ以外の鳥につきましては、図

図 9-1-7 ウ科の出現個体数比較 
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9-1-9 の通りです。カモ科、ウ科の鳥は一般に合計数では調査地(O)が多く、当会の定期

調査（NL） では小さいパターンでしたが、図 9-1-9 では形勢が大きく変わり NL の調

査が調査地を圧倒するほどの数の違いとなっています。 
いずれの調査においても、この図で

見る限りにおいては、その他の鳥各

種の中でクイナ科とカモメ科の鳥

の数がほかの数を圧倒しているよ

うに見えます。 
3 年間の合計数を出現場所別に比較

したものが、図 9-1-10 ですが、こ

の図においても調査地における出

現個体数はさほど大きくはなく、辰

巳、旧中川に次いでいます。 
その他の鳥では種類数が多いため

出現状況等の特徴が分かりにくく

なっていますので、主な科ごとに分

けてみていきます。 
図9-1-11はカイツブリ科の鳥の3年間の計測数を合計して出現場所別に比較したもので

す。図を見るだけで

出現場所が限定され

ていることがわかり

ますが、3 年の合計数

が最大でも 20ですの

で、出現個体数も決

して多くはありませ

ん。カイツブリ科の

中でカイツブリにつ

いては、2015 年に仙

台堀川で 1 羽、2014
年と 15 年に辰巳で各 1 羽出現しただけで、出現率がかなり低い鳥です。辰巳ではほか

にカンムリカイツブリが 2014 年と 15 年に各 1 羽出現しただけで、ハジロカイツブリは

出現していません。 
調査地においては 2014 年には、カイツブリ科のどの種も出現せず、2015 年と 16 年に

カンムリカイツブリとハジロカイツブリがそれぞれ 1～2 羽ずつ出現しました。このよ

うな状況の中、荒川においてはカンムリカイツブリもハジロカイツブリも 3 年間毎年出

現しています。荒川の川幅の広さと、当会の調査の 6 コースの中では距離が最も長いこ

ともこれらのカイツブリの仲間が多数計測された所以なのかもしれません。 
図 9-1-12 はサギ科の鳥の 3 年間の出現個体数合計を種類ごとに比較したものです。図で

はアオサギが調査地と NL のすべてのコースで計測されていますので、江東区内に生息

するサギ科の中では最も親しみ深い種類であるといえます。アオサギは調査地で圧倒的

な数が出現しており、旧中川、仙台堀川、荒川がその次に位置しています。横十間川、

大横川のような運河や辰巳のような旧貯木場と比べてサギが立てるような浅い水辺が

あること、林や河原など採餌や休息に適した場所があることなど水辺とその周辺の環境

がサギ類にとっては出現しやすいのではないかと思われます。調査地は辰巳同様、水深
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の深い貯木場で

すが、カワウの

コロニーがある

ようにサギも利

用しやすい林が

ありますので、

特にアオサギに

おいてよく活用

されているのか

もしれません。 
サギ科の鳥の中

で注目すべきは

ゴイサギでしょう。ゴイサギは 2014 年に 1 羽横十間川で出現した以外は、仙台堀川だ

けで出現し、NL の定期調査では毎年、3 羽、10 羽、3 羽と継続して出現しています。

12 月はゴイサギの繁殖には少し早い時期ですが、ゴイサギが毎年のように仙台堀川で少

数が繁殖していることと関係があるかもしれません。 
図 9-1-13 は、クイナ科のオオバンについて、3
年間の出現個体数合計を出現場所別に比較する

ものです。オオバンは、カモ科、ウ科を除くその

他の鳥の中で調査地を大きく凌駕する個体数が

当会の定期調査で観測されています。図を見ます

とオオバンは区内全域にわたって出現していま

すが、中でも辰巳において群を抜く数が記録され

ています。当会調査 6 コースのうち辰巳を除く 5
コースの 3 年間分を合わせた合計数は 91 羽です

ので、調査地の出現数合計 100 羽の 9 割程度で

すが、辰巳はその調査地の 3 倍を超える 329 羽

が出現していますので、まさに他を圧倒していま

す。辰巳では、2014 年には 54 羽と比較的に少な

い数でしたが、2015、16 年にはそれぞれ 124 羽、

151羽と調査地の 3年合計数を単年度で大きく超

える数が記録されています。 
図 9-1-14 は、シギ科のイソシギについて、3 年

間の出現個体数合計を出現場所別に比較するも

のです。 
調査地の 3 年間合計の出現数は 3 羽で、荒川、辰

巳、旧中川、大横川に次いだ位置となっています。

横十間川と仙台堀川はそれぞれ 2014 年と 15 年

に 1 羽ずつ出現しただけですが、荒川、辰巳、旧

中川の 3 コースでは毎年イソシギが出現してい

ます。図では区内で一般的に出現していることに

なっておりますが数は多くはありません。 
図 9-1-15 はカモメ科の鳥の 3 年間の出現個体数

合計を種類ごとに比較したものです。3 年間でユ
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図 9-1-13 クイナ科の場所別出現数比較 
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リカモメ、ウミネコ、

セグロカモメ、オオセ

グロカモメの 4 種類が

出現していますが、こ

れら 4 種類はそれぞれ

その出現場所や出現数

に大きな特徴があるよ

うに思われます。 
図を概観すると区内各

地でより広い範囲で目

にされる種類はユリカ

モメとセグロカモメの

ようです。しかし、ユ

リカモメの合計出現数

が最大の旧中川では毎

年 60～70 羽程度が観測されているのに対し、大横川では 2014～15 年は出現せず、2016
年に 5 羽出現しているだけ。また、調査地ではユリカモメは出現していないなどばらつ

きも大きいです。セグロカモメは出現数は全体に少なめですが、ユリカモメと対比して

いるような出現状況になっています。ユリカモメの出現数が最大だった旧中川では、セ

グロカモメは 2016 年に 1 羽だけ出現とほとんど出現していなかったのに対し、ユリカ

モメの出現数が少なかった大横川は、セグロカモメは毎年出現し合計数では最大数とな

っていること。また、ユリカモメの出現がなかった調査地でもセグロカモメは毎年出現

し 3 番目の出現数となっているのに対し、仙台堀川ではユリカモメは毎年出現していた

が、セグロカモメは全く出現しないなどです。ウミネコは、辰巳で 2016 年に 4 羽だけ

出現しています。調査地では 2014 年はゼロでしたが、2015 年に 12 羽、16 年には 64
羽と数多く出現し調査地と辰巳だけで観測されました。オオセグロカモメは大横川で

2016 年に 4 羽確認されていますが、オオセグロカモメが江東区で確認されるのはそれ

ほど多くなく、偶発的なものと思われますが、セグロカモメが最も多く観測されている

大横川で出現しているのは、何か因縁があるのかもしれません。 
 
 
9-2 江東区の水鳥生息調査結果との比較 
 
江東区は区内の水鳥生息状況を把握するためとして、毎年 6 月、9 月、12 月、1 月、2
月に下記地点で調査をしており、その結果はホームページに公開されていますが、その

データの内容はその時によって異なり時の経過とともに公開データは少なくなる傾向

にある印象を受けます。江東区の水鳥の調査地点は、上記図 9 に赤い星印と赤数字で示

しています。この結果は江東区の環境白書など一部の出版物にも記載されていますが、

こちらも昔に比べるとデータの開示規模は徐々にではありますが縮小しており、近年で

は、調査地点の説明、地図と鳥の写真を除く調査そのものの結果は毎年 5～6 行程度の

記載で、種類数と総数、主な種類だけが記載されているという状況になっています。 
 
江東区の水鳥調査地点と調査方法： 
(図 9 ではこの数字を赤字で星印とともに記しています。) 

図 9-1-15 カモメ科の種類別出現場所別合計個体数比較 
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① 旧中川（都立亀戸中央公園） ラインセンサス法 
② 都立猿江恩賜公園 ラインセンサス法 
③ 仙台堀川公園・横十間川親水公園 ラインセンサス法 
④ 荒川(都立新木場緑道公園周辺) 定点センサス法 
⑤ 豊洲運河 定点センサス法 
 

図 9-2-1 は、本報告の調査期間に該当する区の平成 26
年度から 28 年度における調査データをグラフにした

ものですが、それぞれの年度の江東区の環境白書実績

報告から種類数と年間総個体数を抽出したものです。 
水鳥の個体数については、これ以上のデータは公開さ

れているものではないので、若干のデータがホームペ

ージ等から入手できた平成 26年 6月～平成 27年 2 月

(2014 年～15 年)の期間における江東区の水鳥生息調

査結果と調査地の状況を比較してみたいと思います。 
江東区の調査は、6 月、9 月、12 月、1 月、2 月に実

施されており、2014年に出現した水鳥は 23種で 3,117
羽とのことですが、調査地における調査では 6、9 月

は含まれておらず、また、公表されている区の数字は

調査月ごと又は地域ごとに合算されていますので、調

査地の調査データとは単純に比較はできません。 
調査地の該当月の 2 回の調査結果を平均し、区の月別調査結果のうち 12 月以降の 3 か

月分の記録と比較してみますと、図 9-2-2 のようになります。 
区の水鳥調査は月ごとの種類数、個体

数とも 5 地点の合計数ですが、調査地

の当月平均値と比較すると、いずれも

調査地の数字が大きくなっています。 
区の月別調査結果のうち興味深い点は、

12 月のヒドリガモの個体数です。区の

報告では 12 月に主に豊洲運河を中心

に合計 109 羽出現していますが、2014
年 12 月に行われた当会の水鳥調査で

は 6 地点合計で 40 羽、その翌日の調

査地において 14 羽ですから両日の個

体数を合計しても 54 羽にしかなりま

せん。図 7-2-1-2a～c で見たように調

査地において、ヒドリガモが 3 年間の

調査期間中出現した最大数は 2014 年

の 65 羽です。図 9-1-4 で種類別出現場

所別に見たマガモ属の出現状況を見ても最多の辰巳で 2014年から 16年まで 3年間の出

現数を合計して 103 羽です。 
区の調査では豊洲運河や他の地点において、12 月にどれだけの数が出現したかなどの個

別情報は公表されていませんので不明ですが、ヒドリガモの分布状況や生態を知る上に

おいては重要な情報となりえましょう。 
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また、1 月の区の月別調査結果は 12 種類で 1,479 羽ですが、そのうち 979 羽はキンク

ロハジロで、主に荒川で出現しています。2 月には 15 種 434 羽のうち、キンクロハジ

ロは 168 羽に減少していますが、主な出現場所は豊洲運河です。調査地においては、キ

ンクロハジロは 1 月の第 1 週に 985 羽、第 3 週に 674 羽出現しています。また、2 月も

第 1 週に 893 羽、第 3 週に 896 羽と 1 月の平均値よりもやや多目に出現しています。 
 
 
9-3 その他水域の参考調査 
 
図 9 で、青色で囲まれた(G)、(H)、(I)の地域について 2014 年 1 月 24 日と 2015 年 1 月

16 日に水鳥の状況を調査した記録が

ありますので、参考数値としてあげて

おきます。これらは、本報告冒頭「１．

本報告の位置づけについて」で述べま

したように、「当会の水鳥調査を補完

する目的で区内の既存調査区域以外

での鳥類が生息している場所を探し

ていたとき」に得た記録の一部です。

図 9-3-1 は図 9 の（G）（H）（I）3 地

域の部分を拡大したものです。 
それぞれの場所は次のとおりです。 
 

（G）14 号地第 1 貯木場：  主に北西と南東にある橋の上から観測 
（H）14 号地第 2 貯木場：  主に北東と南西にある橋の上から観測 
（I）12 号地貯木場の南の一部分： 主に東端にある橋の上から観測 
これらのうち、I の 12 号地貯木場全体については、東京都環境局が東京湾のその他の水

域と合わせて長期間にわたり鳥類の調査を行ったデータが残されていますが、近年はこ

の場所は継続調査の対象から外れているようです。環境局の調査は船舶から行ったもの

ですが、当会の調査は橋の上から行っているため、12 号地貯木場の中でも南の一区画だ

けを調査しています。 
G、H は、共に水域としては広大ですが、私有地に囲まれているので観測できる場所が

非常に限定されており、全域をくまなく網羅することは不可能です。しかし、一般に鳥

影は少なく、大部分を計測できているのではないかと思われます。 
 

(カモ科の鳥の比較) 
これら 3 地域を比較するために、出現した水

鳥のうちカモ科の鳥をマガモ属とスズガモ

属に分けて示したものが図 9-3-2 です。G、

H、I それぞれの地域別に、2014 年、15 年

の 2 年分ずつ表示しています。それぞれ各年

の調査日当日におけるカモ科の鳥の出現総

数です。 
図を見るとどの地域も、カモかスズガモ属が

圧倒的です。マガモ属については G では少

図 9-3-1  その他の水域拡大図 
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なく、14 年にはオナガガモのみ 1 種しかも 1 羽のみ、15 年でもカルガモ 3 羽、ヒドリ

ガモ 1 羽で、合計 2 種 4 羽のみでした。H においては、カモ科マガモ属が 14 年にカル

ガモ 1 羽、オナガガモ 2 羽の 2 種 3 羽、15 年にカルガモのみの 1 種 5 羽でした。I にお

いては、カモ科マガモ属は両年とも出現しませんでした。 
カモ科スズガモ属は、G ではホシハジロは 14 年に 27 羽、15 年に 35 羽、スズガモは

14 年に 94 羽、15 年に 78 羽とどちらも各年の出現数は同じような傾向でしたが、キン

クロハジロは 15 年のみで 7 羽しか出現しませんでした。H においては、14 年にホシハ

ジロ 22 羽、キンクロハジロ 4 羽、スズガモ 18 羽で合計 44 羽出現しましたが、15 年に

はスズガモのみ 129 羽出現しました。I においては、14 年にホシハジロ 3 羽、スズガモ

389 羽で、計 392 羽、15 年にはスズガモのみで 253 羽出現しました。 
  
(その他の鳥の比較) 

図 9-3-3 はカモ科以外のその他の鳥

の出現数を地域別に 2014 年と 15 年

の 2 年分ずつ表示したものです。図を

概観すると、G と I は数が少なく、15
年は 14 年よりも数が少なくなってい

る傾向なのに、H は全体に数が多く、

しかも 2015年の全体の出現数が圧倒

的に大きくなっている違いがわかり

ます。大きな数字はほとんどがカモメ

科の鳥で、クイナ科がわずかではあり

ますがそれに次いでいるようです。 
具体的に見てみますと、G では、カイ

ツブリ科は 14 年にハジロカイツブリ 1 羽、15 年にカイツブリとハジロカイツブリの 2
種計 3 羽、カワウが 14 年に 2 羽、15 年に 5 羽、クイナ科オオバンが 14 年に 11 羽、15
年に 18 羽と両年ともに同じような傾向でしたが、カモメ科は 14 年にウミネコとカモメ

の 2 種で合計 30 羽出現したものが、15 年には全く出現しませんでした。 
H では 14 年にはクイナ科とカモメ科のみが出現しました。内訳はオオバンが 13 羽で、

カモメ科は 2 種でセグロカモメが 64 羽、オオセグロカモメが 1 羽でした。15 年の調査

では、カイツブリ科でカイツブリが 1 羽出現したほかは、やはりクイナ科とカモメ科だ

けで、オオバンが 11 羽とセグロカモメが 322 羽です。カモメ科の個体数が特に多かっ

たために個体数の差が顕著になっていますが、種類は単調でした。I では 14 年にカンム

リカイツブリ 1 羽、カワウ 1 羽、オオバン 9 羽、カモメ科ではカモメのみ 2 羽、15 年

にはハジロカイツブリが 1 羽、カワウが 3 羽、オオバンが 4 羽でカモメは出現しません

でした。I では、カモ科のスズガモが圧倒的に多くいましたが、その他の鳥では種類数

も個体数も非常に限定的です。 
 
 

10．調査地における水鳥調査結果のまとめ 
 
（調査してわかったこと） 
調査地を利用する鳥類の種類と個体数の概要を知る目的で開始した調査ですが、3 年間

の調査の結果判明したことは、調査地は多くの水鳥に継続的に利用されていること、特

0

100

200

300

G
2014

G
2015

H
2014

H
2015

I
2014

I
2015

カイツブリ科 

ウ科 

クイナ科 

カモメ科 

図 9-3-3  その他の鳥の出現個体数比較 



- 58 - 

にカモ科スズガモ属の鳥たちにとっては重要な越冬場所、または、渡りの中継地になっ

ているのではないかということです。中でも 2014 年度と 15 年度のキンクロハジロ、な

らびに、2016 年度のホシハジロの個体数が区内では比べ物にならないほど多いことが特

筆されます。また、調査地はカワウの重要な繁殖場所であることもあげられます。区内

の各地域における記録と比較した場合に、調査地におけるカワウの個体数規模の大きさ

は群を抜いています。 
カモ科マガモ属は、スズガモ属と比較すると個体数としてはスズガモ属には及びません

が、7 種類が出現しています。これだけ多くの種類が一か所でみられる場所は区内では

多くありません。また、その内コガモ、ヒドリガモ、マガモについては、調査地ほど個

体数が多く見られる場所は区内ではほとんどありません。 
貯木場という特徴から、サギ類やシギ類は生息しづらい環境と思われますが、彼らもま

た休息などに利用していることが判明しました。 
調査地を利用する水鳥は、それぞれの種類ごとに特徴のある現れ方をしていること、ま

た、常に同じパターンで出現するのではなく、年によっては同じ種類でも大きく異なる

形で出現していることもわかりました。 
 
（調査地に集結する原因の推測） 
なぜ調査地に多様な水鳥が集まるのか、特にカモ科スズガモ属の鳥たちがなぜ数多く集

るのか、結論を出すには至りませんが、調査者がその場に臨んだ感覚から推測できるこ

ととしては、その理由の一つは水域の安定性と安全性にあるのではないかと考えられま

す。貯木目的で整備された水域は、一定の深さがあります。また、木材の流出を防ぐ柵

や、その周囲を取り囲む護岸は波を抑える効果があり、護岸や林の高さからある程度の

防風効果もありますので、スズガモ属の鳥たちが休息しやすい環境を作り出しているも

のと推測されます。さらに、人や車、船などによる脅威が少ないことがそのほかの種類

にとってもメリットがあるのではないかという点があげられます。このような安全な環

境が、長年継続していることも大事な要素かもしれません。 
 
貯木場として、より広い水域を持つ 14 号地第 1 および第 2 貯木場は深さや護岸、船舶

の影響、貯木場として実質的に使われなくなってからの時間などは調査地とほぼ同条件

ですが、9-3 で見ましたように、鳥類の出現は同時期の調査地と比較すると、種類、個

体数共にはるかに少ない状況です。14 号地の各貯木場と調査地との相違点は、14 号地

の貯木場がいずれも周囲を工場や事務所などの建物、駐車場、作業場などで囲まれてい

るのに対し、調査地は一方向が運河で、船舶の通行があるものの、その他の三方向が、

東側の林など自然環境が残され、人的脅威にさらされにくくなっていることがあげられ

ます。この点が水鳥たちにとって調査地のほうを選択させる要因となっているのではな

いかと推測されます。 
 
マガモ属のカモ類も本来でしたら身を隠す、または、採餌に好都合な植生がある環境を

好むものと思われますが、内陸の公園などと比し、人の脅威を感じにくい水面があるこ

と、また、人工物など陸地に代わる休養するのにふさわしい場所が存在することが、特

に渡りの途中に立ち寄る場所として調査地が好まれる傾向にあるのではないかと推測

されます。 
 
カワウの場合も、調査地東側の林は、その裏(東)側、荒川までの間の土地は、東京都下
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水道局並びに国土交通省により、立入が制限されており、西側に広がる調査地の水域は

直接的な人的脅威から一定の距離をおくことができ、しかも荒川、調査地、東京湾など

採餌場所から至近であることが、コロニーを形成する条件の主要なものを満たしている

ことになるのではないかと思われます。 
 
(継続的水鳥生息調査と、その結果を開示する必要性) 
調査地と区内各地の調査結果との比較を行ったことにより、本件調査の副次的な成果と

してわかったこともあります。区内には、水鳥が集まりやすい場所が点在し、それぞれ

の場所にはそれぞれの特徴があり、所によっては特定の種類の鳥たちにとっては非常に

重要な場所になっている可能性があるということです。 
これらの場所は、江東区内で貴重な自然環境が残されている場所である可能性がありま

すが、水がきれいで植生が豊かであるなど優れた自然がある環境ばかりではありません。

そのような場所がなぜ特定の種類の鳥たちから好まれているのかなど、不明なことは多

くあります。調査地で休んでいる数多くの夜行性のカモたちがどこで採餌しているのか

もわかっていません。 
具体的にそれらのデータを集めたくても、区内で生物データの継続的収集、供給を行っ

ている組織はほとんどありません。 
 
本件調査で明らかとなった調査地の鳥類については、今後も安定的に維持できるかどう

かというと、必ずしもそうとは言い切れません。 
カワウのコロニーについては、下水道局の施設の拡張や各種工事だけでなく、カワウ自

らの糞の影響などにより健全な林の形状や規模の維持が困難となる恐れも懸念されま

す。この点に注目するのであれば、カワウについてのより深い調査が必要となります。 
また、それほど遠くない将来には、カワウコロニーのある林の東側、荒川との間に補助

第 144 号計画道路が走ることになるでしょう。おそらく一番影響を受けるのはカワウの

生息場所でしょうが、貯木場で休息している水鳥たちにどのような影響が及ぶのか、及

ばないのか、その辺の状況予測もさらなる調査の深掘りがなければなかなか良い回答は

見つからないのではないかと思います。 
調査地は、長期の越冬地としてだけでなく、東京 23 区内における渡り鳥の中継地とし

て地方の池、湖が果たしているような役割の一部を担っているのではないかと思われる

面があります。実態を調査し、正しく理解することによって、必要な対策も具体的な提

案として提示できる可能性があります。 
 
江東区は、環境基本計画に基づく調査を長年継続していますが、その内容の公開状況は

当初と比べると明らかに限定的なものへと変化しており、区民が環境変化の指標として

区から具体的に示される水鳥の生息情報の質が低下し、情報量が非常に少なくなってき

ています。 
当会は、20 年以上にわたり区内の水鳥調査を継続していますが、その結果はまだまとめ

られておらず、個別データも正式には開示していません。調査地における本件調査によ

り、区内で水鳥が数多く集まる非常に重要な場所があることが判明したのですから、当

会のできる範囲で今後も可能な限り調査地を含めた区内各地の調査を継続していく努

力が求められるとともに区内の自然環境を知るデータとして調査結果を広く開示して

いくことへの期待も高まるものと思われます。  
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当会では、鳥類調査を担える人材は多くはありませんが、20 年にわたる調査で着実にそ

のすそ野を広げて来ている一方、高齢化で一線を退く人材も増加しています。 
そのような厳しい環境ではありますが、今後は、江東区が行う調査が継続できる間は連

携を取りつつ、不足する部分は自然環境関連組織等の協力をえながら江東区内における

生物調査の充実を図ることに当会が主導的にかかわっていくことが期待されているの

ではないでしょうか。 
 
この報告が調査の取りまとめとして終わるのではなく、これからの新たなスタートを切

る契機となることを願っております。 
以上 

 
 
 

調査担当者(五十音順)：荒川洋一、稲垣章子、大原庄史、佐々嘉子、宮本喜一朗  
調査報告執筆、編集担当 荒川洋一 
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新砂貯木場鳥類数調査総合集計表　(2014-2015)

月日 10/15 11/5 11/19 12/3 12/24 1/7 1/21 2/4 2/18 3/4 3/18 4/1 4/15
開始 9:00 9:05 9:08 9:15 9:18 9:06 9:05 9:00 9:00 9:10 9:00 9:00 9:00
終了 10:40 10:45 10:50 10:40 10:50 10:58 10:35 11:00 11:00 10:35 11:00 10:40 10:30 合計

種名↓・種数→ 27 26 27 23 26 26 23 23 23 17 27 20 20 47          
オカヨシガモ -         2        4        1        -         4        -         3        -         -         4        -         -         18          
ヒドリガモ -         -         4        31      14      50      65      63      19      -         20      12      -         278        
マガモ -         20      17      23      65      37      37      22      21      12      12      3        -         269        
カルガモ 3        15      5        7        52      27      15      60      21      19      9        6        3        242        
ハシビロガモ -         -         1        -         -         -         5        2        -         -         -         -         -         8            
オナガガモ -         -         -         -         29      2        -         62      2        1        -         -         -         96          
コガモ 38      57      100    36      23      45      34      39      26      11      28      4        15      456        
ホシハジロ 218    336    77      214    198    701    533    649    550    188    469    72      10      4,215     
キンクロハジロ 181    742    870    723    856    985    674    893    896    791    979    411    196    9,197     
スズガモ -         10      207    313    598    382    87      531    683    63      587    445    134    4,040     
ミコアイサ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
カイツブリ -         -         1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1            
カンムリカイツブリ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
ハジロカイツブリ -         -         -         -         -         1        1        2        2        -         -         -         -         6            
カワウ 377    208    260    195    328    258    397    490    380    542    728    821    604    5,588     
アオサギ 18      15      14      14      9        10      5        4        6        8        2        7        -         112        
ダイサギ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1        1            
コサギ 1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1            
オオバン 18      19      20      26      33      31      23      31      30      68      38      28      32      397        
キアシシギ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
イソシギ 3        1        1        -         1        -         -         -         -         -         -         -         -         6            
キョウジョシギ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
ユリカモメ -         1        -         -         -         -         -         -         -         -         24      -         -         25          
ウミネコ 5        1        -         -         -         -         -         -         1        -         -         4        5        16          
セグロカモメ 1        3        2        2        2        -         2        2        1        1        5        -         4        25          
オオセグロカモメ 3        -         -         -         -         1        -         -         -         -         1        -         -         5            
コアジサシ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
カモメＳＰ 17      4        -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         21          
ヒメアマツバメ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
キジバト 1        1        -         -         3        5        4        3        -         -         1        1        -         19          
ドバト -         2        -         -         50      -         -         -         -         -         -         -         -         52          
ミサゴ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
トビ 1        -         -         1        -         1        -         -         -         -         -         -         -         3            
オオタカ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
ノスリ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
カワセミ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
チョウゲンボウ -         -         1        2        -         -         -         -         -         -         -         -         1        4            
ハヤブサ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
モズ 1        -         1        1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         3            
オナガ 1        -         1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         3        5            
ハシボソガラス 1        1        1        6        -         2        1        -         1        2        6        -         6        27          
ハシブトガラス 1        8        2        8        11      4        -         5        6        1        2        5        1        54          
シジュウカラ 3        -         -         -         -         -         -         -         -         1        1        -         -         5            
ヒバリ 1        2        -         -         -         1        -         2        1        1        3        2        1        14          
ツバメ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1        -         2        3            
ヒヨドリ 28      13      5        10      25      8        2        -         2        -         2        1        2        98          
ウグイス -         -         -         -         1        -         2        -         -         -         -         -         -         3            
メジロ -         -         -         -         1        7        -         -         -         -         1        -         -         9            
セッカ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
ムクドリ 2        50      -         1        17      -         1        20      10      2        -         42      5        150        
ツグミ -         -         -         3        3        3        2        -         -         -         1        2        -         14          
ジョウビタキ -         1        1        -         1        -         -         1        -         -         1        -         -         5            
イソヒヨドリ 1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1            
スズメ 10      120    50      2        30      30      -         10      5        -         -         25      10      292        
ハクセキレイ 2        4        3        3        2        4        5        1        3        2        1        2        2        34          
セグロセキレイ -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         -             
タヒバリ -         -         1        -         1        -         1        2        2        -         -         -         -         7            
カワラヒワ 2        3        2        1        -         8        -         -         4        -         3        -         -         23          
ホオジロ -         -         -         -         -         -         1        -         -         -         -         -         -         1            
アオジ -         -         -         -         1        2        1        -         -         -         1        2        -         7            
オオジュリン -         -         1        -         -         -         -         -         -         -         -         -         -         1            

合計 938    1,639 1,652 1,623 2,354 2,609 1,898 2,897 2,672 1,713 2,930 1,895 1,037 25,857   

資-1



新砂貯木場鳥類数調査総合集計表　(2015-2016)

月日 9/16 10/7 10/21 11/4 11/18 12/2 12/16 12/24 1/6 1/20 2/3 2/24
開始 9:05 9:00 9:10 9:05 9:05 9:00 9:00 9:05 9:05 9:05 9:03 9:00
終了 10:05 10:30 11:05 11:25 11:05 10:55 11:15 11:10 10:50 11:00 11:03 10:57

種名↓・種数→ 18      18      26        27        26        24        27        31        34        22      29        23        
オカヨシガモ -         -         -           -           -           4          1          5          4          -         -           2          
ヒドリガモ -         -         -           7          19        16        27        13        18        1        14        29        
マガモ -         -         10        4          16        14        41        9          15        5        36        26        
カルガモ 40      48      40        16        20        32        25        16        35        17      47        38        
ハシビロガモ -         -         -           -           -           -           1          -           -           -         -           -           
オナガガモ -         -         8          2          4          8          12        2          6          -         5          -           
コガモ 2        21      38        55        82        117      100      64        29        17      63        72        
ホシハジロ 6        29      167      296      147      365      354      242      261      219    573      381      
キンクロハジロ 3        28      469      775      677      484      380      383      263      103    537      594      
スズガモ 2        -         19        148      366      156      101      134      138      17      117      -           
ミコアイサ

カイツブリ 1        -         -           -           1          -           -           -           -           -         1          -           
カンムリカイツブリ -         -         -           -           -           1          -           2          -           -         -           1          
ハジロカイツブリ -         -         1          -           -           1          -           1          1          -         -           -           
カワウ 209    117    782      427      541      472      188      202      330      315    520      540      
アオサギ 11      10      21        30        24        23        21        13        9          16      13        5          
ダイサギ -         -         5          4          -           -           -           1          -           1        -           -           
コサギ 2        2        2          2          -           1          -           1          1          -         -           -           
オオバン -         1        35        57        28        40        37        9          43        28      32        38        
キアシシギ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           -           
イソシギ -         2        2          3          4          -           1          -           -           1        1          -           
キョウジョシギ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           -           
ユリカモメ -         -         -           -           -           -           5          12        4          -         20        1          
ウミネコ 4        -         1          -           1          -           1          -           -           -         -           -           
セグロカモメ 2        11      11        5          4          4          2          3          3          2        1          3          
オオセグロカモメ -         -         -           -           -           -           1          -           -           -         -           -           
コアジサシ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           -           
カモメＳＰ

ヒメアマツバメ

キジバト -         1        1          -           1          -           2          -           1          1        1          -           
ドバト 1        -         -           -           -           -           -           -           3          -         -           -           
ミサゴ -         -         -           -           -           -           -           1          1          -         -           -           
トビ -         -         1          1          -           -           -           -           -           1        -           -           
オオタカ

ノスリ

カワセミ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           1          
チョウゲンボウ -         -         1          -           1          1          -           1          1          -         -           -           
ハヤブサ

モズ -         -         2          2          -           -           -           1          1          -         -           1          
オナガ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         1          -           
ハシボソガラス -         3        5          2          4          5          3          2          1          3        1          2          
ハシブトガラス 5        2        1          4          3          2          4          2          1          -         6          3          
シジュウカラ 3        -         -           -           -           -           -           3          2          1        2          -           
ヒバリ 1        1        3          1          2          1          1          5          6          -         2          1          
ツバメ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           -           
ヒヨドリ 3        5        10        31        8          5          13        6          6          5        4          2          
ウグイス -         -         -           1          -           1          -           -           1          -         -           -           
メジロ -         -         -           -           -           -           3          3          2          -         6          2          
セッカ -         -         -           -           -           -           -           -           -           -         -           -           
ムクドリ -         -         -           -           -           -           -           3          -           70      40        -           
ツグミ -         -         -           -           -           -           -           1          1          7        1          2          
ジョウビタキ -         -         -           2          -           -           -           -           -           -         -           -           
イソヒヨドリ

スズメ 30      8        65        10        10        -           -           -           30        3        30        -           
ハクセキレイ 5        3        -           5          4          2          5          4          3          3        2          2          
セグロセキレイ

タヒバリ -         -         -           -           1          3          1          2          1          -         1          1          
カワラヒワ -         2        2          2          1          -           1          -           2          -         1          -           
ホオジロ -         -         -           1          1          -           -           -           -           -         -           -           
アオジ -         -         -           -           -           -           -           -           1          -         -           -           
オオジュリン

合計 330    294    1,702   1,893   1,970   1,758   1,331   1,146   1,224   836    2,078   1,747   

資-2



月日

開始

終了

種名↓・種数→
オカヨシガモ

ヒドリガモ

マガモ

カルガモ

ハシビロガモ

オナガガモ

コガモ

ホシハジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ミコアイサ

カイツブリ

カンムリカイツブリ

ハジロカイツブリ

カワウ

アオサギ

ダイサギ

コサギ

オオバン

キアシシギ

イソシギ

キョウジョシギ

ユリカモメ

ウミネコ

セグロカモメ

オオセグロカモメ

コアジサシ
カモメＳＰ

ヒメアマツバメ

キジバト

ドバト

ミサゴ

トビ

オオタカ

ノスリ

カワセミ

チョウゲンボウ

ハヤブサ

モズ

オナガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

シジュウカラ

ヒバリ

ツバメ

ヒヨドリ

ウグイス

メジロ

セッカ

ムクドリ

ツグミ

ジョウビタキ

イソヒヨドリ

スズメ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

タヒバリ

カワラヒワ

ホオジロ

アオジ

オオジュリン

合計

3/2 3/16 4/6 4/20 5/11 5/25
9:00 9:00 9:05 9:03 9:00 9:00

11:05 11:25 10:45 10:28 10:30 10:20 合計

27        27        22        20        23        20        52          
-           4          -           -           -           -           20          
8          2          6          2          -           -           162        

32        11        5          -           -           -           224        
71        20        13        8          7          5          498        

-           -           -           -           -           -           1            
5          -           -           -           -           -           52          

78        56        29        24        -           -           847        
440      387      11        2          1          1          3,882     
842      912      410      139      1          3          7,003     

80        519      491      318      -           -           2,606     

-           1          -           -           -           -           4            
2          2          -           -           -           -           8            
1          -           -           -           -           -           5            

509      779      785      829      1,097   1,244   9,886     
5          4          4          -           3          2          214        
-           -           -           -           2          1          14          
-           -           -           -           2          1          14          

67        65        23        -           1          -           504        
-           -           -           -           1          -           1            
1          1          1          -           1          -           18          
-           -           -           -           92        -           92          
5          21        -           -           -           -           68          
-           -           4          1          1          3          16          
1          5          3          1          12        -           73          
-           -           -           -           -           -           1            
-           -           -           -           1          -           1            

2          -           1          2          1          1          15          
-           -           -           -           -           -           4            
-           -           -           -           -           -           2            
-           -           -           -           -           -           3            

-           -           -           -           -           -           1            
-           -           -           -           -           -           5            

-           -           -           -           -           -           7            
-           -           -           -           -           1          2            
3          2          2          1          1          2          42          
6          7          6          2          1          4          59          
1          1          -           -           1          1          15          
1          1          2          1          2          1          32          
-           -           -           -           -           1          1            
1          2          3          8          -           4          116        
1          1          1          -           -           -           6            
-           4          1          1          -           -           22          
-           -           -           -           1          1          2            
6          4          -           2          2          8          135        
2          5          -           1          -           -           20          
-           -           -           -           -           -           2            

-           -           2          10        4          1          203        
5          3          3          3          -           1          53          

-           -           -           -           -           -           10          
1          1          -           2          1          -           16          
-           -           -           -           -           -           2            
-           -           -           -           -           -           1            

2,176   2,820   1,806   1,357   1,236   1,286   26,990   

資-3



新砂貯木場鳥類数調査総合集計表　(2016-2017)

月日 9/7 9/21 10/5 10/19 11/2 11/16 12/7 12/21 12/22 1/4 1/18
開始 9:00 9:00 9:00 9:00 9:05 9:00 9:00 9:00 9:00 9:00 9:00
終了 9:56 10:15 10:25 11:10 11:17 11:00 11:17 12:00 11:15 11;40 11:15

種名 16 24 26 25 25 26 32 33 28 30 24

オカヨシガモ 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
ヒドリガモ 0 0 3 6 19 2 16 7 11 11 14
マガモ 1 8 5 16 12 39 33 33 37 28 25
カルガモ 48 17 87 44 19 19 45 70 118 66 90
ハシビロガモ -          -          -          -          2          -          -          -          -          -          -          
オナガガモ -          -          -          -          4          -          6          14        14        18        12        
コガモ -          8          56        108      57        73        59        44        55        84        81        
ホシハジロ -          2          6          114      264      133      302      371      321      1,301   2,017   
キンクロハジロ -          5          21        572      450      563      409      493      329      261      600      
スズガモ -          -          8          33        21        402      183      157      137      12        22        
ミコアイサ -          -          -          -          -          -          1          -          -          -          -          
カイツブリ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
カンムリカイツブリ -          -          -          -          -          1          1          2          2          1          1          
ハジロカイツブリ -          -          -          -          -          -          -          1          2          -          -          
カワウ 1,036   265      704      556      1,684   205      166      146      208      381      480      
アオサギ 13        19        23        23        25        21        7          13        8          9          10        
ダイサギ 6          7          5          -          1          -          -          -          -          -          1          
コサギ 11        2          -          -          1          -          1          1          -          1          -          
オオバン 1          2          9          30        21        16        73        46        58        50        41        
キアシシギ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
イソシギ 1          1          3          1          2          1          1          1          2          -          1          
キョウジョシギ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
ユリカモメ -          -          -          1          75        34        5          35        64        2          35        
ウミネコ 2          11        1          -          1          -          -          -          -          1          -          
セグロカモメ 4          2          1          3          4          5          3          3          3          14        2          
オオセグロカモメ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
コアジサシ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
カモメＳＰ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
ヒメアマツバメ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
キジバト 3          -          2          1          -          1          8          2          5          8          -          
ドバト -          5          -          3          -          20        -          -          -          -          -          
ミサゴ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
トビ 2          1          1          1          1          2          1          -          -          4          -          
オオタカ -          2          -          -          -          -          -          1          1          -          -          
ノスリ -          -          -          -          -          -          -          -          -          1          -          
カワセミ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
チョウゲンボウ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
ハヤブサ -          -          -          -          -          -          -          -          -          1          -          
モズ -          -          4          1          1          2          1          2          1          -          -          
オナガ -          4          4          5          -          2          3          1          -          -          1          
ハシボソガラス 9          1          5          -          1          1          2          2          -          -          -          
ハシブトガラス 15        5          1          12        3          5          2          4          2          6          13        
シジュウカラ 1          2          3          -          -          -          1          -          -          -          -          
ヒバリ -          -          2          2          -          -          -          2          -          2          1          
ツバメ -          4          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
ヒヨドリ -          2          5          181      9          6          5          13        13        18        3          
ウグイス -          -          -          -          -          -          -          1          1          -          -          
メジロ -          -          1          1          -          -          4          4          1          1          5          
セッカ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
ムクドリ -          4          -          6          -          2          9          5          1          -          -          
ツグミ -          -          -          -          -          2          2          3          -          1          2          
ジョウビタキ -          -          -          -          -          -          -          1          -          -          -          
イソヒヨドリ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
スズメ -          -          14        -          3          3          -          -          -          3          -          
ハクセキレイ 3          6          6          6          4          3          4          4          8          3          3          
セグロセキレイ -          -          -          -          -          -          -          -          1          -          -          
タヒバリ -          -          -          -          -          -          -          -          -          1          -          
カワラヒワ -          -          -          2          -          -          2          1          1          1          1          
ホオジロ -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
アオジ -          -          -          -          -          -          1          1          1          1          -          
オオジュリン -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          
合計 1,156   385      980      1,728   2,684   1,563   1,358   1,484   1,405   2,291   3,461   

資-4



月日

開始

終了

種名

オカヨシガモ

ヒドリガモ

マガモ

カルガモ

ハシビロガモ

オナガガモ

コガモ

ホシハジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ミコアイサ

カイツブリ

カンムリカイツブリ

ハジロカイツブリ

カワウ

アオサギ

ダイサギ

コサギ

オオバン

キアシシギ

イソシギ

キョウジョシギ

ユリカモメ

ウミネコ

セグロカモメ

オオセグロカモメ

コアジサシ
カモメＳＰ

ヒメアマツバメ

キジバト

ドバト

ミサゴ

トビ

オオタカ

ノスリ

カワセミ

チョウゲンボウ

ハヤブサ

モズ

オナガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

シジュウカラ

ヒバリ

ツバメ

ヒヨドリ

ウグイス

メジロ

セッカ

ムクドリ

ツグミ

ジョウビタキ

イソヒヨドリ

スズメ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

タヒバリ

カワラヒワ

ホオジロ

アオジ

オオジュリン

合計

2/1 2/15 3/8 3/22 4/12 4/26 5/10 5/24
9:00 9:00 9:05 9:00 9:00 9:00 9:00 9:00

11:26 11:47 11:10 10:55 10:25 10:10 10:27 10:35 合計

26 21 28 26 20 23 20 21 51             
2 0 1 2 0 0 0 0 7               
8 16 25 34 0 2 0 0 174           

37 33 29 12 0 0 0 0 348           
59 25 41 34 4 6 7 2 801           
-          -          -          -          -          -          -          -          2               
-          8          3          -          -          -          -          -          79             

73        67        43        96        -          -          -          -          904           
2,539   2,074   1,457   673      17        3          -          4          11,598      

465      677      684      679      225      26        7          6          6,472        
13        39        -          4          883      313      12        4          2,243        

-          -          -          -          -          -          -          -          1               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
3          -          -          1          1          2          -          -          15             
2          1          -          -          -          -          -          -          6               

476      564      526      540      891      909      1,100   1,073   11,910      
5          7          5          2          2          4          4          2          202           
-          -          -          -          -          -          -          1          21             
-          -          -          1          -          1          1          -          20             

58        22        25        73        12        -          2          2          541           
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          1          -          -          -          1          -          16             
-          -          -          -          -          -          -          -          -               

31        27        44        10        -          13        -          -          376           
-          -          -          7          3          1          3          3          33             
1          -          2          1          4          4          1          -          57             
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          -          -          -          -          -          1          1               
2          -          1          2          -          -          -          -          35             
-          -          -          -          -          -          2          -          30             
1          -          2          -          -          -          -          -          3               
1          -          -          -          -          -          -          -          14             
-          1          1          -          -          -          -          -          6               
-          -          -          -          -          -          -          -          1               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          -          -          1          -          -          -          1               
-          -          -          -          -          -          -          -          1               
-          -          -          -          -          -          -          -          12             
-          4          -          -          -          -          -          -          24             
1          1          3          1          2          8          2          1          40             
5          2          6          8          9          6          -          4          108           
-          -          -          -          2          2          2          3          16             
-          -          1          1          -          1          2          2          16             
-          -          -          -          5          3          2          1          15             
3          3          1          3          7          5          -          4          281           
-          -          2          1          -          -          -          -          5               
1          -          2          -          -          -          -          -          20             
-          -          -          -          -          1          2          1          4               
-          -          4          6          3          2          3          1          46             
2          2          2          2          -          -          -          -          18             
-          -          1          -          -          -          -          -          2               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
-          -          2          3          5          3          8          3          47             
2          3          3          5          5          3          3          2          76             
-          -          -          -          -          -          -          -          1               
-          1          -          -          -          -          -          -          2               
1          -          -          -          -          3          2          3          17             
-          -          -          -          -          -          -          -          -               
2          -          -          -          1          -          -          -          7               
-          -          -          -          -          -          -          -          -               

3,793   3,577   2,917   2,201   2,082   1,321   1,166   1,123   36,675      

資-5



新砂貯木場鳥類数調査出現場所別集計の合計表(2014-2017)

種名↓・場所→ 東側林 北側水路 枠:杭 枠内枠南 飛翔中 北側構内 その他 合計

オカヨシガモ -             18          -             8            -             -             19          45          
ヒドリガモ -             329        44          58          -             -             183        614        
マガモ 1            153        359        308        -             -             20          841        
カルガモ 1            325        911        285        6            2            11          1,541     
ハシビロガモ -             11          -             -             -             -             -             11          
オナガガモ -             84          57          81          -             -             5            227        
コガモ -             1,815     147        56          -             -             189        2,207     
ホシハジロ -             9,396     1,663     8,114     -             -             522        19,695   
キンクロハジロ -             11,637   59          10,750   17          -             209        22,672   
スズガモ -             310        17          8,562     -             -             -             8,889     
ミコアイサ -             1            -             -             -             -             -             1            
カイツブリ -             2            -             3            -             -             -             5            
カンムリカイツブリ -             17          1            3            -             -             2            23          
ハジロカイツブリ -             14          1            2            -             -             -             17          
カワウ 19,764   856        6,621     68          5            2            68          27,384   
アオサギ 138        48          327        3            7            2            3            528        
ダイサギ 4            8            13          -             11          -             -             36          
コサギ 2            5            18          2            2            3            3            35          
オオバン 2            540        183        549        5            -             163        1,442     
キアシシギ -             1            -             -             -             -             -             1            
イソシギ 1            11          18          4            -             5            1            40          
キョウジョシギ -             13          29          -             -             -             50          92          
ユリカモメ -             49          23          1            22          -             374        469        
ウミネコ -             2            32          12          7            -             12          65          
セグロカモメ -             7            91          10          39          1            7            155        
オオセグロカモメ -             -             5            -             1            -             -             6            
コアジサシ -             -             1            -             -             -             -             1            
カモメＳＰ -             -             -             -             21          -             -             21          
ヒメアマツバメ -             -             -             -             -             1            -             1            
キジバト 43          -             -             -             3            23          -             69          
ドバト -             -             -             -             73          13          -             86          
ミサゴ -             -             1            -             4            -             -             5            
トビ 5            1            1            -             3            10          -             20          
オオタカ 1            -             3            -             1            -             1            6            
ノスリ -             -             -             -             -             1            -             1            
カワセミ -             1            -             -             -             -             -             1            
チョウゲンボウ -             1            -             -             -             9            -             10          
ハヤブサ -             -             -             -             -             1            -             1            
モズ 13          -             -             -             -             9            -             22          
オナガ 20          -             -             -             -             11          -             31          
ハシボソガラス 43          -             19          -             1            46          -             109        
ハシブトガラス 62          -             -             -             5            154        -             221        
シジュウカラ 8            -             -             -             3            25          -             36          
ヒバリ 13          -             -             -             2            47          -             62          
ツバメ -             -             -             -             1            16          2            19          
ヒヨドリ 178        -             -             -             69          248        -             495        
ウグイス 2            -             -             -             -             12          -             14          
メジロ 2            -             -             -             -             49          -             51          
セッカ 5            -             -             -             -             1            -             6            
ムクドリ 89          -             8            -             3            229        2            331        
ツグミ 13          1            -             -             1            37          -             52          
ジョウビタキ 3            -             -             -             -             6            -             9            
イソヒヨドリ -             -             1            -             -             -             -             1            
スズメ 59          -             -             -             -             483        -             542        
ハクセキレイ 10          17          47          -             2            86          1            163        
セグロセキレイ -             -             -             -             -             1            -             1            
タヒバリ -             -             -             -             -             19          -             19          
カワラヒワ 9            -             -             -             7            40          -             56          
ホオジロ -             -             -             -             -             3            -             3            
アオジ 1            -             -             -             -             14          -             15          
オオジュリン -             -             -             -             1            -             -             1            

89,522   

資-6



新砂貯木場鳥類数調査出現場所別集計表　(2014-2015)

種名↓・場所→ 東側林 北側水路 枠:杭 枠内枠南 飛翔中 北側構内 その他 合計

オカヨシガモ -             10          -             -             -             -             8            18          
ヒドリガモ -             165        13          58          -             -             42          278        
マガモ 1            75          31          155        -             -             7            269        
カルガモ -             40          127        67          5            -             3            242        
ハシビロガモ -             8            -             -             -             -             -             8            
オナガガモ -             35          3            58          -             -             -             96          
コガモ -             422        14          10          -             -             10          456        
ホシハジロ -             2,195     140        1,649     -             -             231        4,215     
キンクロハジロ -             4,846     1            4,270     17          -             63          9,197     
スズガモ -             22          1            4,017     -             -             -             4,040     
ミコアイサ -             -             -             -             -             -             -             -             
カイツブリ -             -             -             1            -             -             -             1            
カンムリカイツブリ -             -             -             -             -             -             -             -             
ハジロカイツブリ -             4            -             2            -             -             -             6            
カワウ 4,616     29          912        13          5            -             13          5,588     
アオサギ 30          24          53          -             3            -             2            112        
ダイサギ -             -             -             -             1            -             -             1            
コサギ -             -             -             -             -             -             1            1            
オオバン -             125        19          218        5            -             30          397        
キアシシギ

イソシギ 1            1            1            3            -             -             -             6            
キョウジョシギ -             -             -             -             -             -             -             -             
ユリカモメ -             1            -             -             1            -             23          25          
ウミネコ -             -             9            5            2            -             -             16          
セグロカモメ -             1            15          4            4            -             1            25          
オオセグロカモメ -             -             4            -             1            -             -             5            
コアジサシ -             -             -             -             -             -             -             -             
カモメＳＰ -             -             -             -             21          -             -             21          
ヒメアマツバメ

キジバト 13          -             -             -             2            4            -             19          
ドバト -             -             -             -             50          2            -             52          
ミサゴ -             -             -             -             -             -             -             -             
トビ 2            -             -             -             1            -             -             3            
オオタカ -             -             -             -             -             -             -             -             
ノスリ -             -             -             -             -             -             -             -             
カワセミ -             -             -             -             -             -             -             -             
チョウゲンボウ -             -             -             -             -             4            -             4            
ハヤブサ -             -             -             -             -             -             -             -             
モズ 3            -             -             -             -             -             -             3            
オナガ 5            -             -             -             -             -             -             5            
ハシボソガラス 11          -             4            -             1            11          -             27          
ハシブトガラス 27          -             -             -             4            23          -             54          
シジュウカラ -             -             -             -             3            2            -             5            
ヒバリ 3            -             -             -             2            9            -             14          
ツバメ -             -             -             -             -             3            -             3            
ヒヨドリ 32          -             -             -             42          24          -             98          
ウグイス 2            -             -             -             -             1            -             3            
メジロ 1            -             -             -             -             8            -             9            
セッカ -             -             -             -             -             -             -             -             
ムクドリ 12          -             6            -             3            129        -             150        
ツグミ 5            1            -             -             1            7            -             14          
ジョウビタキ 2            -             -             -             -             3            -             5            
イソヒヨドリ -             -             1            -             -             -             -             1            
スズメ 50          -             -             -             -             242        -             292        
ハクセキレイ -             2            8            -             2            21          1            34          
セグロセキレイ

タヒバリ -             -             -             -             -             7            -             7            
カワラヒワ 2            -             -             -             5            16          -             23          
ホオジロ -             -             -             -             -             1            -             1            
アオジ 1            -             -             -             -             6            -             7            
オオジュリン -             -             -             -             1            -             -             1            

25,857   

資-7



新砂貯木場鳥類数調査出現場所別集計表　(2015-2016)

種名↓・場所→ 東側林 北側水路 枠:杭 枠内枠南 飛翔中 北側構内 その他 合計

オカヨシガモ -             5            -             5            -             -             10          20          
ヒドリガモ -             105        9            -             -             -             48          162        
マガモ -             45          148        24          -             -             7            224        
カルガモ -             91          352        50          1            -             4            498        
ハシビロガモ -             1            -             -             -             -             -             1            
オナガガモ -             23          6            21          -             -             2            52          
コガモ -             736        22          30          -             -             59          847        
ホシハジロ -             1,806     851        1,071     -             -             154        3,882     
キンクロハジロ -             3,500     38          3,399     -             -             66          7,003     
スズガモ -             50          2            2,554     -             -             -             2,606     
ミコアイサ -             -             -             -             -             -             -             -             
カイツブリ -             2            -             2            -             -             -             4            
カンムリカイツブリ -             5            1            1            -             -             1            8            
ハジロカイツブリ -             4            1            -             -             -             -             5            
カワウ 7,105     802        1,947     29          -             -             3            9,886     
アオサギ 58          11          141        3            1            -             -             214        
ダイサギ 1            5            1            -             7            -             -             14          
コサギ 1            2            5            2            1            1            2            14          
オオバン -             186        108        150        -             -             60          504        
キアシシギ -             1            -             -             -             -             -             1            
イソシギ -             6            8            -             -             4            -             18          
キョウジョシギ -             13          29          -             -             -             50          92          
ユリカモメ -             48          1            -             2            -             17          68          
ウミネコ -             1            9            5            1            -             -             16          
セグロカモメ -             4            47          2            20          -             -             73          
オオセグロカモメ -             -             1            -             -             -             -             1            
コアジサシ -             -             1            -             -             -             -             1            
カモメＳＰ -             -             -             -             -             -             -             -             
ヒメアマツバメ

キジバト 7            -             -             -             -             8            -             15          
ドバト -             -             -             -             3            1            -             4            
ミサゴ -             -             -             -             2            -             -             2            
トビ 1            1            1            -             -             -             -             3            
オオタカ -             -             -             -             -             -             -             -             
ノスリ -             -             -             -             -             -             -             -             
カワセミ -             1            -             -             -             -             -             1            
チョウゲンボウ -             1            -             -             -             4            -             5            
ハヤブサ -             -             -             -             -             -             -             -             
モズ 3            -             -             -             -             4            -             7            
オナガ -             -             -             -             -             2            -             2            
ハシボソガラス 14          -             10          -             -             18          -             42          
ハシブトガラス 20          -             -             -             1            38          -             59          
シジュウカラ 2            -             -             -             -             13          -             15          
ヒバリ 4            -             -             -             -             28          -             32          
ツバメ -             -             -             -             -             1            -             1            
ヒヨドリ 29          -             -             -             27          60          -             116        
ウグイス -             -             -             -             -             6            -             6            
メジロ -             -             -             -             -             22          -             22          
セッカ 1            -             -             -             -             1            -             2            
ムクドリ 73          -             1            -             -             61          -             135        
ツグミ 4            -             -             -             -             16          -             20          
ジョウビタキ 1            -             -             -             -             1            -             2            
イソヒヨドリ -             -             -             -             -             -             -             -             
スズメ 2            -             -             -             -             201        -             203        
ハクセキレイ 5            4            19          -             -             25          -             53          
セグロセキレイ

タヒバリ -             -             -             -             -             10          -             10          
カワラヒワ 4            -             -             -             -             12          -             16          
ホオジロ -             -             -             -             -             2            -             2            
アオジ -             -             -             -             -             1            -             1            
オオジュリン -             -             -             -             -             -             -             -             

26,990   

資-8



新砂貯木場鳥類数調査出現場所別集計表　(2016-2017)

種名↓・場所→ 東側林 北側水路 枠:杭 枠内枠南 飛翔中 北側構内 その他 合計

オカヨシガモ -             3            -             3            -             -             1            7            
ヒドリガモ -             59          22          -             -             -             93          174        
マガモ -             33          180        129        -             -             6            348        
カルガモ 1            194        432        168        -             2            4            801        
ハシビロガモ -             2            -             -             -             -             -             2            
オナガガモ -             26          48          2            -             -             3            79          
コガモ -             657        111        16          -             -             120        904        
ホシハジロ -             5,395     672        5,394     -             -             137        11,598   
キンクロハジロ -             3,291     20          3,081     -             -             80          6,472     
スズガモ -             238        14          1,991     -             -             -             2,243     
ミコアイサ -             1            -             -             -             -             -             1            
カイツブリ -             -             -             -             -             -             -             -             
カンムリカイツブリ -             12          -             2            -             -             1            15          
ハジロカイツブリ -             6            -             -             -             -             -             6            
カワウ 8,043     25          3,762     26          -             2            52          11,910   
アオサギ 50          13          133        -             3            2            1            202        
ダイサギ 3            3            12          -             3            -             -             21          
コサギ 1            3            13          -             1            2            -             20          
オオバン 2            229        56          181        -             -             73          541        
キアシシギ -             -             -             -             -             -             -             -             
イソシギ -             4            9            1            -             1            1            16          
キョウジョシギ -             -             -             -             -             -             -             -             
ユリカモメ -             -             22          1            19          -             334        376        
ウミネコ -             1            14          2            4            -             12          33          
セグロカモメ -             2            29          4            15          1            6            57          
オオセグロカモメ -             -             -             -             -             -             -             -             
コアジサシ -             -             -             -             -             -             -             -             
カモメＳＰ -             -             -             -             -             -             -             -             
ヒメアマツバメ -             -             -             -             -             1            -             1            
キジバト 23          -             -             -             1            11          -             35          
ドバト -             -             -             -             20          10          -             30          
ミサゴ -             -             1            -             2            -             -             3            
トビ 2            -             -             -             2            10          -             14          
オオタカ 1            -             3            -             1            -             1            6            
ノスリ -             -             -             -             -             1            -             1            
カワセミ -             -             -             -             -             -             -             -             
チョウゲンボウ -             -             -             -             -             1            -             1            
ハヤブサ -             -             -             -             -             1            -             1            
モズ 7            -             -             -             -             5            -             12          
オナガ 15          -             -             -             -             9            -             24          
ハシボソガラス 18          -             5            -             -             17          -             40          
ハシブトガラス 15          -             -             -             -             93          -             108        
シジュウカラ 6            -             -             -             -             10          -             16          
ヒバリ 6            -             -             -             -             10          -             16          
ツバメ -             -             -             -             1            12          2            15          
ヒヨドリ 117        -             -             -             -             164        -             281        
ウグイス -             -             -             -             -             5            -             5            
メジロ 1            -             -             -             -             19          -             20          
セッカ 4            -             -             -             -             -             -             4            
ムクドリ 4            -             1            -             -             39          2            46          
ツグミ 4            -             -             -             -             14          -             18          
ジョウビタキ -             -             -             -             -             2            -             2            
イソヒヨドリ -             -             -             -             -             -             -             -             
スズメ 7            -             -             -             -             40          -             47          
ハクセキレイ 5            11          20          -             -             40          -             76          
セグロセキレイ -             -             -             -             -             1            -             1            
タヒバリ -             -             -             -             -             2            -             2            
カワラヒワ 3            -             -             -             2            12          -             17          
ホオジロ -             -             -             -             -             -             -             -             
アオジ -             -             -             -             -             7            -             7            
オオジュリン -             -             -             -             -             -             -             -             

36,675   

資-9



新砂貯木場鳥類数調査水鳥所在別集計表　(2014-2015)

月日

天気 小雨、北風 曇、北風

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外9、枠内9 枠北外0、枠内10
移動船舶 2-3 0

調査者 荒川 稲垣、宮本、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 2 2
ヒドリガモ 0 0
マガモ 0 7 3 10 20
カルガモ 3 3 2 9 2 2 15
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 38 38 57 57
ホシハジロ 218 218 188 148 336
キンクロハジロ 181 181 317 408 17 742
スズガモ 0 10 10
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 20 1 356 377 47 161 208
アオサギ 12 1 5 18 10 5 15
ダイサギ 0 0
コサギ 1 1 0
オオバン 18 18 9 5 5 19
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 2 3 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 1 1
ウミネコ 4 1 5 1 1
セグロカモメ 1 1 3 3
オオセグロカモメ 3 3 0
カモメＳＰ 17 17 4 4
コアジサシ 0 0

注記事項

9:05 10:45

2014/11/5

9:00 10:40

2014/10/15

・コガモはエクリプス。ホシハジロ、キンクロハ
ジロは識別容易
・カモメSPは恐らくセグロカモメの群れ水門上
を荒川方向に飛翔

・カモメSPは恐らくセグロカモメの群れ、運河
を西方向に飛翔
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月日

天気 快晴、北風強い 快晴、北風強い

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内9 枠北外0、枠内10
移動船舶 １隻北側に進入しその後退出 0

調査者 稲垣、宮本、荒川 大原、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 4 4 1 1
ヒドリガモ 4 4 31 31
マガモ 10 5 2 17 4 3 16 23
カルガモ 2 2 1 5 2 4 1 7
ハシビロガモ 1 1 0
オナガガモ 0 0
コガモ 100 100 33 1 2 36
ホシハジロ 7 69 1 77 19 84 111 214
キンクロハジロ 92 778 870 78 645 723
スズガモ 207 207 313 313
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 1 1 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 105 1 150 4 260 44 2 147 2 195
アオサギ 11 1 2 14 4 10 14
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 5 15 20 6 20 26
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 2 2 2 2
オオセグロカモメ 0 0
カモメＳＰ 0 0
コアジサシ 0 0

注記事項

9:08 10:50

2014/11/19 2014/12/3

9:15 10:40

・その他のコガモは、運河
・その他のホシハジロは運河の対岸に多数
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月日

天気 晴、北風あり 曇一時晴、北風強い

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内10 枠北外0、枠内8
移動船舶 1 0

調査者 佐々、荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 4 4
ヒドリガモ 6 8 14 5 18 27 50
マガモ 6 59 65 13 20 4 37
カルガモ 6 43 3 52 6 16 3 2 27
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 29 29 2 2
コガモ 21 2 23 43 2 45
ホシハジロ 40 134 24 198 345 8 348 701
キンクロハジロ 208 639 9 856 808 175 2 985
スズガモ 598 598 382 382
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 1 1
カワウ 302 1 25 328 240 4 9 5 258
アオサギ 4 5 9 10 10
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 8 21 4 33 8 18 5 31
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 1 1 2 0
オオセグロカモメ 0 1 1
カモメＳＰ 0 0
コアジサシ 0 0

注記事項

2015/1/7

9:06 10:58

2014/12/24

9:18 10:50

・その他は、運河の対岸
・調査終了時にスズガモが30羽葛西臨海公
園方向から飛来し着水(上記数字に含む)

・北風が強く多くのカモ類は北側水路におり、
枠内のものはフロートの影などに隠れるよう
にしていた。
・アオサギは、全て北側堤防下の段にいた
が、飛び立ち各地に散ってしまった。
・その他は運河の対岸。
・オオセグロカモメは成鳥、北側水路上空を
東から西方向に飛んでいた。
・カワウは、風が強いためか林の下のほうに
多くとまっていた、営巣状態は確認できな
かったが2箇所それらしく見える場所で複数
のカワウが一緒にとまっていた
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月日

天気 みぞれ･曇、北風あり 晴、北風あり

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内6 枠北外0、枠内6
移動船舶 1 0

調査者 大原、荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 3 3
ヒドリガモ 54 11 65 41 22 63
マガモ 19 18 37 4 18 22
カルガモ 7 8 15 2 25 33 60
ハシビロガモ 5 5 2 2
オナガガモ 0 30 3 29 62
コガモ 33 1 34 33 6 39
ホシハジロ 439 13 81 533 439 30 180 649
キンクロハジロ 453 216 5 674 626 267 893
スズガモ 87 87 7 524 531
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 1 1 2 2
カワウ 389 5 3 397 487 2 1 490
アオサギ 5 5 4 4
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 6 17 23 15 16 31
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 2 2 2 2
オオセグロカモメ 0 0
カモメＳＰ 0 0
コアジサシ 0 0

注記事項

9:00 11:00

2015/1/21

9:05 10:35

2015/2/4

・その他は運河の対岸(南側) ・10時頃200羽を越えるスズガモの群れが、
続けて二つ東側から飛来し枠内に着水した
・圧倒的多数が北側水路の西側におり砂町
運河側(西側)にいたるまで広がっていた
・群れはキンクロハジロとホシハジロが主流
だが、他の種類も混在していた
・スズガモは基本的にまとまっているが、一部
他の群れに混ざっているものもいた
・北側の防潮堤の棚に休んでいた鳥が非常
に多く、種類も混ざっていた
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月日

天気 小雨、北風強い 曇、風穏やかで気温暖か、

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内5 枠北外0、枠内6→7
移動船舶 0 1

調査者 荒川 大原、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 19 19 0
マガモ 9 1 11 21 1 8 3 12
カルガモ 4 4 13 21 2 13 3 1 19
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 2 2 1 1
コガモ 23 3 26 4 7 11
ホシハジロ 465 3 32 50 550 90 45 50 3 188
キンクロハジロ 845 46 5 896 608 1 182 791
スズガモ 1 682 683 9 54 63
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 1 1 2 0
カワウ 374 3 1 2 380 539 1 2 542
アオサギ 1 5 6 2 4 2 8
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 20 10 30 19 10 36 3 68
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 1 1 1 1
オオセグロカモメ 0 0
カモメＳＰ 0 0
コアジサシ 0 0

注記事項

9:10 10:359:00 11:00

2015/3/42015/2/18

・そ䛾他䛿砂町運河䛾南岸(観測場所䛾対
岸)
・セグロカモメ䛿貯木場上空を旋回するように
飛んでいた。

(★右䛾欄から䛾続き）
し䜀らく荒川河口付近(水門出口方向)䛾上空
を舞っていたがどこかに行ってしまった。
・今日䛾調査䛿、全般にカモ類が落ち着き䛾
ない状況下にあったように思われた。
明らかに船䛾出入り䛿関係しているが、暖か
くなりつつある気候䛾影響や、渡りへ䛾動き
も関係ある䛾かどうか。

・「そ䛾他」䛾カモとオオバン䛿運河䛾対岸付
近にいたも䛾。
・9時に到着した頃、すでにいくつか䛾小群䛾
カモが上空を飛翔していた。
・10時近くに雲が切れ晴れ間が見えるように
なって、しきりに飛び立つカモ類が目立った。
・通常多く䛾カモが休んでいる北側䛾堤防海
側䛾段に䛿アオサギ以外おらず、また、北側
水路䛾運河寄り䛾部分に䛿運河䛾ほうに群
れがせり出す状態で䛿なくコンクリート䛾枠
䛾ある部分よりも東側に浮かんでいた。通常
䛿堤防䛾段䛾上と運河にせり出して見られる
カモ類が何らか䛾事情で飛翔した䛾で䛿ない
かと推測された。浮いているカモ䛾数、種類
も一見して少ない印象を受けた。そ䛾後、10
時過ぎに䛿枠内に船が進入してきた䛾で、２
００羽以上䛾カモが飛び立ち　　　(★左䛾欄
に続く)
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月日

天気 晴、微風あり、暖か 曇、

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内1 枠北外0、枠内2
移動船舶 1 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 4 4 0
ヒドリガモ 11 3 6 20 10 1 1 12
マガモ 1 10 1 12 3 3
カルガモ 1 8 9 3 3 6
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 22 2 4 28 2 2 4
ホシハジロ 132 29 274 34 469 28 11 25 8 72
キンクロハジロ 614 346 19 979 190 198 23 411
スズガモ 6 581 587 445 445
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 695 8 20 2 3 728 786 1 31 2 1 821
アオサギ 1 1 2 5 2 7
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 9 2 17 10 38 18 1 6 3 28
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 1 23 24 0
ウミネコ 0 4 4
セグロカモメ 3 1 1 5 0
オオセグロカモメ 1 1 0
カモメＳＰ 0 0
コアジサシ 0 0

注記事項

9:00 10:409:00 11:00

2015/4/12015/3/18

・カワウは一部雛が孵っている様子。林と運
河など水面の往復飛翔など動きが活発。
・その他は、カモ類、オオバンは運河対岸、カ
モメ類は運河に。
・飛翔中のセグロカモメは西方面から東方向
へ。

・その他はカワウが運河にいたが、それ以外
は全て運河の対岸(南側)よりにいたもの。
・カモ類は明らかに数が少なくなった印象を
受けた。
・複数のカモ類が入り交ざっていた2月～3月
に比べると、カモ類の混在が少ないように思
えた
・キンクロハジロはオスがメスよりかなり多い
印象を受けた
・飛翔中のカルガモは東から西方向へ、アオ
サギは西から東へ移動していた。
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月日

天気 快晴、強い南風

気温

調査時間 ～

係留船舶 枠北外0、枠内1
移動船舶 0

調査者 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0
ヒドリガモ 0
マガモ 0
カルガモ 3 3
ハシビロガモ 0
オナガガモ 0
コガモ 15 15
ホシハジロ 3 1 6 10
キンクロハジロ 7 189 196
スズガモ 134 134
ミコアイサ 0
カイツブリ 0
カンムリカイツブリ 0
ハジロカイツブリ 0
カワウ 588 2 5 9 604
アオサギ 0
ダイサギ 1 1
コサギ 0
オオバン 8 19 5 32
キアシシギ 0
イソシギ 0
キョウジョシギ 0
ユリカモメ 0
ウミネコ 5 5
セグロカモメ 4 4
オオセグロカモメ 0
カモメＳＰ 0
コアジサシ 0

注記事項

9:00 10:30

2015/4/15

・その他はカワウが運河にいたが、それオオ
バンは運河の対岸(南側)よりにいたもの。
・飛翔中のダイサギは南側から北に向かって
とんでいった。
・カワウは前回より数が減少しているが、ヒナ
が孵化し、親鳥が餌をとりに離れたためでは
ないかと推測される。(観察位置から巣にいる
ヒナを確認できたのはほんの少数のみ)
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新砂貯木場鳥類数調査水鳥所在別集計表　(2015-2016)

月日

天気 曇北微風 快晴、台風の影響で北風強い

気温 気温20度
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 0 0
マガモ 0 0
カルガモ 14 24 1 1 40 7 33 8 48
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 2 2 16 3 2 21
ホシハジロ 4 2 6 29 29
キンクロハジロ 3 3 4 24 28
スズガモ 2 2 0
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 1 1 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 19 188 2 209 116 1 117
アオサギ 8 3 11 2 8 10
ダイサギ 0 0
コサギ 2 2 2 2
オオバン 0 1 1
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 1 1 2
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 4 4 0
セグロカモメ 2 2 11 11
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:05 10:05 9:00 10:30

2015/9/16 2015/10/7

・カモはカルガモを除きオスはエクリプス状態
・イソシギは北側水路を東から西方向へ飛翔
していた
・コガモは北側水路北側の護岸の棚上にい
た
・観測場所は、草が深く茂っていた

・観測場所の草は刈られていた。グランドの
南下に当たる部分を草刈していた。
・草刈の作業員が堤防で休憩していたため、
堤防下の棚に休んでいたコガモが飛んでし
まった。
・カワウは枠の北側に多くとまっていた。北風
が強かったのと関係があるかどうか不明。
・カモは増えてきた印象だが、スズガモは見ら
れなかった。
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月日

天気 曇、東よりの風強い 快晴、西よりの風あり

気温 ２０℃ １８℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 0 7 7
マガモ 5 5 10 4 4
カルガモ 5 35 40 16 16
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 8 8 2 2
コガモ 34 2 2 38 50 2 3 55
ホシハジロ 3 164 167 51 95 150 296
キンクロハジロ 21 448 469 205 1 569 775
スズガモ 19 19 148 148
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 1 1 0
カワウ 46 736 782 24 4 398 1 427
アオサギ 16 5 21 15 15 30
ダイサギ 1 1 3 5 4 4
コサギ 2 2 1 1 2
オオバン 17 18 35 25 15 17 57
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 2 2 1 3
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 11 11 5 5
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:10

2015/10/21 2015/11/4

11:05 9:05 11:25

・開始時には、北側水路に３～４グループで
カモ類がいた。一部は運河に張り出してい
た。
・東よりの風が強くなってくると、北側水路の
西側にいた群れが、枠内の南東部分に移っ
た。強い風を避けるための行動と思われる。
・北側水路のカルガモ5羽とコガモ23羽は堤
防南、西端の棚の上

・北側水路観測スタート地点より5mほど北東
の水面を、オオバンの死体が浮いていた
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月日

天気 晴、微風、暖か。 曇、北風有

気温 20.5℃－21.5℃ 11.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川洋一

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 4 4
ヒドリガモ 19 19 16 16
マガモ 9 6 1 16 7 7 14
カルガモ 1 19 20 29 3 32
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 1 3 4 1 7 8
コガモ 75 3 4 82 117 117
ホシハジロ 19 85 43 147 171 15 148 31 365
キンクロハジロ 61 616 677 171 1 309 3 484
スズガモ 366 366 1 155 156
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 1 1 0
カンムリカイツブリ 0 1 1
ハジロカイツブリ 0 1 1
カワウ 101 434 6 541 228 244 472
アオサギ 6 18 24 1 22 23
ダイサギ 0 0
コサギ 0 1 1
オオバン 5 13 10 28 17 2 9 12 40
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 2 1 4 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 4 4 4 4
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2015/12/2

11:05 9:00 10:55

2015/11/18

9:05

・北側構内東部スラッジプラント寄りで、機動
草刈作業（北側水路北東部分にカモ類少な
い）

・調査開始時点で北風有。枠内では北、ま
たは北東に群れが偏り
・北側水路では、東側のふくらみには少
なく中央部、運河側にまとまっていた
・その他は、運河で水門寄り南側
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月日

天気 晴、微風、暖か 曇、微風→やや強め
気温 14℃-14.5℃ 10.5℃-13℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 1 1 1 4 5
ヒドリガモ 22 5 27 13 13
マガモ 41 41 1 6 2 9
カルガモ 24 1 25 13 3 16
ハシビロガモ 1 1 0
オナガガモ 11 1 12 2 2
コガモ 100 100 39 2 15 8 64
ホシハジロ 211 14 99 30 354 130 65 43 4 242
キンクロハジロ 243 137 380 301 2 80 383
スズガモ 2 99 101 19 115 134
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 2 2
ハジロカイツブリ 0 1 1
カワウ 116 6 66 188 157 8 33 2 2 202
アオサギ 1 20 21 1 12 13
ダイサギ 0 1 1
コサギ 0 1 1
オオバン 11 26 37 3 3 3 9
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 2 3 5 12 12
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 1 1 2 1 2 3
オオセグロカモメ 1 1 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

11:109:059:00 11:15

2015/12/16 2015/12/24

・堤防の水面側の棚および、枠の下段は、開
始当初は冠水していた。（築地、満潮9：05、
中潮）そのため、よく棚で休んでいたマガモが
枠の上で多く見られた。
・砂町排水機場の建物付近には大きなクレー
ンが見えており、貯木場側のタンクの上に人
影も見られた。枠南、東の細い水域に水鳥が
少なかったことと関連があるか。
・その他は、運河。
・飛翔中のユリカモメは西から東方向に飛ん
でいた。セグロカモメは運河上空。

・「その他」は、運河
・「飛翔中」のダイサギは南から北へ、セグロ
カモメは1羽ずつ北から南へ飛翔
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月日

天気 薄曇、北風ややあり 晴、西風やや強し

気温 10℃-10.5℃ 8.5℃-6.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0枠南に1
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 2 2 4 0
ヒドリガモ 4 14 18 1 1
マガモ 7 5 3 15 2 3 5
カルガモ 5 18 12 35 1 16 17
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 2 1 3 6 0
コガモ 15 1 13 29 16 1 17
ホシハジロ 123 9 98 31 261 49 57 78 35 219
キンクロハジロ 189 1 70 3 263 40 2 22 39 103
スズガモ 2 1 135 138 1 16 17
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 1 1 0
カワウ 320 10 330 296 19 315
アオサギ 9 9 5 10 1 16
ダイサギ 0 1 1
コサギ 1 1 0
オオバン 12 15 16 43 14 11 3 28
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 2 2 4 0
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 1 2 3 2 2
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:05 10:50 9:05 11:00

2016/1/202016/1/6

・久々に肌寒い気候だが、カモ類の数は目に
見えて少ない。
・消防出初式で、エアハイパーレスキュー隊
の新型ヘリが編隊飛行をしたり、比較的低空
を飛んでいたので時々カモ類が飛び立ってい
た。
・「その他」はユリカモメは運河で、それ以外
は対岸奥にいたものだが、コガモ、ヒドリガモ
およびホシハジロの多くは北側水路の棚にい
たもの、北側水路の運河側にいたものなど
が、ヘリコプターの音に驚いて移動したもの。

・低気圧の関係で珍しく強い西風であった。
・昨年度は北風が強かったときに、北側の堤
防側に多く集結していたので、そっと堤防下
の棚を覗いてみると、通常は南側の棚で多く
見られる鳥の休息が南側にはほとんどおら
ず東側の棚にアオサギ13羽、コガモ10羽、マ
ガモ1羽などが見られた。
・また、その他で示した運河対岸の奥にも多
数の水鳥の集結が見られたが、強い逆光風
と船の影響で波が大きく、正確な同定は困難
であった。
・水鳥は極端に数が少なく感じた。
・キンクロハジロは特にオスが多く見られた。
ホシハジロも通常よりはオスが目立ったがキ
ンクロハジロほど偏った印象はない。
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月日

天気 晴、北風あり 曇、北風強い

気温 5℃-6℃ 7℃-6.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 2 2
ヒドリガモ 14 14 15 14 29
マガモ 4 32 36 14 2 4 6 26
カルガモ 8 39 47 4 18 14 2 38
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 5 5 0
コガモ 62 1 63 43 29 72
ホシハジロ 424 84 65 573 338 12 22 9 381
キンクロハジロ 491 46 537 549 9 32 4 594
スズガモ 14 103 117 0
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 1 1 0
カンムリカイツブリ 0 1 1
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 516 1 3 520 536 3 1 540
アオサギ 2 11 13 5 5
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 19 5 8 32 12 17 9 38
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 20 20 1 1
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 1 1 3 3
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:03 11:03 9:00 10:57

2016/2/3 2016/2/24

・北風が時折やや強く吹いていたが、枠内の
鳥も北側よりに集まり北側水路は、この冬一
番の集中度合であった。
・キンクロハジロは特にオスが多く見られた。
ホシハジロも通常よりはオスが目立ったがキ
ンクロハジロほど偏った印象はない。

・北風が強く、多くのカモ類は北側水路に集
まり、枠内のものも北側の枠近くか、枠の南
側にいた。枠の上に止まっているもの、杭の
上に止まっているものもごく短時間を除くとい
なかった。
・キンクロハジロは、感覚的には98％程度が
オス、ホシハジロも9割近くがオスのように見
受けられた
・その他は対岸奥と運河（コガモ27、マガモ4、
ヒドリガモ5、オカヨシガモ2）
・運河は観測中、目立った航行船がいなかっ
たように思われる（工事監視船が一隻いたの
み）
・本来の観測日は、2月17日であったが、調
査員がインフルエンザのため1週間順延した
もの
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月日

天気 快晴、北寄りの風あり 晴、北風有り

気温 8℃ 8.5℃ー13.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 1 1 2 4
ヒドリガモ 8 8 2 2
マガモ 7 25 32 1 10 11
カルガモ 37 34 71 2 14 2 2 20
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 5 5 0
コガモ 73 2 3 78 51 3 2 56
ホシハジロ 245 141 54 440 42 264 68 13 387
キンクロハジロ 601 5 236 842 384 16 507 5 912
スズガモ 5 75 80 6 513 519
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 1 1
カンムリカイツブリ 1 1 2 1 1 2
ハジロカイツブリ 1 1 0
カワウ 496 1 10 2 509 756 9 12 2 779
アオサギ 5 5 1 3 4
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 53 4 10 67 7 27 14 17 65
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 5 5 21 21
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 1 1 1 4 5
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

11:059:00

2016/3/2 2016/3/16

9:00 11:25

・ホシハジロのオスが非常に多かった。キン
クロハジロもオスがほとんど。
・その他は運河対岸。

・東側林のカワウには抱卵中もいるが、すで
にヒナが孵化しているものもいるように見え
る。
・キンクロハジロはオスが圧倒的に多いが、
スズガモはバランスがとれており、ホシハジロ
はオスが多いもののメスもかなりの数がい
た。
・コガモはメスが多く見えた。
・その他は運河の対岸
・スズガモは数十～100前後の小さな群れで
よく飛んでいた。荒川方面に移動したものも
ある。

資-23



月日

天気 晴、南風やや強い 晴、微風からやや強めの風に

気温 15.5℃ 15.5℃～16.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 1 1 4 6 2 2
マガモ 2 2 1 5 0
カルガモ 7 6 13 6 2 8
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 20 2 3 4 29 23 1 24
ホシハジロ 3 8 11 1 1 2
キンクロハジロ 146 254 10 410 90 1 46 2 139
スズガモ 1 490 491 318 318
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 732 11 36 5 1 785 744 12 68 5 829
アオサギ 3 1 4 0
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 5 7 9 2 23 0
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 4 4 1 1
セグロカモメ 1 2 3 1 1
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/4/6

9:05 10:45

2016/4/20

9:03 10:28

・その他は、運河（対岸を含む）。
・キンクロハジロ、コガモなど数羽から20羽ほ
どの単位で、比較的活発に移動を繰り返して
いた。運河の航行が比較的多かったこともそ
の理由の一つに挙げられよう。
・カワウは、巣内にヒナが多くみられた。

・キンクロハジロの雌雄比は、これまで数回
はオスが多かったが、今回はメスも相当数お
り、オスだけが突出している印象はなかった。
・その他は、運河の対岸
・セグロカモメは西から東方向へ飛翔、ウミネ
コは枠内の上空を飛び、時折水面まで降下し
ていた。
・北側水路のカワウのうち8羽程度は運河側
で盛んに潜りエサ取りをしていた。
・カワウの巣には大きくなったヒナが相当数
見られた。親がおらずヒナだけいるものも少
なくない印象を受けた。
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月日

天気 晴、強い南風 曇、南風強し

気温 25℃～26.5℃ 22.5℃～23℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 0 0
マガモ 0 0
カルガモ 1 6 7 5 5
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 0 0
ホシハジロ 1 1 1 1
キンクロハジロ 1 1 3 3
スズガモ 0 0
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 996 3 96 2 1097 1022 8 213 1 1244
アオサギ 2 1 3 1 1 2
ダイサギ 2 2 1 1
コサギ 2 2 1 1
オオバン 1 1 0
キアシシギ 1 1 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 13 29 50 92 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 1 1 1 2 3
セグロカモメ 1 3 8 12 0
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 1 1 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/5/25

9:00 10:20

2016/5/11

9:00 10:30

・貯木場の南側の奥まったところでクレーンを
使った工事をしていた。
・調査開始時点では、枠の下段はほとんど水
没していたがすぐに露出した。北側水路の堤
防南側の段は調査開始時点ではすでに露出
していた。
・飛翔中のダイサギのうち1羽は東方向へ、1
羽は北から南へ移動
・飛翔中のセグロカモメは、運河の上空、枠
内上空など。ほとんどが幼鳥。
・その他は、運河の対岸で一番奥のところ

・キンクロハジロ、ホシハジロは全てオス。
・カワウの多くはヒナも大きく成長し、一つの
巣に何羽もみられるものがあった。巣立ったヒ
ナが枠の上などに休んでいる姿もあった。
一方まだ抱卵中なのかと思われる姿も見ら
れ、運河の方には餌をとって巣に運ぶ親の姿
もあった。
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新砂貯木場鳥類数調査水鳥所在別集計表　(2016-2017)

月日

天気 台風接近、曇、小雨混り、南風一時的に強 曇、北風やや強い

気温 27℃ 20.5℃-24℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外2、枠内0 枠北外6→0、枠内0

移動船舶 0 2隻入り、6隻出る

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 0 0
マガモ 1 1 2 6 8
カルガモ 8 24 16 48 2 8 7 17
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 0 8 8
ホシハジロ 0 2 2
キンクロハジロ 0 1 4 5
スズガモ 0 0
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 141 1 893 1 1036 42 219 2 2 265
アオサギ 3 2 8 13 7 12 19
ダイサギ 2 4 6 2 5 7
コサギ 11 11 2 2
オオバン 1 1 2 2
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 0
ウミネコ 1 1 2 5 2 4 11
セグロカモメ 4 4 1 1 2
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/9/21

9:00 9:56 9:00 10:15

2016/9/7

・北側構内の大きな建築物の東側横に大型
クレーン車が3台つき、建物の屋上の工事作
業に従事していた。
・九州南方の台風が関東北側の梅雨前線と
の関係で、非常に変化が多い天候だったが、
幸い観測には大きなダメージとならずに終了
できた
・マガモ1羽は、オスのエクリプス

・未明に台風通過。そのため久しぶりに退避
船舶が多かったが、10時ころにはすべて出
た。
・その他は運河。
前回、大量に枠上にいたカワウが激減したの
は、台風を避けたものなのか？
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月日

天気 曇、南風、夜に台風通過の見通し 晴、北風あり

気温 26℃ 22℃-24℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外6、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 1(出) 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 3 3 6 6
マガモ 1 4 5 14 2 16
カルガモ 14 68 5 87 2 37 5 44
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 25 31 56 73 20 3 12 108
ホシハジロ 6 6 18 10 86 114
キンクロハジロ 21 21 114 2 456 572
スズガモ 8 8 17 16 33
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 51 653 704 40 1 502 13 556
アオサギ 5 18 23 10 1 12 23
ダイサギ 1 1 2 1 5 0
コサギ 0 0
オオバン 1 8 9 15 15 30
キアシシギ 0 0
イソシギ 2 1 3 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 0 1 1
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 1 1 3 3
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/10/5 2016/10/19

10:25 9:00 11:109:00

・今夜半に台風通過の見通しのために、係留
船舶は今朝入ってきたものと思われる
・そのうちの少なくとも一隻をもってきたク
ルーが、小舟に乗って出ていった。このため
か北側水路にはほとんど鳥がいなかった。
・運河の南奥にはカモなど全くいなかった。

・その他は水門の棚
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月日

天気 曇、北風有り 曇、時折やや強い北風

気温 13.5℃-11.5℃ 12.5℃-13.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 8 5 6 19 2 2
マガモ 3 5 3 1 12 5 21 10 3 39
カルガモ 7 9 2 1 19 3 4 10 2 19
ハシビロガモ 2 2 0
オナガガモ 3 1 4 0
コガモ 55 1 1 57 73 73
ホシハジロ 221 8 35 264 90 3 40 133
キンクロハジロ 129 1 320 450 207 356 563
スズガモ 21 21 102 300 402
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 1 1
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 912 771 1 1684 13 189 3 205
アオサギ 7 1 16 1 25 2 7 11 1 21
ダイサギ 1 1 0
コサギ 1 1 0
オオバン 2 6 9 4 21 7 9 16
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 2 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 4 71 75 17 17 34
ウミネコ 1 1 0
セグロカモメ 4 4 5 5
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/11/2

9:05 11:17 9:00 11:00

・かなり冷え込み、手袋なしでは、手がかじか
み、風が身にしみた。
・水鳥たちは、群れが北側に寄ってきていた。
・カワウは貯木場を囲んでいる柵(枠)では東
側の林寄りに多くいたが、林にも相当密集し
て止まっていた。また、電線にとまっているカ
ワウも多くみられた上側の電線に52羽、それ
より下側の電線に約32羽観測された。これま
で電線にとまるカワウがこれほど多数みられ
たのは本調査では初めて。過去に若鳥が巣
立った後の時期に新砂干潟側から多数電線
にとまっているのを観測したことはある。(下側
の電線の数に「約」とつけたのは、林の中を電
線が通っているように見える部分があり、木に
とまっているものと一部区別がつけにくい箇所
があったため）
・その他は、カワウとユリカモメは運河。その
ほかの種類は運河の対岸奥の土が露出して
いる付近。

・気温はそれほど低くは感じなかったが、時
折強く吹く北風は冷たく、水面のカモ類は北
側水路で観測場所のすぐ南の部分や、枠内
でも北側に集まっていた。
・カワウが激減した印象であった。特に東側
林でのカワウがほとんどいない状況。東側林
の東側(荒川側)で、工事が行われているよう
だが、その影響があるのか、人が林に入り込
むような状況になっているのかは不明。
・カモ類は、スズガモが大きく増加したが、ホ
シハジロは逆に減少した。

2016/11/16
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月日

天気 晴、北風やや強→弱 快晴、弱い北風

気温 12.5℃-13.5℃ 10℃-14℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 １（10:00頃枠内に侵入10:15頃退出）

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 1 1 2 0
ヒドリガモ 2 14 16 7 7
マガモ 3 28 2 33 33 33
カルガモ 25 20 45 67 3 70
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 4 2 6 13 1 14
コガモ 46 13 59 42 2 44
ホシハジロ 206 51 36 9 302 217 137 17 371
キンクロハジロ 242 3 164 409 354 8 131 493
スズガモ 22 161 183 83 74 157
ミコアイサ 1 1 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 1 1 2 2
ハジロカイツブリ 0 1 1
カワウ 137 28 1 166 114 2 24 2 4 146
アオサギ 1 6 7 13 13
ダイサギ 0 0
コサギ 1 1 1 1
オオバン 42 12 15 4 73 27 8 11 46
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 5 5 35 35
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 3 3 2 1 3
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:00 11:17

2016/12/21

12:00

2016/12/7

・カワウの数は林において、前回と比し増加
したが、枠の上や水上でも多くはない。
貯木場の南側に金属製の製品がおかれ、タ
ンクには作業員がつくなどが見られ工事など
の作業が影響しているのか、東側林の貯木
場に近い側の木々が枯れているように見ら
れることが影響しているのか。今後の繁殖状
況を注視したい。
・今回初めてミコアイサを1羽確認した。オス
のエクリプス。
・その他は、ヒドリガモは対岸の水門の肩に
あたるコンクリの建造物上に13羽。その付近
の水域に1羽とオオバンが5羽。ユリカモメは
運河。

・枠内への侵入船(小型のクルーザー、かわ
せみ号スーツ姿の人が5-6人乗船)があり、
枠内のスズガモを中心とするカモ類が一斉に
飛翔、荒川から臨海公園方面へ飛び去る総
数約4-500羽、他にも飛び立ったもの多く、一
部はすでにカウント済みの北側水路の鳥の
中に着水。東側林のカワウもほとんどが飛び
立つ。船は枠内を回り、浮台で一時停船した
後約15分ほどで退出した。鳥が大きくかき回
されたので、鳥が落ち着くのを待ち10:30か
ら、既カウント分も含め改めて計測し直しし
た。
・その他は、ヒドリガモは対岸の水門の肩に
あたるコンクリ上、それ以外は運河

9:00
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月日

天気 晴/曇一時雨微風暖か 快晴微風から南風やや強くなる、

気温 11.5度-15℃ 約6℃-7.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 8 3 11 11 11
マガモ 4 33 37 2 2 24 28
カルガモ 52 66 118 4 62 66
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 14 14 4 12 2 18
コガモ 38 2 15 55 38 46 84
ホシハジロ 111 138 13 59 321 462 830 9 1301
キンクロハジロ 225 3 83 18 329 92 150 19 261
スズガモ 3 134 137 12 12
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 1 1 2 1 1
ハジロカイツブリ 2 2 0
カワウ 189 1 18 208 368 9 4 381
アオサギ 3 5 8 9 9
ダイサギ 0 0
コサギ 0 1 1
オオバン 29 7 15 7 58 29 16 5 50
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 2 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 1 63 64 2 2
ウミネコ 0 1 1
セグロカモメ 1 1 1 3 1 12 1 14
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2016/12/22

9:00 11:15 9:00 11:40

2017/1/4

・観測場所到着時に、昨日よりも鳥の分布が
少ない印象を受けた。
・昨日、400羽ほどスズガモを中心としたカモ
が臨海公園方向に飛び去ったが、その一部
しか戻っていない印象である。
・枠内に、カモ類が少ないのは枠内の杭にこ
の両日ともオオタカのオスがとまっていたこと
も関係するかもしれない。
・北側水路で運河方向に群れがせり出す状
況も少ない印象であった。

・枠の下段は観測開始時点では冠水していた
が、徐々に水が引き終了時には大きく露出し
ていた。
・観測当初は、枠内にカモは多くなく、多くが
北側水路に広がっていた。
・運河も当初船の運航がなく、水門のあたりま
で大きく広がっていた。10時ころに見張り船が
枠に接近。やがて水門が開き、マリーナを中
心にクルーザータイプの船の出入りが多くな
り、運河のカモも枠内に移動した。その後辰
巳方向から北船が枠まで直進し、北側水路側
にいた大半のカモが飛び立ち枠内に移った。
これらの関係があり、枠内のカモだけ再カウ
ントし、枠内の観測数の調整を行った。
・セグロカモメは10羽ほど旋回していた。
・ウミネコは1羽北から南へ飛翔。
・ホシハジロは大きな群れで、そのうち7-8割
はオスであった。
・カワウは東側林で繁殖準備にかかっている
様子で、数も最近になく多く見受けられた。
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月日

天気 快晴、北風有 快晴、北風

気温 5.5℃-6.5℃ 6.5℃∸7.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

オカヨシガモ 0 2 2
ヒドリガモ 2 12 14 7 1 8
マガモ 7 14 4 25 4 33 37
カルガモ 37 45 8 90 1 15 20 23 59
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 12 12 0
コガモ 80 1 81 69 2 2 73
ホシハジロ 855 39 1115 8 2017 746 10 1735 48 2539
キンクロハジロ 489 1 109 1 600 216 222 27 465
スズガモ 22 22 2 11 13
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 1 1 3 3
ハジロカイツブリ 0 2 2
カワウ 462 1 14 3 480 471 2 3 476
アオサギ 2 8 10 5 5
ダイサギ 1 1 0
コサギ 0 0
オオバン 10 1 20 10 41 28 22 8 58
キアシシギ 0 0
イソシギ 1 1 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 14 21 35 31 31
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 1 1 2 1 1
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

2017/2/1

11:15 9:00 11:269:00

2017/1/18

・ホシハジロが圧倒的な数を占めていた。ほと
んどがオスで、メス䛿1割～2割程度䛾印象。
・開始直前時点で䛿、枠内䛾カモ䛿一番手前
（北側）に集結。北側水路で䛿、東端を除くと水
路いっ䜁いに広がり、運河方向まで広くほぼ均
等に埋まっている印象。枠䛾運河側䛿、通常
船䛾運航がある䛾であまりカモ䛾広がり䛿大き
くないが、今日䛿ホシハジロを中心に群れが広
がっていた。
・北側水路䛾大部分䛿、観測開始とほぼ同時
に飛び立ち枠内等に移動してしまった。カモた
ち䛿かなり神経質な様子で、もしかしたらどこ
からか移動してきた直後な䛾かもしれない
・カワウ䛿、巣材運びをするも䛾も複数あり、営
巣また䛿抱卵中䛾も䛾も少なくなかった。今期
䛾過去䛾観測結果と比べると、久しぶりに多く
䛾カワウが林に集まったと思われた。
・ダイサギ䛿北から南方向に飛翔。
・ユリカモメ䛿3羽が北から南へ、11羽が東から
西へ飛翔していた。
・そ䛾他䛿運河とそ䛾南奥。

・観察開始時点で、北風がそれほど強く䛿なかった
がほとんど䛾カモ䛿北側水路全面にきていた。調
査開始とともに、多く䛿驚き枠内ないし運河方向に
移動。群れ䛾大半がホシハジロだったが、かなり
過敏で飛䜀ないまでも群れで泳いで移動したり又
䛿飛び立つ動作が頻繁に見られた。

・ほとんど䛾カモがホシハジロで、オスが多く
みられたが、前回より䛿メス䛾数が増えたよう
な印象であった。
・調査開始時点で䛿潮䛿満ちており、枠䛾下段䛿
ほとんど水没していたが、そ䛾後徐々に現れ、調
査終了時点で䛿枠䛾下段䛾下をくぐれるほど水位
が下がっていた。(中潮7:53満潮181、13:49干潮64)

・そ䛾他䛿運河䛾奥、ユリカモメ䛿運河中央
・北側水路䛾西側䛾棚に多く䛾カモ類が休ん
でいたが、調査時点で飛び立ち、多く䛿計測
不能となった
・一時期䛿、東側林䛾カワウ䛾数が少なく繁
殖が心配されたが、こ䛾日䛿それなりに多く
䛾ウが営巣また䛿抱卵と思われる動作をして
いた。
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月日

天気 晴、北風 晴、微風から東寄りの風やや強く

気温 6.5℃-9.5℃ 8℃-8.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 1 1
ヒドリガモ 8 8 16 4 21 25
マガモ 30 3 33 2 18 9 29
カルガモ 3 18 4 25 25 16 41
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 2 6 8 1 2 3
コガモ 65 2 67 2 41 43
ホシハジロ 1202 31 841 2074 897 30 529 1 1457
キンクロハジロ 350 326 1 677 269 415 684
スズガモ 4 35 39 0
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 0 0
ハジロカイツブリ 1 1 0
カワウ 561 1 2 564 507 7 12 526
アオサギ 7 7 5 5
ダイサギ 0 0
コサギ 0 0
オオバン 11 1 7 3 22 5 2 15 3 25
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 27 27 44 44
ウミネコ 0 0
セグロカモメ 0 2 2
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:00 9:05 11:1011:47

2017/2/15 2017/3/8

・調査開始時点では、枠・杭の上にとまってい
る鳥は皆無。(枠の下段にとまっているものは
いた)開始時点では、ほとんどのカモが北側水
路に広がっていた。開始と同時に多くは飛び立
ち枠内等に着水。北側水路東側にはホシハジ
ロを中心に約250羽のカモがいたが、東側林の
北にある建物付近に人が現れたのか、一斉に
飛び立った。その後、その建物の方角からは削
岩機のような音が聞こえてきたので、工事が始
まったものと考えられた。
・その他はカワウとユリカモメは運河。カモ類は
対岸の南奥。

・調査開始時点で北側水路の東側を除く部分
いっぱいにカモが広がっていた。東側部分に
は東寄りにキンクロハジロ、ホシハジロ、マガ
モなどの群れがいたが、9:00過ぎ頃に東側林
方向で、音がしてその群れの多くが西側に移
動または飛び立った。
・調査開始時点で中央部上空には2羽のミサ
ゴが旋回しており、カモも落ち着かない様子
で、一部は飛び立ち西側のマリーナ方向に飛
び去った。枠内のカモの数は多くはなかった
が、調査開始後、枠内の杭上にオオタカの成
長オスが止まっているのを確認した。
・その他は運河と対岸奥
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月日

天気 快晴、北風やや強い 晴、北風強し

気温 10℃-11℃ 17.5℃-18℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 2 2 0
ヒドリガモ 23 1 10 34 0
マガモ 2 8 2 12 0
カルガモ 21 13 34 3 1 4
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 93 1 2 96 0
ホシハジロ 364 201 107 1 673 3 12 2 17
キンクロハジロ 542 1 136 679 53 158 14 225
スズガモ 1 3 4 883 883
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 1 1 1 1
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 530 10 540 821 2 58 1 9 891
アオサギ 1 1 2 1 1 2
ダイサギ 0 0
コサギ 1 1 0
オオバン 16 15 14 28 73 2 8 1 1 12
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 0
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 10 10 0
ウミネコ 3 4 7 3 3
セグロカモメ 1 1 2 2 4
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:00 10:259:00 10:55

2017/3/22 2017/4/12

・前回までと比し本日はホシハジロが少なく
なった印象を受けた。
キンクロハジロは特に北側水路東側溜まりに
おいて約260羽いたが、そのうちオスが95％く
らいいたのではないかと思われるほど圧倒的
にオスが多かった。ホシハジロもオスが多
かったが前回までと比べるとメスの相対的な
割合は大きくなっていたように思われる。
・その他は、運河だが、対岸奥にホシハジロ
1、ヒドリガモ10、オオバン12がいた。

・調査開始時点でかなり強い北風が吹いてい
た。このようなときはいつもカモ類は北側に集
まり、北側の護岸の壁で風を防ぐかのようで
あったが、今日はほとんどのカモ類は枠内で
広がっていた。
・その他は、運河。運河南側の対岸はカモ類
はいなかった。
・アオサギは貯木場の上空にいたものは南
西方向へ、北側構内にいたものは東へ飛ん
だ。
・カワウは、巣にヒナと思われる姿も見られ、
枠にとまっていたものには巣立ちヒナと思わ
れる個体も数羽見られた
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月日

天気 曇、強い南風 小雨、微風

気温 17.5℃-16.5℃ 18℃-16.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0 0
ヒドリガモ 1 1 2 0
マガモ 0 0
カルガモ 3 1 2 6 1 6 7
ハシビロガモ 0 0
オナガガモ 0 0
コガモ 0 0
ホシハジロ 2 1 3 0
キンクロハジロ 26 26 3 4 7
スズガモ 13 300 313 2 10 12
ミコアイサ 0 0
カイツブリ 0 0
カンムリカイツブリ 1 1 2 0
ハジロカイツブリ 0 0
カワウ 850 1 56 2 909 986 2 105 2 5 1100
アオサギ 3 1 4 2 1 1 4
ダイサギ 0 0
コサギ 1 1 1 1
オオバン 0 2 2
キアシシギ 0 0
イソシギ 0 1 1
キョウジョシギ 0 0
ユリカモメ 5 8 13 0
ウミネコ 1 1 3 3
セグロカモメ 4 4 1 1
オオセグロカモメ 0 0
コアジサシ 0 0
カモメＳＰ 0 0

注記事項

9:00 10:279:00 10:10

2017/4/26 2017/5/10

・コサギは西側上空を南方向に飛んでいた。
・その他は運河で、ホシハジロだけ南の奥。
その他のユリカモメの中には3羽の夏羽成鳥
が混在していた。

・飛翔中のアオサギは北から東へ、コサギは
西から東へ飛んでいた。
・キアシシギらしき声に混ざってチュウシャクシ
ギと思われる声が南側方向から聞こえてきた
が、姿の確認には至らなかったため数字として
は計上していない。
・東側林におけるカワウは、多くの巣で大きく
なったヒナも含めた個体が1～4いるのが見ら
れた。抱卵中と思われる巣も複数見られた。東
京都の繁殖調査もあるので、使われていると
思われる巣の数を数えたところ281であった。
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月日

天気 晴、南風強し

気温 24℃

調査時間 ～

係留船舶 枠北外0、枠内0

移動船舶 0

調査者 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

オカヨシガモ 0
ヒドリガモ 0
マガモ 0
カルガモ 2 2
ハシビロガモ 0
オナガガモ 0
コガモ 0
ホシハジロ 3 1 4
キンクロハジロ 6 6
スズガモ 3 1 4
ミコアイサ 0
カイツブリ 0
カンムリカイツブリ 0
ハジロカイツブリ 0
カワウ 848 1 213 2 9 1073
アオサギ 1 1 2
ダイサギ 1 1
コサギ 0
オオバン 2 2
キアシシギ 0
イソシギ 0
キョウジョシギ 0
ユリカモメ 0
ウミネコ 1 2 3
セグロカモメ 0
オオセグロカモメ 0
コアジサシ 0
カモメＳＰ 0

注記事項

10:359:00

2017/5/24

・その他は運河
・ダイサギは西方向からきて東に去っていっ
た
・強風のため、カワウのカウントはかなり厳し
かったが、前回同様巣のカウントも行った、
336あった。
ヒナが大きく成長し巣の付近の枝にとまった
り、枠に上にとまっているものがある一方で、
抱卵中と思われる巣もまだかなりあった。ま
た、巣材を運ぶ成鳥も目にした。
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新砂貯木場鳥類数調査陸鳥所在別集計表　(2014-2015)

月日

天気 小雨、北風 曇、北風

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外9、枠内9 枠北外0、枠内10
移動船舶 2-3 0

調査者 荒川 稲垣、宮本、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 1 1
ドバト 0 2 2
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 0
オナガ 1 1 0
ハシボソガラス 1 1 1 1
ハシブトガラス 1 1 2 4 2 8
シジュウカラ 3 3 0
ヒバリ 1 1 1 1 2
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 3 25 28 8 2 3 13
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 2 2 50 50
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 1 1
イソヒヨドリ 1 1 0
スズメ 10 10 120 120
ハクセキレイ 1 1 2 1 1 2 4
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 2 2 3 3
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2014/10/15 2014/11/5

9:00 10:40 9:05 10:45
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月日

天気 快晴、北風強い 快晴、北風強い

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内9 枠北外0、枠内10
移動船舶 １隻北側に進入しその後退出 0

調査者 稲垣、宮本、荒川 大原、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 0 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 1 1 2 2
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 1 1
オナガ 1 1 0
ハシボソガラス 1 1 3 3 6
ハシブトガラス 2 2 7 1 8
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 0
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 3 5 6 4 10
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 1 1
ツグミ 0 3 3
ジョウビタキ 1 1 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 50 50 2 2
ハクセキレイ 1 2 3 1 2 3
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 0
カワラヒワ 2 2 1 1
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 1 1 0

注記事項

2014/11/19 2014/12/3

10:50 9:15 10:409:08

・オオジュリンは北側構内西方から新砂干潟
方向に鳴きながら飛翔

・チョウゲンボウは荒川から北側構内上空を
西に向かって飛翔
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月日

天気 晴、北風あり 曇一時晴、北風強い

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内10 枠北外0、枠内8
移動船舶 1 0

調査者 佐々、荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 2 1 3 2 3 5
ドバト 50 50 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 0 1 1 2
ハシブトガラス 7 4 11 2 2 4
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 5 15 5 25 3 5 8
ウグイス 1 1 0
メジロ 1 1 7 7
セッカ 0 0
ムクドリ 7 10 17 0
ツグミ 1 2 3 3 3
ジョウビタキ 1 1 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 30 30 20 10 30
ハクセキレイ 1 1 2 1 3 4
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 0
カワラヒワ 0 8 8
ホオジロ 0 0
アオジ 1 1 2 2
オオジュリン 0 0

注記事項

2014/12/24

9:18

2015/1/7

10:50 9:06 10:58

・トビは東側林の奥、荒川上流方面を飛翔
・北側構内で運動場下のあたりの木立は風
が少なく日当たりが良かったせいか鳥がにぎ
やか

・飛翔中のヒヨドリは一群で東から西方向へ
・ドバトは南から北へ飛翔
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月日

天気 みぞれ･曇、北風あり 晴、北風あり

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内6 枠北外0、枠内6
移動船舶 1 0

調査者 大原、荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 4 4 3 3
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 0
ハシブトガラス 0 2 3 5
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 2 2
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 2 0
ウグイス 1 1 2 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 1 1 20 20
ツグミ 1 1 2 0
ジョウビタキ 0 1 1
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 10 10
ハクセキレイ 1 3 1 5 1 1
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 2 2
カワラヒワ 0 0
ホオジロ 1 1 0
アオジ 1 1 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/1/21 2015/2/4

9:05 10:35 11:009:00

・日当たりが良いからか、ヒバリ䛾さえずりも
聞かれた
・飛翔中䛾ヒバリ䛿、東から北西に、またし䜀
らくして、北西から東に2羽ずつ飛んだ
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月日

天気 小雨、北風強い 曇、風穏やかで気温暖か、

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内5 枠北外0、枠内6→7
移動船舶 0 1

調査者 荒川 大原、荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 0 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 2 2
ハシブトガラス 3 3 6 1 1
シジュウカラ 0 1 1
ヒバリ 1 1 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 2 0
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 5 5 10 2 2
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 5 5 0
ハクセキレイ 1 2 3 2 2
セグロセキレイ

タヒバリ 2 2 0
カワラヒワ 2 2 4 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/2/18 2015/3/4

9:00 11:00 9:10 10:35

・ヒバリは、雨天で冷たい風が拭く中ではあっ
たがさえずっていた。
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月日

天気 晴、微風あり、暖か 曇、

気温

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内1 枠北外0、枠内2
移動船舶 1 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 1 1
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 4 6 0
ハシブトガラス 2 2 3 2 5
シジュウカラ 1 1 0
ヒバリ 1 2 3 1 1 2
ツバメ 1 1 0
ヒヨドリ 2 2 1 1
ウグイス 0 0
メジロ 1 1 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 2 40 42
ツグミ 1 1 2 2
ジョウビタキ 1 1 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 25 25
ハクセキレイ 1 1 2 2
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 3 3 0
ホオジロ 0 0
アオジ 1 1 2 2
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/3/18 2015/4/1

10:409:00 11:00 9:00

・ツバメは調査員にとって今年初認。(2014年
は3月19日)

・ヒバリはいずれもさえずっていた。
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月日

天気 快晴、強い南風

気温

調査時間 ～

係留船舶 枠北外0、枠内1
移動船舶 0

調査者 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 0
ドバト 0
ミサゴ 0
トビ 0
オオタカ 0
ノスリ 0
カワセミ 0
チョウゲンボウ 1 1
ハヤブサ 0
モズ 0
オナガ 3 3
ハシボソガラス 1 5 6
ハシブトガラス 1 1
シジュウカラ 0
ヒバリ 1 1
ツバメ 2 2
ヒヨドリ 2 2
ウグイス 0
メジロ 0
セッカ 0
ムクドリ 3 2 5
ツグミ 0
ジョウビタキ 0
イソヒヨドリ 0
スズメ 10 10
ハクセキレイ 2 2
セグロセキレイ

タヒバリ 0
カワラヒワ 0
ホオジロ 0
アオジ 0
オオジュリン 0

注記事項

2015/4/15

9:00 10:30
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新砂貯木場鳥類数調査陸鳥所在別集計表　(2015-2016)

月日

天気 曇北微風 快晴、台風の影響で北風強い

気温 気温20度
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 0 1 1
ドバト 1 1 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 0 1 2 3
ハシブトガラス 1 4 5 2 2
シジュウカラ 1 2 3 0
ヒバリ 1 1 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 1 3 3 2 5
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 0
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 30 30 2 6 8
ハクセキレイ 2 3 5 1 1 1 3
セグロセキレイ

タヒバリ 0
カワラヒワ 0 2 2
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/9/16 2015/10/7

9:05 10:05 9:00 10:30

・ドバトは北側構内を東から西方向へ飛翔し
ていた
・観測場所は、草が深く茂っていた

・観測場所の草は刈られていた。グランドの
南下に当たる部分を草刈していた。
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月日

天気 曇、東よりの風強い 快晴、西よりの風あり

気温 ２０℃ １８℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 1 1 0
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 2 1 1 2
オナガ 0 0
ハシボソガラス 2 3 5 2 2
ハシブトガラス 1 1 1 3 4
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 3 3 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 5 5 10 2 25 4 31
ウグイス 0 1 1
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 0
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 1 1 2
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 65 65 10 10
ハクセキレイ 0 1 2 2 5
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 2 2 2 2
ホオジロ 0 1 1
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/10/21 2015/11/4

11:05 9:05 11:259:10

・トビは東側はやし上空を飛翔
・飛翔中のヒヨドリは北側水路上空を西から
東方面に飛翔
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月日

天気 晴、微風、暖か。 曇、北風有

気温 20.5℃－21.5℃ 11.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川洋一

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 1 1 1 1
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 2 4 5 5
ハシブトガラス 1 2 3 2 2
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 2 2 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 3 5 8 2 3 5
ウグイス 0 1 1
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 0
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 10 10 0
ハクセキレイ 1 1 1 1 4 2 2
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 3 3
カワラヒワ 1 1 0
ホオジロ 1 1 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/11/18 2015/12/2

9:05 11:05 9:00 10:55
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月日

天気 晴、微風、暖か 曇、微風→やや強め
気温 14℃-14.5℃ 10.5℃-13℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 2 2 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 1 1
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 1 1
ハヤブサ 0 0
モズ 0 1 1
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 2 3 1 1 2
ハシブトガラス 4 4 2 2
シジュウカラ 0 3 3
ヒバリ 1 1 5 5
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 11 13 3 3 6
ウグイス 0 0
メジロ 3 3 3 3
セッカ 0 0
ムクドリ 0 3 3
ツグミ 0 1 1
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 0
ハクセキレイ 1 1 3 5 1 1 2 4
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 2 2
カワラヒワ 1 1 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2015/12/16 2015/12/24

9:00 11:15 9:05 11:10

・ミサゴ䛿運河上空を旋回
・ひ䜀り5羽䛾うち3羽+1羽䛿東側林方向から
北側構内に飛んできたも䛾
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月日

天気 薄曇、北風ややあり 晴、西風やや強し

気温 10℃-10.5℃ 8.5℃-6.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0枠南に1
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 1 1
ドバト 3 3 0
ミサゴ 1 1 0
トビ 0 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 1 1 0
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 2 1 3
ハシブトガラス 1 1 0
シジュウカラ 2 2 1 1
ヒバリ 6 6 0
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 4 6 2 3 5
ウグイス 1 1 0
メジロ 2 2 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 70 70
ツグミ 1 1 3 4 7
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 30 30 3 3
ハクセキレイ 1 1 1 3 1 2 3
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 0
カワラヒワ 2 2 0
ホオジロ 0 0
アオジ 1 1 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/1/6 2016/1/20

10:50 9:05 11:009:05

・陸鳥の種類が多かったのは、気候が穏や
かだったためか、カモ類のカウントに没頭して
いる時間が短い関係で、記録が多くできたの
か。
・飛翔中のうち、ミサゴは運河およびマリーナ
上空を魚を持ったまま飛翔、ドバトは、北から
南へまっすぐ飛翔。
・チョウゲンボウは、北側構内の施設の屋上
柵にとまっていた。

・トビは、杭の上で動物の肉と思われるものを
引き裂きながら食べていた。
・ムクドリの群は東側林の上空を飛び、東部
スラッジプラントの建物屋上に一時とまった。
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月日

天気 晴、北風あり 曇、北風強い

気温 5℃-6℃ 7℃-6.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 1 1
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 1 1
オナガ 1 1 0
ハシボソガラス 1 1 2 2
ハシブトガラス 2 4 6 1 2 3
シジュウカラ 2 2 0
ヒバリ 2 2 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 2 4 2 2
ウグイス 0 0
メジロ 6 6 2 2
セッカ 0 0
ムクドリ 40 40 0
ツグミ 1 1 2 2
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 30 30 0
ハクセキレイ 1 1 2 1 1 2
セグロセキレイ

タヒバリ 1 1 1 1
カワラヒワ 1 1 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/2/3 2016/2/24

9:03 11:03 9:00 10:57

・北側水路の西側棚で、初めてカワセミがい
た
・本来の観測日は、2月17日であったが、調
査員がインフルエンザのため1週間順延した
もの
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月日

天気 快晴、北寄りの風あり 晴、北風有り

気温 8℃ 8.5℃ー13.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 2 2 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 1 3 2 2
ハシブトガラス 6 6 6 1 7
シジュウカラ 1 1 1 1
ヒバリ 1 1 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 1 1 2 2
ウグイス 1 1 1 1
メジロ 0 4 4
セッカ 0 0
ムクドリ 6 6 4 4
ツグミ 2 2 5 5
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 0
ハクセキレイ 2 3 5 1 1 1 3
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 1 1 1 1
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/3/2 2016/3/16

9:00 11:05 9:00 11:25

・観測地点に到着する前に、オオタカが北方
向へ飛んでいった

・ヒバリはさえずりも
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月日

天気 晴、南風やや強い 晴、微風からやや強めの風に

気温 15.5℃ 15.5℃～16.5℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 2 2
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 2 1 1
ハシブトガラス 3 3 6 2 2
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 1 1 2 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 3 3 8 8
ウグイス 1 1 0
メジロ 1 1 1 1
セッカ 0 0
ムクドリ 0 2 2
ツグミ 0 1 1
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 2 2 10 10
ハクセキレイ 2 1 3 1 2 3
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 0 2 2
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/4/6 2016/4/20

9:05 10:45 9:03 10:28

・ヒバリ、ウグイスはさえずりも。 ・ヒヨドリのうち7羽は南側から飛来した。
・ヒバリはさえずり。
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月日

天気 晴、強い南風 曇、南風強し

気温 25℃～26.5℃ 22.5℃～23℃
調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0
移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ

キジバト 1 1 1 1
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 1 1
ハシボソガラス 1 1 1 1 2
ハシブトガラス 1 1 2 2 4
シジュウカラ 1 1 1 1
ヒバリ 1 1 2 1 1
ツバメ 0 1 1
ヒヨドリ 0 3 1 4
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 1 1 1 1
ムクドリ 2 2 1 7 8
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 4 4 1 1
ハクセキレイ 0 1 1
セグロセキレイ

タヒバリ 0 0
カワラヒワ 1 1 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/5/11 2016/5/25

9:00 10:209:00 10:30
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新砂貯木場鳥類数調査陸鳥所在別集計表　(2016-2017)

月日

天気 台風接近、曇、小雨混り、南風一時的に強 曇、北風やや強い

気温 27℃ 20.5℃-24℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外2、枠内0 枠北外6→0、枠内0

移動船舶 0 2隻入り、6隻出る

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
䛾
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 3 3 0
ドバト 0 5 5
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 2 1 1
オオタカ 0 1 1 2
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 2 2 4
ハシボソガラス 1 1 7 9 1 1
ハシブトガラス 2 13 15 2 3 5
シジュウカラ 1 1 2 2
ヒバリ 0 0
ツバメ 0 4 4
ヒヨドリ 0 2 2
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 2 2 4
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 0
ハクセキレイ 2 1 3 1 1 4 6
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 0 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/9/7 2016/9/21

9:00 9:56 9:00 10:15

・北側構内䛾大きな建築物䛾東側横に大型
クレーン車が3台つき、建物䛾屋上䛾工事作
業に従事していた。
・東側林䛾シジュウカラ䛿、さえずり。トビ䛿
木䛾上で何かを食べているようだった
(北側構内上空にも旋回しているトビあり）ヒヨ
ドリ、ムクドリ、スズメ䛿いなかった

・そ䛾他䛿、オオタカを除き運河。
オオタカ䛿、東側林にとまっていたも䛾が北側
水路上空を西側に飛び、し䜀らくしてから夢䛾
島マリーナ上空に2羽出現した。オオタカ䛿周
辺で䛿何度か見られているが、調査時に出現
した䛾䛿初めてで䛿ないか。
・ツバメ䛿おそらくこれが今年䛾終認となる䛾
で䛿ないか。
他に、ツクツクボウシ、ムラサキツバメを確認
した。
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月日

天気 曇、南風、夜に台風通過の見通し 晴、北風あり

気温 26℃ 22℃-24℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外6、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 1(出) 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 2 2 1 1
ドバト 0 3 3
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 2 2 4 1 1
オナガ 4 4 5 5
ハシボソガラス 2 2 1 5 0
ハシブトガラス 1 1 12 12
シジュウカラ 3 3 0
ヒバリ 1 1 2 2 2
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 2 3 5 91 90 181
ウグイス 0 0
メジロ 1 1 1 1
セッカ 0 0
ムクドリ 0 6 6
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 4 10 14 0
ハクセキレイ 1 2 3 6 3 3 6
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 0 2 2
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/10/5 2016/10/19

9:00 10:25 9:00 11:10

・キジバトは北側構内の建物から東側林の方
向に一羽ずつ相次いで飛んで行った。
・トビは、東側林の木にとまっていたが、その
後東側に飛んで行った模様

・漂鳥のヒヨドリの渡りが到来して間がないの
か、東側の林では南から北方向へ18羽移
動、北側構内から東側林へ飛んだ群れが、
30羽、40羽、南方向から北側構内へ飛来した
群れが、30羽、20羽、30羽、10羽いた。かなり
活発に動いており、一時的に木などにとまっ
たが、さらに移動を続けていったような印象を
受けた。
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月日

天気 曇、北風有り 曇、時折やや強い北風

気温 13.5℃-11.5℃ 12.5℃-13.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 0 1 1
ドバト 0 20 20
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 2 2
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 1 1 2
オナガ 0 2 2
ハシボソガラス 1 1 1 1
ハシブトガラス 3 3 1 4 5
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 0
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 5 4 9 3 3 6
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 0 2 2
ツグミ 0 2 2
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 3 3 3 3
ハクセキレイ 3 1 4 1 1 1 3
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 0 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/11/162016/11/2

9:05 11:17 9:00 11:00

・ハクセキレイのうち2羽は、枠の下段で交尾
をしていた。
・トビは北側構内上空から貯木場の上空を旋
回していた。
・北側構内の東北方向でタカ類の声(オオタカ
か？）がしたが、姿はすぐに建物の裏に隠れ
たので計測数には入れなかった。

・ドバトは、東から西方向へ一つの群れで上
空を飛翔。
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月日

天気 晴、北風やや強→弱 快晴、弱い北風

気温 12.5℃-13.5℃ 10℃-14℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 １（10:00頃枠内に侵入10:15頃退出）

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 5 1 2 8 2 2
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 1 1 0
オオタカ 0 1 1
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 1 1 1 1 2
オナガ 3 3 1 1
ハシボソガラス 1 1 2 2 2
ハシブトガラス 2 2 1 3 4
シジュウカラ 1 1 0
ヒバリ 0 1 1 2
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 5 5 13 13
ウグイス 0 1 1
メジロ 4 4 4 4
セッカ 0 0
ムクドリ 9 9 5 5
ツグミ 2 2 1 2 3
ジョウビタキ 0 1 1
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 0
ハクセキレイ 1 1 1 1 4 1 3 4
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 2 2 1 1
ホオジロ 0 0
アオジ 1 1 1 1
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/12/7 2016/12/21

9:009:00 11:17 12:00

・飛翔中のカワラヒワは北側から東側林方向
に、キジバトは東から西方向へ飛翔。

・オオタカは枠内の杭にとまっていた。オスの
成鳥。
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月日

天気 晴/曇一時雨微風暖か 快晴微風から南風やや強くなる、

気温 11.5度-15℃ 約6℃-7.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 5 5 7 1 8
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 4 4
オオタカ 1 1 0
ノスリ 0 1 1
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 1 1
モズ 1 1 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 0 0
ハシブトガラス 2 2 1 5 6
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 2 2
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 5 8 13 3 15 18
ウグイス 1 1 0
メジロ 1 1 1 1
セッカ 0 0
ムクドリ 1 1 0
ツグミ 0 1 1
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 3 3
ハクセキレイ 2 2 4 8 1 2 3
セグロセキレイ 1 1 0
タヒバリ 0 1 1
カワラヒワ 1 1 1 1
ホオジロ 0 0
アオジ 1 1 1 1
オオジュリン 0 0

注記事項

2016/12/22 2017/1/4

9:00 11:15 9:00 11:40

・枠内に、カモ類が少ないのは枠内の杭にこ
の両日ともオオタカのオスがとまっていたこと
も関係するかもしれない。
・セグロセキレイは水鳥カウント中で姿を確認
することができなかったが鳴き声で同定した。

・天候の関係か、トビが4羽上空を旋回し、セ
グロカモメも10羽ほど旋回していた。ノスリが
加わり、これまでにない猛禽類の数であった
が、その後北側構内においてハヤブサも確認
した。
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月日

天気 快晴、北風有 快晴、北風

気温 5.5℃-6.5℃ 6.5℃∸7.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 0 2 2
ドバト 0 0
ミサゴ 0 1 1
トビ 0 1 1
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 1 1 0
ハシボソガラス 0 1 1
ハシブトガラス 1 12 13 2 3 5
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 1 1 0
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 1 2 3 3 3
ウグイス 0 0
メジロ 5 5 1 1
セッカ 0 0
ムクドリ 0 0
ツグミ 1 1 2 2 2
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 0
ハクセキレイ 1 2 3 1 1 2
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 1 1 1 1
ホオジロ 0 0
アオジ 0 2 2
オオジュリン 0 0

注記事項

2017/1/18 2017/2/1

11:15 9:00 11:269:00

・ミサゴは北方から飛来、枠上空で降下し杭
にとまった。
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月日

天気 晴、北風 晴、微風から東寄りの風やや強く

気温 6.5℃-9.5℃ 8℃-8.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 0 1 1
ドバト 0 0
ミサゴ 0 2 2
トビ 0 0
オオタカ 1 1 1 1
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 1 3 4 0
ハシボソガラス 1 1 2 1 3
ハシブトガラス 2 2 6 6
シジュウカラ 0 0
ヒバリ 0 1 1
ツバメ 0 0
ヒヨドリ 1 2 3 1 1
ウグイス 0 2 2
メジロ 0 2 2
セッカ 0 0
ムクドリ 0 4 4
ツグミ 2 2 2 2
ジョウビタキ 0 1 1
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 0 2 2
ハクセキレイ 1 2 3 1 2 3
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 1 1 0
カワラヒワ 0 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2017/2/15 2017/3/8

11:109:00 11:47 9:05

・調査終了に近く、オオタカが南西から北東方
向に飛んで行った。帰路、野草の小道上空付
近で、2羽のハシブトガラスに挟まれて追われ
ているオオタカを見た。同じ個体と思われる。

・調査開始時点で中央部上空には2羽のミサ
ゴが旋回しており、カモも落ち着かない様子
で、一部は飛び立ち西側のマリーナ方向に飛
び去った。枠内のカモの数は多くはなかった
が、調査開始後、枠内の杭上にオオタカの成
長オスが止まっているのを確認した。
・ウグイス、一羽は笹鳴き、一羽は谷渡り
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月日

天気 快晴、北風やや強い 晴、北風強し

気温 10℃-11℃ 17.5℃-18℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 2 2 0
ドバト 0 0
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 1 1
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 1 1 1 1 2
ハシブトガラス 1 7 8 9 9
シジュウカラ 0 1 1 2
ヒバリ 1 1 0
ツバメ 0 3 2 5
ヒヨドリ 3 3 2 5 7
ウグイス 1 1 0
メジロ 0 0
セッカ 0 0
ムクドリ 4 2 6 3 3
ツグミ 2 2 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 3 3 5 5
ハクセキレイ 2 3 5 1 2 2 5
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 0 0
ホオジロ 0 0
アオジ 0 1 1
オオジュリン 0 0

注記事項

2017/3/22 2017/4/12

9:00 10:55 9:00 10:25

・その他は、運河だが、対岸奥にムクドリ2が
いた。

・シジュウカラは東側でも北側でもさえずりを
していた。
・チョウゲンボウは北側構内上空を北方向に
飛翔していた。
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月日

天気 曇、強い南風 小雨、微風

気温 17.5℃-16.5℃ 18℃-16.5℃

調査時間 ～ ～

係留船舶 枠北外0、枠内0 枠北外0、枠内0

移動船舶 0 0

調査者 荒川 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 0 0
キジバト 0 0
ドバト 0 2 2
ミサゴ 0 0
トビ 0 0
オオタカ 0 0
ノスリ 0 0
カワセミ 0 0
チョウゲンボウ 0 0
ハヤブサ 0 0
モズ 0 0
オナガ 0 0
ハシボソガラス 5 3 8 2 2
ハシブトガラス 1 5 6 0
シジュウカラ 2 2 1 1 2
ヒバリ 1 1 1 1 2
ツバメ 3 3 2 2
ヒヨドリ 2 3 5 0
ウグイス 0 0
メジロ 0 0
セッカ 1 1 2 2
ムクドリ 2 2 1 2 3
ツグミ 0 0
ジョウビタキ 0 0
イソヒヨドリ 0 0
スズメ 3 3 8 8
ハクセキレイ 1 1 1 3 1 2 3
セグロセキレイ 0 0
タヒバリ 0 0
カワラヒワ 1 2 3 2 2
ホオジロ 0 0
アオジ 0 0
オオジュリン 0 0

注記事項

2017/5/102017/4/26

9:00 10:10 9:00 10:27

・東側林のシジュウカラ、セッカ、東側林と北側
構内のヒバリはさえずっていた。

・シジュウカラは東側林の2か所でさえずって
いた。

資-60



月日

天気 晴、南風強し

気温 24℃

調査時間 ～

係留船舶 枠北外0、枠内0

移動船舶 0

調査者 荒川

種名
東
側
林

北
側
水
路

枠
・
杭

枠
内
枠
南

飛
翔
中

北
側
構
内

そ
の
他

合
計

ヒメアマツバメ 1 1
キジバト 0
ドバト 0
ミサゴ 0
トビ 0
オオタカ 0
ノスリ 0
カワセミ 0
チョウゲンボウ 0
ハヤブサ 0
モズ 0
オナガ 0
ハシボソガラス 1 1
ハシブトガラス 1 3 4
シジュウカラ 1 2 3
ヒバリ 1 1 2
ツバメ 1 1
ヒヨドリ 2 2 4
ウグイス 0
メジロ 0
セッカ 1 1
ムクドリ 1 1
ツグミ 0
ジョウビタキ 0
イソヒヨドリ 0
スズメ 3 3
ハクセキレイ 2 2
セグロセキレイ 0
タヒバリ 0
カワラヒワ 1 2 3
ホオジロ 0
アオジ 0
オオジュリン 0

注記事項

2017/5/24

10:359:00

・ヒメアマツバメはほぼ調査終了時に、北側
構内上空にいたが、やがて南方向に飛んで
行った
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調査地周辺地域水鳥数調査(2014-2015)

月日 月日

天気 北風強い 天気 晴、穏やか

時間 ～ 時間 ～

担当 荒川 担当 荒川

種名 A B C D E F A B C D E F
オカヨシガモ 10 1
ヒドリガモ 10
マガモ 2 2 1
カルガモ 12 3 2 32 4 63
ハシビロガモ 3
オナガガモ 12 2
コガモ 1 2
ホシハジロ 5 7 60 10 41 2 10 12 166 194
キンクロハジロ 26 15 23 55 487 2 23 93 144
スズガモ 40 537
ミコアイサ

カモｓｐ 1 1
カイツブリ

カンムリカイツブリ

ハジロカイツブリ 1
カワウ 2 36 7 1 7
アオサギ 5 1
ダイサギ

コサギ

オオバン 27 7 4 8 25 12 21 6
キアシシギ

イソシギ 1
キョウジョシギ

ユリカモメ

ウミネコ

セグロカモメ 1 1 1
オオセグロカモメ

コアジサシ
カモメＳＰ

トビ 1 1
カワセミ

周辺地域区分の概要：
Ａ　砂町運河で夢の島大橋から水再生センターに至る部分
Ｂ　夢の島マリーナ全域
Ｃ　新砂水門脇の部分で潮の干満により地面が露出する部分
Ｄ　新砂貯木場西南の運河部分
Ｅ　新砂貯木場内水域(本報告調査地)の一部分
Ｆ　荒川下流新砂干潟と、砂町運河の新砂水門に至る部分

9:43 11:309:48 11:30

2014/11/18 2015/1/16
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月日 月日

天気 晴、 天気 曇、

時間 ～ 時間 ～

担当 荒川 担当 荒川

種名 A B C D E F A B C D E F
オカヨシガモ 2 3
ヒドリガモ 18 7 5
マガモ 2 2 4 2 2
カルガモ 34 20 26 2 2
ハシビロガモ 2
オナガガモ 5
コガモ 9 46 2 51
ホシハジロ 65 20 112 384 2 38 43 125 204 6
キンクロハジロ 20 48 16 439 70 5 34 214 4
スズガモ 1 293 119
ミコアイサ

カモｓｐ

カイツブリ 1 1
カンムリカイツブリ 1 1
ハジロカイツブリ 1 3 3
カワウ 1 1 3 2
アオサギ

ダイサギ

コサギ 1
オオバン 20 28 15 7 16 27 14 9 3 28
キアシシギ

イソシギ 1
キョウジョシギ

ユリカモメ

ウミネコ

セグロカモメ 1 1
オオセグロカモメ

コアジサシ
カモメＳＰ

トビ
カワセミ

注記事項

・当日は水曜だが祝日。マリーナは移動する
船が普段より多かった。

旧新砂貯木場の水鳥は調査当初夢の島大
橋から見たとき砂町運河に張り出しており枠
内には多くなかったように見えた。
マリーナからはあまり多く見られなかったの
で、帰りに大橋から確認したところ運河に張
り出していた分がなくなり、枠内に移っていた
かの印象を受けた。運河は浚渫が行われて
おり、船の動きもあったのでそれらが影響し
た可能性がある。

9:29 11:40 9:25 11:10

2015/2/11 2015/2/25
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月日

天気 快晴、

時間 ～

担当 荒川

種名 A B C D E F
オカヨシガモ

ヒドリガモ

マガモ 1
カルガモ 16 5
ハシビロガモ

オナガガモ

コガモ 8
ホシハジロ 17 18 71
キンクロハジロ 49 20 219
スズガモ 76 6
ミコアイサ

カモｓｐ

カイツブリ

カンムリカイツブリ

ハジロカイツブリ 1 7
カワウ 3 2 11
アオサギ

ダイサギ

コサギ 1
オオバン 8 23 11 4 13
キアシシギ

イソシギ 1 1
キョウジョシギ

ユリカモメ 3
ウミネコ

セグロカモメ 1 1 2
オオセグロカモメ

コアジサシ
カモメＳＰ

トビ
カワセミ 2

9:20 11:15

2015/3/27
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NPO法人ネイチャーリーダー江東　水鳥調査　(2014-2016)
調査日：　各年12月23日

区間／種類

(

1

)

横
十
間

(

2

)

旧
中
川

(

3

)

荒
川

(

4

)

仙
台
堀
川

(

5

)

大
横
川

(

6

)

辰
巳

合
計

(

1

)

横
十
間

(

2

)

旧
中
川

(

3

)

荒
川

(

4

)

仙
台
堀
川

(

5

)

大
横
川

(

6

)

辰
巳

合
計

(
1

)

横
十
間

(

2

)

旧
中
川

(

3

)

荒
川

(

4

)

仙
台
堀
川

(

5

)

大
横
川

(

6

)

辰
巳

合
計

オカヨシガモ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 7 0 0 1 0 0 0 1

ヒドリガモ 0 7 5 0 8 20 40 9 6 7 0 37 34 93 0 0 13 0 14 49 76

マガモ 1 0 3 0 2 3 9 1 0 1 0 10 3 15 2 0 8 0 4 5 19

カルガモ 25 1 3 55 11 8 103 38 5 0 22 6 46 117 39 1 2 21 0 16 79

ハシビロガモ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オナガカモ 37 10 0 38 73 42 200 33 0 4 47 14 36 134 32 7 2 23 13 10 87

コガモ 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ホシハジロ 1 0 3 0 0 152 156 0 0 0 0 13 188 201 0 1 170 2 13 148 334

キンクロハジロ 38 5 67 46 10 22 188 38 3 34 44 14 36 169 39 8 84 39 0 39 209

スズガモ 0 0 880 0 0 20 900 0 0 467 0 0 23 490 2 0 290 0 0 40 332

カイツブリ 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0

カンムリカイツブリ 0 0 1 0 0 0 1 0 0 7 0 0 1 8 0 0 5 0 0 1 6

ハジロカイツブリ 0 0 5 0 0 0 5 0 0 10 0 0 0 10 0 0 5 0 0 0 5

カワウ 3 3 26 3 4 18 57 27 1 18 6 5 8 65 1 8 12 6 3 7 37

ゴイサギ 1 0 0 3 0 0 4 0 0 0 10 0 0 10 0 0 0 3 0 0 3

アオサギ 3 1 4 2 0 3 13 0 7 2 5 1 0 15 1 3 4 4 0 1 13

ダイサギ 2 0 0 0 0 0 2 5 2 0 0 0 0 7 0 3 1 0 0 0 4

コサギ 0 0 3 0 0 0 3 0 0 2 1 1 0 4 1 9 3 2 1 0 16

オオバン 2 3 8 2 2 54 71 5 17 9 10 1 124 166 6 12 7 3 4 151 183

イソシギ 1 3 2 0 3 3 12 0 2 3 1 1 3 10 0 2 5 0 0 2 9

ユリカモメ 4 56 7 6 0 15 88 18 66 0 23 0 18 125 26 70 89 19 5 21 230

ウミネコ 0 0 0 0 0 4 4

セグロカモメ 1 0 2 0 10 1 14 3 0 7 0 4 1 15 0 1 3 0 4 6 14

オオセグロカモメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

カワセミ 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 0 3

2014年 2015年 2016年

①　横十間川コース　亀島小学校付近から猿江恩賜公園を経てクローバー橋付近まで
②　旧中川コース　亀戸中央公園から旧中川沿いに荒川ロックゲート付近まで
③　荒川コース　新砂干潟から荒川沿いに荒川ロックゲート付近まで
④　仙台堀川公園コース　やすらぎの滝付近から明治通り付近までと野鳥の島からクローバー橋の
付近まで
⑤　大横川コース　黒船橋から牡丹三丁目付近までと越中島付近まで
⑥　辰巳コース　漣橋から東京辰巳国際水泳場付近まで
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江東区のホームページ　水鳥生息調査
2015年5月現在　のコピー
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江東区のホームページ　水鳥生息調査の関連ドキュメント
　(2015年5月)より
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江東区の環境白書　〜江東区環境基本計画　平成28年度実績報告〜
水鳥生息調査　43頁より



その他周辺地域水鳥数調査(2014-2015)

区間／種類 G H I G H I

（調査日時） 1/24 10:15 1/24 10:54 1/24 11:15 1/16 12:19 1/16 13:10 1/16^13:40

カルガモ 1 3 5

オナガカモ 1 2

ヒドリガモ 1

キンクロハジロ 4 7

ホシハジロ 27 22 3 35

スズガモ 94 18 389 78 129 253

オオバン 11 13 9 18 11 4

セグロカモメ 64 322

オオセグロカモメ 1

カモメ 5 2

ウミネコ 25

カワウ 2 1 5 3

カイツブリ 1 1

カンムリカイツブリ 1

ハジロカイツブリ 1 2 2

（G）14号地第1貯木場：　　主に北西と南東にある橋の上から観測
（H）14号地第2貯木場：　　主に北東と南西にある橋の上から観測
（I）12号地貯木場の南の一部分：　主に東端にある橋の上から観測

2014年 2015年
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